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取扱説明書 - 部品

PCF™、

PrecisionSwirl™ 付き
精密ディスペンスシステム

閉ループ技術によって、四個までの単一構成部品のシーリング材および接着剤の精密な連続し
た流れを提供する電子的に制御された流体計測システムです。

爆発性環境または危険区域では使用しないでください。
一般目的では使用しないでください。

モデル情報については ページ 4 を参照してく
ださい。最大使用圧力および認定はページ 5
を参照してください。

重要：

本取扱説明書は、一部の PCF システムに適用さ
れません。本取扱説明書がご使用の PCF に対応
する正しいものであることを確かめるために、 3 
ページの注記を参照してください。

重要な安全情報
本取扱説明書のすべての警告および説明
をお読みください。これらの説明書は保
管してください。

オプションの PrecisionSwirl オー
ビタルディスペンサー ( 別売り )

PCF 制御センター

PCF 流体プレート

JA
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関連する説明書

以下にあるリストは、英語で書かれている構成部品の
取扱説明書です。これらの取扱説明書と入手可能な翻
訳版は、www.graco.com で入手いただけます。 

注 : システムの高度な画面で、示される高度ディスプ
レイソフトウェアの部品番号が 16F528 または 15V769 
の場合、この取扱説明書はご使用のシステムに適用さ
れません。ご使用のシステムでは取扱説明書 313377 
を参照してください。そうでない場合、示される部品
番号は 16K405 であるはずで、本取扱説明書を使用す
る必要があります。

説明書 説明

313377
オリジナルの PCF 取扱説明書 - 部品
( 以下の注記を参照 )

309403
PrecisionSwirl オービタルディスペ
ンサー

307517
マスティック流体レギュレータ取扱説
明書 - 部品

308647
流体圧力レギュレータ取扱説明書 - 部
品

309834
ヘリカルギア流体流量計取扱説明書 -
部品

3A4649 統合 PCF 説明書

3A5295 コリオリス流量メーター説明書ー部品

ADM ソフトウェア部品番号 16F528 または 15V769
( 取扱説明書 313377 を参照 )

ADM ソフトウェア部品番号 16K405
( 本取扱説明書を使用 )
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モデル

銘板 (ID) で、流体計測ステムの 6 桁の部品番号をチェックします。以下のマトリクスを使用して、6 桁の数字に
基づいてシステムの構造を明確にして下さい。例えば、部品 PF1110 は、PCF 流体計測システム (PF)、２スタイル
システム (1)、カートリッジ・レギュレータ付きかつメーター無しの流体プレート (1)、DeviceNet™ ユーザーイン
ターフェース (1) の 100-240 Vac 電源付き (0) を表します。

注 : 交換部品を注文するには、この説明書の部品セクションを参照してください。マトリックス内の数字は、部品
図面およびリストの参照番号に対応していません。

 ディスクリート・ゲートウェイ・システムには、自動化インターフェース・ケーブルは含まれません。以下の

Graco 製アクセサリは、自動化システムへの配線用として使用できます。カスタム配線の場合、据付作業者は、 
ページ 121 の 付録 B - ディスクリートゲートウェイ モジュール (DGM) 接続詳細に従って下さい。
単一流体プレートシステムの場合のみ :15 m (50 フィート ) ケーブル、フライングリード付き (123793)

　全システム : ブレークアウトボード (123783) と 15 m (50 フィート ) ケーブル（123792）
注 :256 スタイルオプションは、離散ゲートウェイシステムでは利用できません。

 これらの流体計測システムには、ETL 認定があります。

注 : 加熱マスティックレギュレータ付きの流体計測システムは、ETL の認定を受けていません。

 この製品は、訂正 1 を含む CAN/CSA-C22.2 No. 61010-1、第 2 版、または同じレベルの試験要求項目を組み込

んだ同じ標準の最新版の要求に応じて試験が実施されました。

PF 1 1 1 0

1 桁目と 
2 桁目

3 桁目 4 桁目 5 桁目  6 桁目

スタイル /サイズ 流体プレート
ユーザー・インタ

フェース 電圧

説明 レギュレータ 流量計 説明 説明
PF

( 精密連続流 )
1 2 スタイル 1 カート

リッジ 

無し 0  ディスクリート 0 100 - 240 Vac

2 16 スタイル 2 マスティック

樹脂

無し 1 DeviceNet™ 1 24 Vdc

3 256 スタイル 3 カート

リッジ

高分解能 2 イーサネット / 

IP™
2 100 - 240 Vac 、

Integrated Swirl
付き

4 マスティック

樹脂

高分解能 3 PROFIBUS™ 3 24 Vdc 統合スワー
ル付き

5 加熱式マス
ティック樹脂

加熱式標準分解
能

4 PROFINET™

6  加熱式マス
ティック樹脂

無し 5 使用しない。
6 DeviceNet

ADM 無し
7 カート

リッジ

超高分解能 7 イーサネット I/P
NO ADM

8 カートリッジ 高分解能／ GB
9 マスティッ

ク樹脂
高分解能／ GB

C カートリッジ Coriolis

9902471
Certified to CAN/CSA C22.2 No. 61010-1

Conforms to
UL 61010-1

C1
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流体プレートキット

注 : 以下にリストされている流体プレートキット番号には CAN スプリッターが含まれます。各 PFxxxx アセンブ
リに含まれる流体プレートアセンブリには CAN スプリッターが含まれません。

流体プ
レート
キット

使用する
モデル 最大作業圧力 説明

以下が付属しています：

レギュ
レータ 流量計

FCM キー
トークン

24B958 PF13xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、
高分解能流量計、2スタイル

244734 246652 16M100

24B959 PF11xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、流量計なし、

2スタイル
244734 --- 16M101

24B960 PF14xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、
高分解能流量計、2スタイル

246642 246652 16M100

24B961 PF12xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、流量計なし、

2スタイル
246642 --- 16M101

24B962 PF15xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、
標準分解能加熱流量計、2スタイル

246643 246340 16M100

24C901 PF16xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、

流量計なし、2スタイル
246643 --- 16M101

24J873 PF17xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、
高分解能流量計、2スタイル

244734 16E993 16M100

24K801 PF23xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、
高分解能流量計、16 スタイル

244734 246652 16M102

24K802 PF21xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、流量計なし、

16 スタイル
244734 --- 16M103

24K803 PF24xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、
高分解能流量計、16 スタイル

246642 246652 16M102

24K804 PF22xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、流量計なし、

16 スタイル
246642 --- 16M103

24K805 PF25xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、
標準分解能加熱流量計、16 スタイル

246643 246340 16M102

24K806 PF26xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、

流量計なし、16 スタイル
246643 --- 16M103

24K807 PF27xx
6000 psi 

(41.4 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、
高分解能流量計、16 スタイル

244734 16E993 16M102

24K808 PF33xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、

高分解能流量計、256 スタイル
244734 246652 16M104

24K809 PF31xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、流量計なし、

256 スタイル
244734 --- 16M105

24K810 PF34xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、

高分解能流量計、256 スタイル
246642 246652 16M104

24K811 PF32xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
マスティックレギュレータ、
流量計なし、256 スタイル

246642 --- 16M105

24K812 PF35xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、

標準分解能加熱流量計、256 スタイル
246643 246340 16M104

24K813 PF36xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、

流量計なし、256 スタイル
246643 --- 16M105

24K814 PF37xx
6000 psi 

(41 MPa、414 バール )
カートリッジレギュレータ、

高分解能流量計、256 スタイル
244734 16E993 16M104

24V592 PF18xx
6000 psi 

（41 MPa、414 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、2スタイル

244734 24P688 16M100



モデル 

6 3A2623R

24V593 PF28xx
6000 psi 

（41 MPa、414 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、16 スタイル

244734 24P688 16M102

24V594 PF38xx
6000 psi 

（41 MPa、414 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、256 スタイル

244734 24P688 16M104

24V595 PF19xx
5000 psi 

（35 MPa、345 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、2スタイル

246642 24P688 16M100

24V596 PF29xx
5000 psi 

（35 MPa、345 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、16 スタイル

246642 24P688 16M102

24V597 PF39xx
5000 psi 

（35 MPa、345 バール）

カートリッジレギュレーター、
ガラスビーズハイ 

解像度流量メーター、256 スタイル

246642 24P688 16M104

24W201 PF15xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、
標準分解能加熱流量計、2スタイル

246643 246340 16M100

24W202 PF25xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、
標準分解能加熱流量計、16 スタイル

246643 246340 16M102

24W203 PF35xx
5000 psi 

(35 MPa、345 バール )
加熱式マスティックレギュレータ、

標準分解能加熱流量計、256 スタイル
246643 246340 16M104

25C783 PF1Cxx
5000 psi 

(35 MPa, 345 バール）
カートリッジレギュレーター、コリオリス

流量メーター、２スタイル
244734 25D026 16M100

25C784 PF2Cxx
5000 psi 

(35 MPa, 345 バール）
カートリッジレギュレーター、コリオリス

流量メーター、16 スタイル
244734 25D026 16M102

25C785 PF3Cxx
5000 psi 

(35 MPa, 345 バール）
カートリッジレギュレーター、コリオリス

流量メーター、256 スタイル
244734 25D026 16M104

流体プ
レート
キット

使用する
モデル 最大作業圧力 説明

以下が付属しています：

レギュ
レータ 流量計

FCM キー
トークン
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制御パネルキット

注 : 下記のリストの制御キット番号は、電圧および自動化インターフェースがリストされた交換用制御エンクロー
ジャーです。

部品番号 システムタイプ 電圧
自動化

インターフェイス

16K601 アクセサリースワール VAC DeviceNet

16K602 アクセサリースワール VAC イーサネット / IP

16K603 アクセサリースワール VAC PROFIBUS

16K604 アクセサリースワール VAC PROFINET

16K605 アクセサリースワール VAC IO

16K606 アクセサリースワール VDC DeviceNet

16K607 アクセサリースワール VDC イーサネット / IP

16K608 アクセサリースワール VDC PROFIBUS

16K609 アクセサリースワール VDC PROFINET

16K610 アクセサリースワール VDC IO

16M350 スワール拡張 VAC 適用なし

16M351 スワール拡張 VDC 適用なし

24S023 標準 VAC DeviceNet

25C590 標準 VAC イーサネット / IP

25C591 標準 VAC PROFIBUS

25C592 標準 VAC PROFINET

25C593 標準 VAC IO

24S024 標準 VDC DeviceNet

25C594 標準 VDC イーサネット / IP

25C595 標準 VDC PROFIBUS

25C596 標準 VDC PROFINET

25C597 標準 VDC IO

25C582 インテグレーテッド（ADM 無し） VAC DeviceNet

25C583 インテグレーテッド（ADM 無し） VAC イーサネット / IP

25C584 インテグレーテッド（ADM 無し） VAC DeviceNet

25C585 インテグレーテッド（ADM 無し） VAC イーサネット / IP

25C586 インテグレーテッド（ADM 無し） VDC DeviceNet

25C587 インテグレーテッド（ADM 無し） VDC イーサネット / IP

25C588 インテグレーテッド（ADM 無し） VDC DeviceNet

25C589 インテグレーテッド（ADM 無し） VDC イーサネット / IP
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拡張スワールエンクロージャアセンブリ

以下のエンクロージャは ETL に認可されています。アセンブリ PFxxx2、および PFxxx3 は、1 つの PrecisionSwirl 
オービタルディスペンサー用のセットアップです。追加のスワールディスペンサーを利用する場合、各ディスペン
サーにつき 1 つの拡張 PrecisionSwirl アセンブリを注文してください。DGM を自動化ゲートウェアとして持つシス
テムでは、最大 2 つのスワールディスペンサーを使用できます。CGM を自動化ゲートウェアとして持つシステムで
は、最大 4 つのスワールディスペンサーを使用できます。

PrecisionSwirl オービタルディスペンサーアセンブリ

取扱説明書 309403 を参照して下さい

PrecisionSwirl オービタルディスペンサー
ケーブルアセンブリ

部品 説明

16M350 100 - 240 Vac

16M351 24 Vdc 

バージョン 部品、シリーズ カップラーオフセット 代表的な用途 最大作業圧力、

標準 243402, B 狭いビード幅では 0.30 mm 
(0.012 インチ ) 

ヘムフランジとヘムの後

3500 psi
(24.1 MPa、 
241 バール )

標準 243403, B 広いビード幅では 0.71 mm 
(0.028 インチ )

縫い目の密封

コンパクト 289262, A 狭いビード幅では 0.30 mm 
(0.012 インチ )

ヘムフランジとヘムの後

コンパクト 289261, A 中間のビード幅では 0.45 mm 
(0.018 インチ )

縫い目の密封

部品 説明

233125 1.8 m (6 フィート ) モーター延長ケーブルアセンブリ

233124 2.7 m (9 フィート ) モーター延長ケーブルアセンブリ

233123 4.6 m (15 フィート ) モーター延長ケーブルアセンブリ

617870 16.8 m (55 フィート ) モーター延長ケーブルアセンブリ



モデル

3A2623R 9

自動化ゲートアセンブリ

各制御センターには、1 つの自動化ゲートウェイアセンブリ
が付いてきます。自動化ゲートウェイモジュールは、離散
ゲートウェイモジュール (DGM) または通信ゲートウェイモ
ジュール (CGM) の 1 つのどちらかです。交換品を注文する
には、以下の表を参照してください。また、ソフトウェア
アップグレードトークン (16K743) も注文する必要がありま
す。

注 : ベースおよびケーブルは含まれません。

スワール制御 DGM

以下のアセンブリそれぞれに、1 つのスワールディスペン
サーを制御するために使用される 1 つのスワール制御 DGM 
が含まれます。交換品を注文するには、以下の表を参照して
ください。また、ソフトウェアアップグレードトークン
(16K743) も注文する必要があります。

PCF 
モデル

ユーザーイン
ターフェース

の説明

注文する
ゲート
ウェイ部
品番号

ロータ
リス

イッチ
の位置

アドバンス
CGM マップ
に互換性

PFxx0x 離散
(DGM)

24B681 0 いいえ

PFxx1x 
+ 

PFxx6x

DeviceNet™

(CGM)

15V759 いずれ
でも

はい

PFxx2x 
+ 

PFxx7x

EtherNet/IP™

(CGM)

15V760 いずれ
でも

はい

PFxx3x PROFIBUS™

(CGM)

15V761 いずれ
でも

いいえ

PFxx4x PROFINET™

(CGM)

15V762 いずれ
でも

いいえ

アセンブリ 注文する部品番号 ロータリスイッチの位置

 PFxxx2、
PFxxx3、
16M350、
16M351

24B681
1、2、3、または 4；
スワール制御 DGM 、 
22 ページ ) を参照

自動化ゲートウェイ 
(DGM または CGM)

スワール制御 DGM
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アドバンスパップ付き統合アップ
グレード

注 : 詳細については、取扱説明書 3A4649 を参照して
ください。

Graco は自動化通信ゲートウェイモジュール（CGM) 付
きの PCF システムのアップグレードされたソフトウェ
アソリューションを提供しております。下記のテーブ
ルは、アップグレードキット（25C527) によるシステム
のアップグレードが可能なシステムを示します。この
キットには新しい CGM ソフトウェアおよびデータがよ
り多いマップを含みます。

アップグレードを行う利点：

1. システムの流量および圧力など（全て四個の流体
プレート）の重要情報への直接のアクセス。

2. GracoPCF システムの完全な統合を可能とし、
ADM がもはや不要となります。

3. より簡単なセットアップおよび統合です。

4. 何が重要かの識別について、より強化されたサ
ポート用文書です。

注 : アドバンスマップを使用するアップグレードが可
能なイーサネット I/P および装置ネット付きの唯一の
システム。

表 1: ソフトウェアアップグレードトークン

表 2: フィールドバス設定オプション

PCF モ
デル

ユーザーインター
フェースの説明

アップグ
レードが

可能

アップグ
レード
キット

PFxx0x 離散 (DGM) いいえ 適用なし

PFxx1x デバイスネット
（CGM）

はい 25C527

PFxx2x イーサネット
/IP(CGM)

はい 25C527

PFxx3x ProfiBus (CGM) いいえ 適用なし

PFxx4x ProfiNet (CGM) いいえ 適用なし

PFxx6x デバイスネット
（CGM）

アップグ
レードが
既にイン
ストール

済

アップグ
レードが
既にイン
ストール

済

PFxx7x イーサネット
/IP(CGM)

アップグ
レードが
既にイン
ストール

済

アップグ
レードが
既にイン
ストール

済

部品 説明 目次

  16K743 ADM、FCM、CGM、および DGM の PCF 
ソフトウェアを付属

システム
ソフト
ウェア

 * 16N601 PCF ゲートウェイマップトークン : 
128 ページから CGM マップを取り付
けます。

標準ゲー
トウェイ
マップ

16T061 PCF ゲートウェイマップトークン : 
128ページから CGM マップを取り付
けます。

基本ゲー
トウェイ
マップ
（2 流体プ
レート）、
スワール
無し

 16K742 履歴 PCF ゲートウェイマップトー
クン : 元の PCF をゲートウェイと
ともに使用し、新しい PCF を購入
し、古いゲートウェイマップを新し
いゲートウェイマップにゲートウェ
イセットアップを変更しないユー
ザーのみ用。

履歴マッ
プ

25C527 アドバンスインテグレーションソフ
トウェアキット ADM、 FCM、 CGM およ
び DGM (16K743) 用の最新の PCF ソ
フトウェアを含むます。
これにはより大きい地図も含まれま
す（17P799）。CGM の稼働には両方
のインストールと高度な統合機能と
が必要です。

システム
ソフト
ウェアお
よびアド
バンス
マップ

標準ゲートウェイマップ：16T061
システムソフトウェア：16K743

通信フォーマット： データ - SINT

入力アセンブリーインスタンス： 100

入力インスタンスサイズ： 10

入力アセンブリーインスタンス： 150

入力インスタンスサイズ： 6

標準ゲートウェイマップ：16N601
システムソフトウェア：16K743

通信フォーマット： データ - SINT

入力アセンブリーインスタンス： 100

入力インスタンスサイズ： 26

入力アセンブリーインスタンス： 150

入力インスタンスサイズ： 42

標準ゲートウェイマップ：17P799
システムソフトウェア：16K743 ( 最新版 )

通信形式 データ - SINT

入力アセンブリーインスタンス： 100

入力インスタンスサイズ 126

入力アセンブリーインスタンス： 150

入力インスタンスサイズ： 44
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警告

以下の警告は、本装置の設定、使用、接地、保守、および修理に関するものです。感嘆符のシンボルは一般的な警
告を行い、危険シンボルは手順特有の危険性を知らせます。これらのシンボルが、この取扱説明書の本文に表示さ
れた場合、戻ってこれらの警告を参照してください。このセクションにおいて扱われていない製品固有の危険シン
ボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱説明書の本文に示されている場合があります。

警告
電気ショックの危険性 

この装置は、接地する必要があります。不適切な接地、セットアップまたはシステムの使用により感
電を引き起こす場合があります。
• ケーブル接続を外したり、装置の整備または設置を開始する前にメインスイッチの電源をオ

フにし、電源を抜きます。
• 接地された電源にのみ接続してください。

• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域におけるすべての

法令に従ってください。

皮膚への噴射の危険性 

ディスペンス装置、ホースの漏れ、または部品の破裂部分から噴出する高圧の流体は皮膚を貫通しま
す。これはただの切り傷のように見えるかもしれませんが、体の一部の切断にもつながりかねない重
傷の原因となります。直ちに外科的処置を受けてください。
• ディスペンス装置を人や体の一部に向けないでください。

• 流体出口の先に手を置かないでください。

• 液漏れを手、体、手袋、またはボロ巾等で止めたり、そらせたりしないでください。

• ディスペンスを中止するとき、および装置を清掃、点検、または整備する前は、圧力開放手順に

従ってください。
• 装置を操作する前に、流体の流れるすべての接続個所をよく締め付けてください。

• ホースおよびカップリングは毎日点検してください。摩耗または損傷した部品は直ちに交換してく

ださい。

火災及び爆発の危険性 

作業場 に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となることがあ
ります。火災と爆発を防止するには、以下の注意事項に従ってください。
• 十分換気された場所でのみ使用するようにしてください。

• パイロット灯やタバコの火、携帯電灯およびプラスチック製たれよけ布などのすべての着火源

( 静電アークが発生する恐れのあるもの ) は取り除いて下さい。
• 溶剤、ボロ布、ガソリンなどの不要な物は作業場に置かないでください。

• 可燃性ガスが存在するときに、電源コードの抜き差し、または電源または照明のスイッチの ON/OFF

はしないでください。
• 作業場にあるすべての装置を接地してください。接地の説明を参照してください。

• 接地したホース以外は使用しないでください。

• 容器中に向けて引金を引く場合、ガンを接地した金属製ペールの縁にしっかりと当ててください。

• 静電気火花が生じたり、または感電した場合、 操作を直ちに停止してください。問題を特定し、

解決するまでは、装置を使用しないでください。
• 作業場には消火器を置いてください。
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装置誤用の危険性 

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。
• 疲労しているとき、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでください。

• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高作業圧力または最高使用温度を超えない

ようにしてください。すべての機器取扱説明書の技術データを参照してください。
• 装置の接液部品に適合する流体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書の技術

データを参照してください。流体および溶剤製造元の警告も参照してください。お客様の材料に
ついてすべての情報が必要な場合、ディーラーまたは小売業者から MSDS フォームを要求してくだ
さい。

• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗または破損した部

品を直ちに修理または交換してください。
• 装置を改造しないでください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い合わせください。

• ホースとケーブルを通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけないでください。

• ホースをネジったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりしないでください。

• 子供や動物を作業場から遠ざけてください。

• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。

火傷の危険性

運転中、機器の表面や流体は加熱されて非常に高温になる可能性があります。重度の火傷を避けるた
めには :

• 熱い流体や装置に触らないで下さい。

有毒な流体または気体の危険性 

有毒な流体や煙は目や皮膚にかかったり、吸込まれたり、飲み込まれたりすると、重傷や死に至る恐
れがあります。
• MSDS ( 材料安全データシート ) を参照して、ご使用の流体の危険性について確認するようにしてく

ださい。
• 有毒な流体は保管用として許可された容器に保管し、破棄する際は適用される基準に従ってくださ

い。

作業者の安全保護具 

目の怪我、聴力傷害、有毒な蒸気の吸入、および火傷などの重大な人身事故を避けるため、装置の運
転または整備を行うとき、また装置の作動場所にいるときには適切な保護具を着用する必要がありま
す。この装置は以下のものを含んでいますが、必ずしもこれに限定はされません :
• 保護めがねと耳栓。

• 流体と溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服および手袋。

警告
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システム構成

代表的な設置例 - 単一のスワール、単一の流体プレート

記号 :
A * 制御センター ( ユーザインターフェース )
B * 流体プレートアセンブリ
C アプリケータ /ディスペンスバルブ
D シーラオートメーション
E 自動化インターフェースケーブル
F *CAN ケーブル
G 流体供給システム

H 流体供給ホース
J 自動コントローラ
K * エアフィルタアセンブリ
L PrecisionSwirl オービタルディスペンサー

( スワールディスペンサー )
M PrecisionSwirl ケーブル
N シーラー自動制御ケーブル

図 1: 代表的な自然放熱システムの設置

G

D

C

B*

F*

A*

E

H

J

K*

電源入力

エア供給のド
ロップサイト

L

M

注 :1 つの流体プレートと 1 つのスワールディスペンサー

F*

N
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* 付属
 オプション

代表的な設置例 - 複数の流体プレート、スワールディスペンサーなし

記号 :
A * 制御センター ( ユーザインターフェース )
B * 流体プレートアセンブリ
C アプリケータ / ディスペンスバルブ
D シーラオートメーション
E 自動化インターフェースケーブル

F *CAN ケーブル
G 流体供給システム
H 流体供給ホース
J 自動コントローラ
K * エアフィルタアセンブリ
L シーラー自動制御ケーブル

図 2: 代表的な複数流体プレートシステムの設置例

J

エア供給の
ドロップサ
イト

K*

H

電源入力

A

EF*

F*

F*

F*B*

B*

B*

B*

D
C

D
C

D
C

D
C

H

H

H

G

G

G

G

F*

L

L

L
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* 付属しています

代表的な設置例 - 複数の流体プレート、複数のスワールディスペンサー

記号 :
A * 制御センター ( ユーザインターフェース )
B * 流体プレートアセンブリ
C アプリケータ /ディスペンスバルブ
D シーラオートメーション
E 自動化インターフェースケーブル
F *CAN ケーブル
G 流体供給システム
H 流体供給ホース
J 自動コントローラ
K * エアフィルタアセンブリ
L PrecisionSwirl オービタルディスペンサー 

( スワールディスペンサー )
M PrecisionSwirl ケーブル
N  拡張スワールエンクロージャ
O シーラー自動制御ケーブル

* 付属
 オプション

図 3: 代表的な複数流体プレートシステムの設置例

J

エア供給
のドロッ
プサイト

K* H

電源入力

A

E

M

F*

F*
B*

B*

D
C

D
C

H

G

G
F*

N

L

L

MO

O

O
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概要

システム概要

PCF 流体計測システムは、閉ループ圧力制御をビード
プロファイルを迅速に変更する能力と結合します。オ
プションの流量計と併用した場合、システムは所望の
ディスペンスレートを維持するために、材料粘度、温
度、チップ磨耗などの動作環境の変動に対して自動調
整します。モジュールは自動化信号に応答することで、
実流量と希望流量の比較に基づいた正確かつ一定の出
力流量を提供します。

代表的な用途

• ビードディスペンス作業

• ガスケットの役

• 縫い目の密封

• 輪縁の取り巻き

• 消音

• ふらつき防止

• ボディパネル強化

• 側面包装

• ケーブルの充填材

システムコンポーネント

図 4 の略図は、PCF モジュールおよびケーブルの一例
を示します。

制御センター 
( ユーザー・インターフェース )

注 : ご使用のモデルにより制御センターは ADM 付きま
たは無しでのご提供があります。モデル、4 ページ、 
を参照してください。

制御センターは PCF 流体プレートアセンブリと通信し、
流体圧力およびディスペンスバルブの運転を制御しま
す。

制御センターは、自動化制御装置からの入力を受け取
り、これらの入力を使用して、流体プレートアセンブ
リへの連絡内容を決定します。

流体プレートアセンブリ

流体プレートアセンブリには、流体のディスペンスを
制御および監視するコンポーネントが含まれています。
PCF 流体計測システムでは、最大 4 つの流体プレート
を利用できます。各流体プレートは、それぞれ最大 4 
つのディスペンスバルブを制御できます。システムは、
最大 16 のディスペンスバルブをサポートしていて、
最大 10 のディスペンスバルブから同時にディスペン
スできます。

PrecisionSwirl オービタルディスペンサー
(スワールディスペンサー )、別売り

スワールディスペンサーは、材料を 6600 ～ 24000rpm 
で円形パターンにディスペンスします。PCF 流体計測
システムでは、最大 4 つのスワールディスペンサーを
使用できます。詳細については、説明書 309403 を参
照してください。

図 4:PCF システム・コンポーネント

1 つの流体プレートと 1 つのスワールディスペンサーのあるシステムの図示

制御センター
( ユーザーインターフェース )

流体プレートアセンブリ
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流体プレートアセンブリ概要

流体プレートコンポーネント

図 5 に示される流体プレートアセンブリーは、オート
メーション・アームに取り付けられるかまたは台座に
取り付けられます。流体プレートアセンブリの主要コ
ンポーネントには以下のものが含まれます。

• 流体レギュレータ ( カートリッジ、周囲温度マス

ティック、または加熱マスティック ) (P)。

• 流量計 (R) ( オプション ) は、ディスペンスされた

液の流量を正確に測定します。

• ソレノイドエアバルブ (S) がディスペンスバルブ

を制御します。

• 電圧 - 圧力トランスデューサ (T)、略して V/P ト

ランスデューサは、流体レギュレータ (P) へのエ
ア圧を調節します。

• 流体制御モジュール (FCM) (U) は、流量計 (R) か

らパルス読み取り値を、レギュレータから圧力読み
取り値を受取ります。流体制御モジュール (FCM) 
(U) は、流体レギュレータ (P) およびソレノイド
エアバルブ (S) を制御します。

PCF 流体レギュレータは、PCF 流体制御モジュールに
よって電子的に制御されます。一貫したマテリアルの
流れは、閉ループ圧力または閉ループ流体制御設計に
よって保証されます。モジュールはオートメーション
供給信号に応答することで、実フローレートおよび希
望のフローレート比較に基づいた正確かつ一定の出力
フローを提供します流体レギュレータは、空気圧を使
用して液圧を制御し、電子コマンドに対して高速に応
答し、正確に制御された連続したマテリアルの流れを
確実にします。

流体プレート・アセンブリは、自然放熱式と加熱式の 2
つのバージョンで使用できます。

アンビエント流体プレートアセンブリ

五つの環境バージョンが有ります：

• 流量計なしのカートリッジレギュレータ

• 流量計なしのアンビエントマスティックレギュ

レータ
• 高分解能メーター付きカートリッジレギュレー

タ
• 高分解能メーター付きアンビエントマスティッ

クレギュレータ
• カートリッジレギュレータ、超高分解能メー

ター付き
• コリオリス流量メーター付きカートリッジレ

ギュレーター

加熱式流体プレートアセンブリ

使用できる加熱式は 2 種類あります：

• 加熱流量計付きの加熱マスティック流体レギュ

レータ
• および流量計なしの加熱マスティック液体レ

ギュレータ

図 5: 流体プレートコンポーネント

U

R

P

TS
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流体レギュレーター

流体レギュレータには 3 種類のオプションがあります：
• カートリッジ

• 周囲温度マスティック

• 加熱式マスティック樹脂

流体レギュレータのすべてのオプションは、空気圧を
使用して液圧を制御し、電子コマンドに対して高速に
応答し、正確に制御された連続したマテリアルの流れ
を確実にします。

カートリッジ

カートリッジレギュレータ (244734) は、低粘度から
中粘度に掛けてのシール剤および接着剤にとって理想
的です。

アンビエントマスティック樹脂

アンビエントマスティック樹脂レギュレータ (246642) 
は、中粘度から高粘度に掛けてのシール剤および接着
剤にとって理想的です。

加熱式マスティック樹脂

加熱マスティックレギュレータ (246643) は、低粘度
から高粘度に掛けてのウォームメルトおよびホットメ
ルトシール剤および接着剤にとって理想的です。

流体制御モジュール (FCM)

 

FCM のロータリスイッチ

FCM のロータリスイッチ ( 図 6 を参照 ) は、有効位置
に設定する必要があり、各 FCM は固有のロータリス
イッチの位置を持つ必要があります。FCM ロータリス
イッチの位置は、流体プレートに割り当てる番号を決
定します。定義されたスタイルを含む、各流体プレー
トの設定は 各 FCM に保存されているため、ロータリ
スイッチの位置を変更すると、設定は ADM 上で新しい
番号の下に表示されます。

注 : 信号の定義は、LED 診断情報ページ 69、を参照し
て下さい。

図 6:FCM センサーの接続

表 3:FCM センサーの接続

接続 センサー詳細

1 ディスペンスソレノイド

2 流量計

3 出口圧力センサ ( 加熱システムのみ )

4 電圧 - 圧力 (V/P) トランスデューサ

5 コマンドケーブル
( オプションのアクセサリキット )

6 入口圧力センサー ( 非加熱システムのみ )

7 出口圧力センサー ( 非加熱システムのみ )

CAN 
コネクタ

---

項目
ロータリスイッチ
の位置

流体プレート 1 0 または 1

流体プレート 2 2

流体プレート 3 3

流体プレート 4 4

3
4

5

CAN コネクタ

6 7

ステータ
ス LED

1 2

キートー
クン

ロータリー
スイッチ
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制御センターアセンブリ概要

制御センターには、以下の構成部品が含まれています：

• USB 付き高度表示モジュール (ADM)。詳細はページ 

20 を参照して下さい。

• USB は、ユーザーがジョブ、イベント、およびデー

タログをダウンロードすること、システム設定を
保存および復元、および言語をカスタマイズする
ことを可能にします。USB データ (63 ページ ) 
を参照してください。

• 24 Vdc および 100-240 Vac の顧客が配線するオプ

ションも入手できます。

• システムにスワールディスペンサーがある場合 :

スワール制御 DGM ( 左のモジュール ) とスワール
ボード。

• 自動化ゲートウェイモジュール (右のモジュール)。

以下の 5 種類のうちの 1 つである可能性があり
ます。
• 個別（２流体プレートまでサポート）

• DeviceNet（4 流体プレートまでサポート）

• イーサネット／ IP

（4 流体プレートまでサポート）
• PROFIBUS（4 流体プレートまでサポート）

• PROFINET（4 流体プレートまでサポート）

拡張スワールエンクロージャ

2 つ以上のスワールディスペンサーが設置されている場合、システムは 1 つの追加のスワールディスペンサー
につき、1 つの拡張スワールエンクロージャを利用します。拡張スワールエンクロージャは、プライマリ制御セン
ターに類似していますが、ADM または自動化ゲートウェイモジュールを含みません。

図 7: 制御センター構成部品

ゲートウェイ
モジュール

スワール
ボード

スワール制御 
DGM

前面図 側面図
全面図

100-240 Vac アセンブリ

ADM
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高度ディスプレイモジュール (ADM)

記号 :

図 8: 高度表示モジュール構成要素部品の識別

TI12362a

BA

BB

BC

BE

BH

BG

BF

BD

r_24E451_3B9900_1a

BJ

BR

BP

BN

BM

BL

BK

BS

呼び出し 機能

BA 電源オン／オフボタン
により、システムを有効／無効にします。

BB システムステータス表示器 LED
はシステムステータスを表示します。緑色 LED 
は、システムが活動中であることを示します。
オレンジ色の LED は、システムが停止している
ことを示します。LED の点灯 ( 緑またはオレン
ジ ) は、システムが運転モードであることを示
します。点滅している LED ( 緑またはオレンジ ) 
は、システムがセットアップモードであること
を示します。

BC 停止ボタン
は全てのシステム処理を停止します。しかし、
これは安全停止や緊急停止ではありません。

BD ソフトキー
機能は画面によって変わります。

BE キャンセルボタン
は数字の入力または選択を行う処理中に、
システムエラーをクリアして、
選択または数字の入力を取り消します。

BF エンターボタン
は数字の変更または選択を実施を承認します。

BG ロック／セットアップ
実行画面とセットアップの画面間を切り替えま
す。セットアップ画面がパスワードで保護され
ている場合は、ボタンによって、実行画面とパ
スワード入力画面が切り替わります。

呼び出し 機能

BH ナビゲートボタン
画面内をまたは新しい画面にナビゲートします。

BJ フラットパネル搭載
制御センター・ブラケットに搭載します
（オプション）。

BK モデル番号タグ
モデル番号。

BL USB モジュールインターフェース
USB ポートおよび USB インジケータ LED。

BM CAN コネクター
電源接続。

BN 信号の定義についてはモジュールステータス LED
LED 診断情報参照、ページ 69。

BP バッテリー カバー

BR トークン アクセス カバー

BS 光タワー用デジタル I/O ポート

注

ソフトキーボタンへの損傷を防ぐには、ボタンを、
ペン、プラスチックカード、または指の爪などの鋭
利なもので押さないでください。
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自動化ゲートウェイモジュール

ご使用の自動化ゲートウェイモジュールに対する適切なロータリスイッチの位置については、 以下の表を参照して
ください。

注 : 自動化とスワール制御 DGM の識別については、制御センターアセンブリ概要 (19 ページ ) を参照してくださ
い。

記号 :
CA ゲートウェイ・モジュール
CB ベース
CC フィールド・バス・コネクタ ( 詳細は 128 ページ

の付録 C - 通信ゲートウェイ モジュール (CGM) 
接続詳細 ) を参照して下さい )

CD モジュール接続ネジ
CE アクセスカバー

CF モジュール状態 LED ( ページ 69 の LED 診断情報を
参照して下さい )

CG D サブミニチュア (D サブ ) コネクタ ( ピン配列の
詳細は、ページ 121 の付録 B - ディスクリート
ゲートウェイ モジュール (DGM) 接続詳細を参照し
て下さい )

CH CAN コネクタ

PCF 
モデル

ユーザーインターフェース
の説明

注文するゲートウェイ部
品番号

ロータリスイッチ
の位置

流体プレートの
最大数

PFxx0x 離散 (DGM) 24B681 0 2

PFxx1x DeviceNet™ (CGM) 15V759 いずれでも 4

PFxx2x イーサネット /IP™ (CGM) 15V760 いずれでも 4

PFxx3x PROFIBUS™ (CGM) 15V761 いずれでも 4

PFxx4x PROFINET™ (CGM) 15V762 いずれでも 4

図 9: 自動化ゲートウェイモジュール構成部品

TI11816A

CGCC

TI11814A TI11815A

CA CD

CB

CE CF CH

CC CC

ロータリー
スイッチ

ソフトウェアトー
クンスロット

前面
( アクセスカバーを外した状態 )戻る前面

ゲートウェイモジュールコネクタ

プロフィネットまた
はイーサネット /IP DeviceNet PROFIBUS ディスクリート
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スワール制御 DGM

1 つのスワール制御 DGM が統合スワール制御セン
ター、および各拡張スワールエンクロージャに含まれ
ます。スワール制御 DGM はそれぞれ 1 つのスワール
オービターを制御します。

スワール制御 DGM はそれぞれ固有のロータリスイッチ
の位置である必要があります。ロータリスイッチの位
置がその DGM に接続されているスワールディスペン
サーに割り当てられる番号を決定します。ロータリス
イッチの位置を変更する必要がある場合は、電源がオ
フの状態でそれを行います。

統合スワール制御センターとスワールエンクロージャ
には、スワール制御 DGM とスワールボード間に事前に
取り付けられているケーブルが付属しています。お客
様は、スワール制御 DGM で外部接続を利用する必要は
ありません。

DGM の機能 ロータリスイッチの位置

スワール制御 1 1

スワール制御 2 2

スワール制御 3 3

スワール制御 4 4

図 10: スワール制御 DGM

CA
CD

CB

CE CF CH
ロータリー
スイッチ

ソフトウェアトー
クンスロット

前面
( アクセスカバーを外した状態 )

戻る前面
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キートークン

ADM と FCM を操作するには、それぞれにキートークン
がインストールされている必要があります。間違っ
たキートークンがインストールされている場合、
モジュールは作動しません。DGM にはキートークンが
必要ありません。

注 : 各流体プレートに 1 つの FCM があります。

新しい ADM または GCM が取り付けられている場合、 
81 ページの手順に従って、新しいモジュールのソフト
ウェアのアップグレード、および古いモジュールの
キートークンを新モジュールにインストールします。

以下は、キートークンの部品番号のリストです。キー
トークンを紛失した場合は、必ず正しい項目を注文し、
適切なシステムの動作を確保してください。

注 : ADM と FCM のキートークンは同じように見えます
が、どちらかのモジュールでしか機能しません。ADM 
と FCM のキートークンが混ざってしまった場合、各
キートークンの部品番号を見つけて、次の表を参照し
て各トークンが適用されるモジュールを割り出します。

図 11

FCMADM

部品 説明

16M100 FCM キートークン、２スタイル、
流量計、ADM 必要

16M101 FCM キートークン、２スタイル、
流量計無し、ADM 必要

16M102 FCM キートークン、16 スタイル、
流量計、インテグレータモード有効、
ADM 不要

16M103 FCM キートークン、16 スタイル、
流量計無し、インテグレータモード有効、
ADM 不要

16M104 FCM キートークン、256 スタイル、
流量計、インテグレータモード有効、
ADM 不要

16M105 FCM キートークン、256 スタイル、
流量計無し、インテグレータモード有効、
ADM 不要

16M217 ADM キートークン、標準 PCF



設置 

24 3A2623R

設置

据え付けの前に

• 設置中はすべてのシステムおよびコンポーネントの

説明書を手元に置きすぐに参照できるようにして下
さい。

• コンポーネントの条件については、コンポーネント

説明書を参照のこと本説明書に記載されデータは
PCF アセンブリにのみ適用されます。

• すべてのアクセサリーがシステム要件を満たすため

に適切なサイズを定められ、圧力に評価されている
ことを確認して下さい。

• PCF 制御センターは、PCF 流体プレートアセンブリ

とのみ使用して下さい。

概要
PCF システムを据え付ける基本手順を以下に示します。
詳細情報については個別のコンポーネント説明書を参

照のこと

設置手順
1. 制御センターを取り付けます。 25 ページを参照し

てください。

2. 複数のスワールディスペンサーを持つシステムで
は、拡張スワールエンクロージャを取り付けます。 
ページを参照してください 25。

3. 制御センターと拡張スワールエンクロージャを接
続および接地してください。 26 ページを参照して
ください。

4. 各流体プレートアセンブリを取り付けます。 
27 ページを参照してください。

5. コリオリス流量メーターシステムを使用する場合
は 149 ページの流量メーターを搭載して下さい。

6. 各流体プレートアセンブリを接地します。 
31 ページを参照してください。

7. 接地の連続性をチェックします。

8. 各流体プレートとアプリケータ間に流体ラインを
接続します。流体供給ラインおよびエア供給ライ
ンをモジュールに接続します。31 ページを参照し
てください。

9. 流体プレートアセンブリに使用する給気装置のド
ロップサイトの近くにエアフィルタアセンブリを
配管します。

10. スワールディスペンサーを持つシステムでは、
ディスペンスバルブのアウトレットに各スワール
ディスペンサーを取り付けます。

11. 各コンポーネントの説明書に従って、その他の流
体およびエアラインを追加システムコンポーネン
トに接続します。

12. 流体プレート、スワール、およびゲートウェイ
ケーブルアセンブリを取り付けます。 32 ページを
参照してください。

13. ゲートウェイインターフェースを設置します。 
34 ページを参照してください。

怪我と装置の損傷を避けるために、システムの持ち
上げ、移動、または接続の取り外しは少なくとも 2 
人で行ってください。システムは、1 人の人間で持
ち上げたり移動したりするには重過ぎます。
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制御センターの設置

注 : このセクションは、プライマリ制御センターと拡
張スワールエンクロージャの両方に適用されます。

取り付け

PCF 制御センターを取り付ける前に、以下の基準に適合
していることを確認します。

• 機器の据付、整備および使用に適切なスペースを

割り当てる、制御センター用の場所を選択します。

• 最もよく見えるように、ADM は、床から 60-64 イ

ンチ (152-163 cm) の高さにして下さい。

• 他のコンポーネントにケーブルを接続するため、

制御ユニット周囲が十分に整理されているか確認
して下さい。

• 適切な電源への、安全かつ容易なアクセス方法が

あることを確実にします。米国電気工事規定によ
り、制御センターの前に、0.91 m (3 フィート ) 
の空間が要求されます。

• 電源スイッチへのアクセスが容易なことを確認し

てください。

• 取り付け表面が、制御センターのおよびこれに接

続されるケーブルの重量を支持できることを確認
して下さい。

取り付けタブの 0.27 インチ (7 mm) 直径穴を通して、
適切なサイズのボルトで制御センターを確実に固定し
て下さい。以下の取り付け寸法を参照してください。

表 4: 制御センターアセンブリ測定結果

A 267 mm(10.50 インチ )
B  146 mm(5.75 インチ )

C 559 mm(22.00 インチ )

D 540 mm(21.25 インチ )

図 12: 制御センター寸法

A

B

C D
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電気接続

光タワーアクセサリの接続

注 : ADM の無いモデルでは、光タワーが含まれません。
モデル 4 ページ、 を参照してください。

1. PCF システム用の診断インジケータとして、255468 
光タワーアクセサリを注文してください。

2. 光タワーからのケーブルを ADM 上のデジタル I/O 
ポート (BS) に接続します。

光タワー信号の説明は、表 3 を参照してください。

注 : エラーの定義は、エラー、ページ 70 を参照して
下さい。

接地、ケーブルを接続、および電源または他の電気
接続に接続する際に火災、爆発、感電の危険性を減
らすには、以下を実行します。

• 制御センターは、電気的に大地に対し直アースを

とる必要があります。電気システム内の接地で
は十分でない場合があります。ご使用の地域の

「直大地アース」基準に関する法令を確認して下
さい。

• すべての接地用ワイヤは、最小 18 AWG である必要

があります。

• 資格を有する電気工事士が、すべての接地および

配線工事を行う必要があります。

• 24 Vdc 配線は、図 13 を参照して下さい。

• 100-240 Vac 配線は、図 14 を参照して下さい。

• 入力電源の配線は、エンクロージャから保護され

る必要があります。電源線がエンクロージャ
に入る場所に、保護グロメットを使用します。

注

電源および接地接続が正しくないと、装置が損傷す
る可能性があります。この場合保証が無効になり
ます。

図 13:24 Vdc 配線

+
-

接地点

図 14:100-240 Vac 配線

表 5: 光タワー信号

信号 説明

緑 エラーなし

黄 勧告があります

黄の点滅 偏差があります

赤で点灯 アラームがあります。1 つ以上の
流体プレートがシャットダウンさ
れる可能性があります。

N

L

接地点
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流体プレートアセンブリの設置

PCF 流体プレートアセンブリを設置するには、以下の
手順を実行します。

• 流体プレートアセンブリを取り付けます。 27 ページ

を参照してください。
• 流体プレートアセンブリを接地します。 31 ページを

参照してください。
• 流体プレートアセンブリを制御センターに接続しま

す。ケーブルアセンブリの設置 (32 ページ ) を参
照してください。

• 複数の流体プレートの場合、流体プレートを互いに接

続します。ケーブルアセンブリの設置 (32ページ ) 
を参照してください。

• 流体ライン、エアライン、およびケーブルを接続し

ます。 31 ページを参照してください。

取り付け

アセンブリの取り付け前

• 構成部品の要求項目についての具体的な情報は、構

成部品の取扱説明書を参照して下さい。ここで提示
されて情報は、PCF 流体プレートアセンブリにのみ
関係します。

• 設置中はすべてのシステムおよびコンポーネントの

説明書を手元に置きすぐに参照できるようにして下
さい。

• すべてのアクセサリのサイズ、および圧力定格が適

切で、システムの要求を満たしていることを確認し
て下さい。

• Graco PCF 制御センターと共に使用するのは、Graco 

PCF 流体プレートアセンブリのみにして下さい。

アセンブリの取り付け

1. 流体プレートアセンブリ用の場所を選定します。
以下の事項に注意して下さい :

• 装置を設置する十分なスペースを確保します。

• すべての液ライン、ケーブルおよびホースがコ

ンポーネントに容易に接続できる位置にあるこ
とを確認します。

• 流体プレートアセンブリによってオートメー

ションユニットが全軸に平行して自由に移動で
きることを確認します。

• 流体プレートアセンブリが、その構成部品の整

備のために容易をにアクセスできることを確認
します。

2. 流体プレートアセンブリを、適切なサイズのボル
トで、ベースプレートの 0.397 インチ (10 mm) 直
径穴を通して、オートメーションユニット ( また
は他の取り付け表面 ) に取り付けて固定して下さ
い。表 4 および図 15 に記載されている取り付け寸
法を参照して下さい。

表 4、流体プレートアセンブリ測定値

A 419 mm (16.5 インチ )

B 356 mm (14.0 インチ )

C 366 mm (14.4 インチ )

D 340 mm (13.4 インチ )

図 15: 流体プレート・アセンブリの寸法

A

B

CD
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コリオリス流量メーターの搭載

注： コリオリス流量メーターは PFxCxx アセンブリー

のみに付属しています。

流体の上向きの流れ

固体は沈み、空気がメーターチューブから離れるよう
に、メーターについては流体の流れが上向きなるよう
な搭載が好適です。図 16 を参照してください。

水平設置

推奨の設置は、水平設置です。

媒体に固体粒子が含まれる場合は、位置 Ａ に示される
ようにメーターを搭載し、その他の場合は位置 Ｂ にし
て下さい。

注

メーター の重量については、 流体プレートアセンブ
リ技術データ、 149 ページを参照して下さい。メー
ターは重量があるので、流体接続部にストレスがか
からない様に正しく支持して下さい。

図 16. 流体の上向きの流れ

チェックバルブ

図 17. 
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設置について重要な点

ガス気泡が予測される場合は、メーターはチューブ
（Ａ）の最高点に、固体粒子が予測される場合は最低点
に搭載して下さい。いずれの場合も正しい方向は必ず

しも良くありません。

4 バルブブレークアウトキット 24B693 の取り付け

PCF は、最大 4 つまでの別々のディスペンスバルブを 
FCM のポート 1 から制御できます。ディスペンスソレ
ノイドコネクタ (FCM のポート 1) を 4 つの別々の
ディスペンスソレノイドコネクタに分割するために、
4 バルブブレークアウトキット (24B693) を使用でき
ます。追加のディスペンスバルブそれぞれに対して、
1 つのディスペンスバルブ (258334) と 1 つのソレノ
イドケーブル (121806) を注文してください。

4 バルブブレークアウト キットを使用する場合は、
この手順に従って下さい。

1. 既存のディスペンスソレノイドおよびケーブルを
流体プレートから取り外します。

2. バルクヘッド接続金具 ( キットに含まれる ) 
を流体プレートの空の穴の中に組み込みます。

3. 延長ケーブル ( キットに付属 ) の一方の端を FCM 
の接続 1 に接続し、もう一方の端をバルクヘッド
取り付け金具に接続します。

4. スプリッターアセンブリを隔壁接続金具に接続し
ます。

5. ディスペンスバルブケーブルをスプリッターアセ
ンブリ上の接続部に接続します。

6. スプリッターアセンブリおよびディスペンスバル
ブを取り付け、用途に対し必要に応じて、エアラ
インを接続します。

図 18.

図 19: ブレークアウト・キットの取り付け

対象ケーブル
接続先のスプリッター

接続部のラベル

ディスペンスバルブ 1 J1

ディスペンスバルブ 2 J2

ディスペンスバルブ 3 J3

ディスペンスバルブ 4 J4

隔壁接続金具
用の穴

J1 J3

J2 J4

GCA ケーブル

接続 1

スプリッターアセンブリ
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カスタムブレークアウトケーブル

希望に応じて、以下のコネクタピン配列の情報を使用
して、カスタムブレークアウトケーブルを作成するた
めに使用できます。

FCM ポート１のピンアウト
ピン１ : ディスペンスソレノイド 4
Pin 2: ディスペンスソレノイド 2
Pin 3: 電圧 - ( すべてのソレノイドで共通 )
ピン 4: ディスペンスソレノイド 1
Pin 5: ディスペンスソレノイド 3

ディスペンスソレノイドの出力は 24 Vdc です。ディス
ペンスソレノイドの出力は、それぞれに最大 0.5A ま
で供給することができます ( 最大 12W のコイル )。

コマンドケーブルキット 24B694 を取り付けます

コマンドケーブル キットを使用する場合は、この手順
に従って下さい。

1. バルクヘッド接続金具 ( キットに含まれる )
を流体プレートの空の穴の中に組み込みます。
図 19(29 ページ ) を参照してください。

2. 延長ケーブル ( キットに付属 ) の一方の端を FCM 
の接続 5 に接続し、もう一方の端をバルクヘッド
取り付け金具に接続します。

3. コマンドケーブルを隔壁接続金具に接続し、
以下のピン配列表によってオートメーション制御
装置に配線します。

注 : コマンドケーブル入力は、PCF 24 Vdc 電源とは隔
離されていません。

＊ ディスペンストリガーをオンにするには、ディスペ
ンストリガーピンをディスペンストリガーの接地 
( ピン 5) に接続します。

FCM ポートピン #
コマンドケーブル 
ワイヤー色

機能

ディスペンストリガーソース：
「Command Cable」または 

「組み合わせ」
ディスペンストリガーソース：

「コマンドケーブル 3x」

1 白 コマンド電圧 (0-10 Vdc) コマンド電圧 (0-10 Vdc)

2 茶 接続なし バルブ 3 ディスペンストリガー 
(* ソース入力 )

3 緑 ディスペンストリガー
(* ソース入力 )

バルブ 1 ディスペンストリガー 
(* ソース入力 )

4 黄 接続なし バルブ 2 ディスペンストリガー 
(* ソース入力 )

5 グレー ディスペンストリガー接地 ディスペンストリガー接地

6 ピンク 接続なし 接続なし

7 青 コマンド信号接地 コマンド信号接地

8 赤 接続なし 接続なし
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接地点

ここで指示されるように、かつ個別のコンポーネント
の取扱説明書に従って、流体プレートアセンブリを接
地します。流体プレートアセンブリおよびそのコン
ポーネントは、正しく設置されて、確実に正しい接地
をしていることを確認します。

エアと流体ホース

静電気を放電させるため、導電性ホースを使用するか、
またはアプリケータ /ディスペンスバルブを接地して
下さい。

ディスペンスバルブ

ディスペンスバルブ説明書の接地説明に従って下さい。

液ラインおよびエアラインの接続

エアおよび液ラインを接続するには、個別のコンポー
ネント説明書を参照のこと。以下の内容は一般的なガ
イドラインに過ぎません。

• PCF 流体プレートアセンブリは、オートメーション

ユニットまたは実際に役立つほどディスペンスバル
ブに近い別の適切な場所に設置して下さい。

• 流体プレートアウトレットとディスペンスバルブの

間に液ラインを接続します。液ライン ( ホース ) を
小径化し、かつ長さを短くすると液システムの応答
が向上します

• システムに流量計がない場合、液ラインを流量計液

インレットまたはレギュレータインレットに接続し
ます。

• エアは、清浄で乾燥し、60-120 psi (0.41-0.82 MPa、

4.14-8.27 バール ) の間にある必要があります。エ
アフィルタアセンブリ (234967) にエアを引き込む
前に、エアラインを洗浄します。エアドロップサイ
ト (流体プレートモジュールの上流側 ) の近くにあ
るエアフィルタアセンブリに配管をします。このラ
インにエアレギュレータを追加すると、より着実な
ディスペンスバルブ応答時間が与えられます。

• 給気ラインを、流体プレートの給気装置インレッ

トの 1/4 npt インレットポートに接続します。

• アプリケータのソレノイドバルブからの外径 5/32 

インチすなわち 4 mm のエアラインをアプリケータ
に接続します。使用しないソレノイドポートに蓋を
します。

注 : システムのパフォーマンスを最適化するには、
ディスペンスホース長と内径を可能な限り小さくし
ます。

接地、ケーブルを接続、および電源または他の電気
接続に接続する際に火災、爆発、感電の危険性を減
らすには、以下を実行します。

• 制御センターは、電気的に大地に対し直アースを

とる必要があります。電気システム内の接地では
十分でない場合があります。ご使用の地域の

「直大地アース」基準に関する法令を確認して下
さい。

• すべての接地用ワイヤは、最小 18 AWG である必要

があります。

• 資格を有する電気工事士が、すべての接地および

配線工事を行う必要があります。

• 24 Vdc 配線は、図 13 を参照して下さい。

• 100-240 Vac 配線は、図 14 を参照して下さい。

• 入力電源の配線は、エンクロージャから保護され

る必要があります。電源線がエンクロージャに入
る場所に、保護グロメットを使用します。

注

電源および接地接続が正しくないと、装置が損傷す
る可能性があります。この場合保証が無効になり
ます。

注

注意してすべての流体およびエアラインの接続を行
います。過度の折り曲げ、 摩擦による圧迫および早
期磨耗を避けて下さい。ホースの取り扱い方は、
ホース寿命に直接影響します。
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ケーブルアセンブリの設置

注 : システムエラーを防ぐために、電源がオフの状態
でのみケーブルを接続してください。

注 : 図 20、33 ページ、 を参照してください。

1. 2 つ以上のスワールディスペンサーを持つシステム
の場合 :CAN ケーブルを使用して、制御センターを 
1 つのスワール拡張エンクロージャに接続します。
追加の CAN ケーブルを追加して、残っている拡
張スワールエンクロージャを互いに順々に接続し
ます。

2. 2 つ以上のスワールディスペンサーを持つシステム
の場合、モーターケーブルを使用して、各スワー
ルディスペンサーを拡張スワールエンクロージャ
または制御センターに接続します。

3. 制御センターからの CAN ケーブルを 1 つの流体プ
レートアセンブリに接続します。

4. 複数流体プレートシステムの場合、CAN ケーブルを
使用して、各流体プレートを 1 つの他の流体プ
レートに接続できます。すべての流体プレートが 1 
つの他の流体プレートに接続されるまで、この手
順を繰り返します。

注 : 各流体プレートの左側にある CAN スプリッターの
接続部を使用して、流体プレートを互いに接続します。
1 つの流体プレート以外に CAN スプリッターがあり
ます。

注 : 制御センター、拡張スワールエンクロージャ、お
よび流体プレートは、それぞれが CAN ケーブルで他の
システム構成部品に接続される限り、どの順序でも接
続できます。図 20、33 ページに示される例を参照して
ください。

5. 自動化インタフェースケーブル ( 非付属 ) を使用
して、ゲートウェイモジュールを自動化制御装置
に接続します。
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図 20: ケーブル設置略図
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複数流体プレートと複数スワールシステムの図示
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ゲートウェイ・モジュール インターフェースの設置

注 : スワールディスペンサーのあるシステムには、制御センターに 2 つのゲートウェイモジュールがあります。
左側のゲートウェイモジュールはスワール制御 DGM モジュールであって、セットアップや改造は必要がありま
せん。右側のゲートウェイモジュールは自動化ゲートウェイモジュールです。このセクションは、自動化ゲート
ウェイモジュールについて説明します。

フィールドバス通信ゲートウェイモジュール

モジュール内容

通信ゲートウェイモジュール (CGM) は、PCF システ
ムと、選択されたフィールドバスの間に、制御リンク
を提供します。これは外部自動化システムによって、
リモートモニターリングと制御を行う手段となります。

ゲートウェイ・モジュールによる PCF システムの制
御についての詳細は、ページ 49 の自動化制御 ( 通常
操作 ) を参照して下さい。

データ交換

データは、ブロック転送、循環式転送、引き起こされ
た状態変化と、フィールドバス仕様書によって定義さ
れた個別属性への明示的アクセスによって利用可能に
なります。PCF/ フィイールドバスについての詳細は、
ページ 146 の付録 C - 通信ゲートウェイ モジュール 
(CGM) 接続詳細を参照して下さい。

注 : 次のシステムネットワーク構成ファイルは、 
www.graco.com で入手可能です。

• EDS ファイル：DeviceNet 又はイーサネット / IP 

フィールドバスネットワーク
• GSD ファイル：PROFIBUS フィールドバスネット

ワーク
• SDML、PROFINET フィールドバスネットワーク

CGM 状態 LED 信号

* 赤色 LED (CF) はコードを点滅し、中断し、再び同じ
点滅を繰り返します。 

設置

注 : 以下の設置説明書は、PFC フィールドバスの接続
を実施する人間が使用されるフィールドバスを完全に
理解していることを想定しています。設置者が自動化
制御装置通信構造および使用されるフィールドバスを
理解していることを確認します。

注 : 統合 PCF (ADM 無し ) には ADM 経由での構成を要
する CGM があります。単一の ADM の使用で多数の機械
をセットアップが可能です。

1. PCF システムと自動化制御装置の間のインター
フェースケーブルをフィールドバス標準通りに設
置します。詳細は、ページ 128 の付録 C - 通信
ゲートウェイ モジュール (CGM) 接続詳細を参照し
て下さい。

2. システム電源を投入します。ゲートウェイセット
アップ画面に移動し、データマップ名が以下の通
りであることを確認します。PCF 4FP. データマッ
プについての詳細は、ページ 104 の付録 A - 高度
なディスプレーモジュール (ADM) を参照して下
さい。

3. PCF ゲートウェイの構成値を自動化制御装置とのイ
ンターフェースに応じて設定します。構成設定値
についての詳細は、ページ 104 の付録 A - 高度な
ディスプレーモジュール (ADM) を参照して下さい。

4. 使用されているフィールドバスに合う、適切な
フィールドバス構成ファイルを www.graco.com か
ら読み出します。

5. 構成ファイルを自動化制御装置 ( フィールドバス
マスター ) にインストールします。自動化制御装
置を PCF Gateway ( フィールドバススレーブ ) と
通信できるように設定します。

6. 自動制御装置と PCF ゲートウェイの間の通信を確
立し、ハードウェアおよびデータの構成が成功し
ていることを確認します。

注 : フィールドバスデータの通信問題のトラブル
シューティングには ADM 画面を使用します。詳細につ
いては、付録 A - 高度なディスプレーモジュール 
(ADM)、 104 ページを参照してください。また、フィー
ルドバスのステータス ] 情報には、PCF ゲートウェイ
モジュール上の LED ステータスインジケータを使用し
てください。詳細は、ページ 128 の付録 C - 通信ゲー
トウェイ モジュール (CGM) 接続詳細を参照して下
さい。

信号 説明

緑がオン システム　電源　入

黄 内部通信進行中

赤で 
点灯

CGM ハードウェア失敗

* 赤
(7 回点滅 )

データマップロード不具合

フィールドバスタイプのための間
違ったデータマップ

データマップがロードされていま
せん
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ディスクリートゲートウェイ モジュール

モジュール内容

ディスクリートゲートウェイモジュール (DGM) は、
ディスクリート入出力接続によって、PCF システムと
自動化制御装置の間の制御リンクを提供します。これ
は外部自動化システムによって、リモートモニターリ
ングと制御を行う手段となります。

ゲートウェイ・モジュールによる PCF システムの制御
についての詳細は、ページ 49 の自動化制御 ( 通常操
作 ) を参照して下さい。

D サブケーブルの接続

DGM は、D サブケーブルによってすべての I/O を提供
します。Graco は、D サブケーブルを D サブコネクタ 
(CG) への接続方法に対して 2 つのオプションを提供し
ます。どちらのオプションもアクセサリで別途注文す
る必要があります。

• 単一流体プレートシステムの場合のみ :D サ

ブからフライングリードへの変換ケーブル 
(123793)。詳細およびケーブル・インター
フェース信号は、ページ 121 の付録 B - ディ
スクリートゲートウェイ モジュール (DGM) 接
続詳細を参照して下さい。

• 複数流体プレートシステムの場合:Dサブケーブ

ル (123972) および 78 ピンブレークアウト
ボード (123783)。詳細およびピンの割り当て
は、ページ 121 の付録 B - ディスクリート
ゲートウェイ モジュール (DGM) 接続詳細を参
照して下さい。

DGM 状態 LED 信号

信号の定義は、LED 診断情報、ページ 69 を参照して下
さい。

DGM ロータリスイッチの位置

DMG が動作するには、自動化ゲートウェイモジュール 
（DGM） では離散ゲートウェイモジュール (DGM) ロータ
リスイッチは位置 0 にあり、スワール制御 DGM では
位置 1-4 にある必要があります。21 ページの自動化
ゲートウェイモジュールおよび、22 ページのスワール
制御 DGM を参照してください。

図 21:D サブケーブルの接続

r_24B681_2B9904_2b

CG
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システムセットアップ

概要

PCF システムは、温度、フローまたは圧力変動の補正を
行います。ただし、供給システムにハードウェアの変
更、またはディスペンス材料の変更があると、PCF シ
ステムを再度セットアップする必要があります。

供給システムに材料が充填された後に、セットアップ
画面を使用して PCF システムをセットアップします。
以下の指示は、主要なシステムセットアップの手順を
概説します。以下のサブセクションでは、セットアッ
プの各手順を完了するための指示が与えられます。こ
れらの手順が完了すると、モジュールは運転準備がで
きています。

注 : 表示キーパッドおよび各画面についての詳細操作
指示は、 ページ 20 の高度ディスプレイモジュール 
(ADM) セクションおよび、およびページ 104 の付録 A - 
高度なディスプレーモジュール (ADM) を参照して下
さい。

注 : 統合 PCF（ADM 無し）を構成する場合は、セット
アップとラブルシューティングを可能とするために少
なくと一つの ADM を購入する必要があります。

1. システムの構成 、ページ 36。

2. 制御設定の構成、ページ 37。

3. モード設定の構成、ページ 38。

4. 遅延設定の構成、 ページ 38。

5. 流量計設定の構成、ページ 39。

6. 圧力ループ設定の構成、ページ 39。

7. 圧力センサーの調整、ページ 40。

8. エラーの構成、ページ 40。

9. メンテナンススケジュール /パラメータのセット
アップ、ページ 41。

10. スワールディスペンサーのあるシステムの場合のみ:

a. スワールとバルブの関連性、およびエラータイ

プの構成、ページ 41。

b. スワール設定の構成、ページ 42。

11. ゲートウェイ設定の構成、ページ 42。

12. スタイルのセットアップ、ページ 42。

13. 高度な設定の構成、ページ 42。

システムの構成

設置されている流体プレートの数 ( この画面では
「ディスペンサー」と呼ばれている )、および設置され
ているスワールディスペンサーの数を定義します。
流体プレートが「未設置」としてリストされている場
合、運転またはセットアップ画面で、その流体プレー
トの画面は表示されません。

1. システムがセットアップモードの状態で、システム
画面に移動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

3. 矢印キーを使用して、フィールド間で移動します。

4. を押して、ドロップダウンリストを開き、

必要に応じて設定を選択します。  を押して、

選択を確認します。

5. 他のディスペンサーとスワールディスペンサーで
手順を繰り返します。

6. を押して編集モードを終了します。

図 22
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制御設定値の構成

ディスペンスソースの制御、ディスペンスコマンドの
送信方法、およびジョブ設定値を設定します。

1. システムがセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 1 に移動します（制御設定）。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

3. を押して、ディスペンストリガーソースのド

ロップダウンリストを開き、ゲートウェイ、コマ
ンドケーブル、コマンドケーブル 3x、または 組み
合わせを選択します。コマンドケーブルが選択さ
れた場合、ユーザーはバルブを有効にすることが

できます。 を押して選択を終了します。

4. ディスペンストリガーソースがコマンドケーブル

に設定された場合、 を押してバルブの有効化

フィールドに進みます。 および  を押

して、バルブを有効にします。

5. を押して、コマンド値ソースフィールドに進み

ます。 を押して、ドロップダウン・リストを開

き、ゲートウェイ、コマンド・ケーブルまたは

ディスプレーを選択します。 を押して値を入力

します。

6. を押して、ジョブ終了モードフィールドに進み

ます。 を押して、ドロップダウン・リストを開

き、タイマーまたはゲートウェイを選択します。

を押して値を入力します。

7. を押して、ジョブ終了遅延フィールドに進みま

す。希望遅延時間 ( 秒単位）を入力します。 を

押して値を入力します。

8. を押して、実行モード・ビード調整フィールド

に進みます。 を押して、ドロップダウン・リス

トを開き、有効化または無効化を選択します。

を押して値を入力します。

9. これを押して、[ アラーム時にジョブ終了 ] 

チェックボックスに移動します。 これを押し

て、有効化または無効化します。

10. を押して、ディスプレイ・制御のパスワード 

フィールドに移動します。 を押して値を入力し

ます。

11. を押して編集モードを終了します。

12. 複数の流体プレートがインストールされている場
合、この手順を他の流体プレートで繰り返します。

図 23
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モード設定値の構成

ディスペンスモード ( 圧力、ビード、ショット、また
は全開 )、および各バルブあたりの流量または圧力を含
む、バルブコマンドを設定します。ビードスケールも
この画面から調整できます。

注 : 各ディスペンスモードの説明については、ディス
ペンス制御モード、 118 ページを参照してください。

1. システムはセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 2（もモード設定） に移動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

3. および  を押して、圧力、ビード、

ショットまたは全開に使用される各ガンに対する

モードを設定します。 を押して各選択を入力し

ます。

4. 4 つの矢印ボタンを使用して、各固定コマンド
フィールドに進みます。使用される各バルブに対

して希望値を入力します。 を押して各値を入力

します。

注 : 複数のバルブから同時にディスペンスする能力は、
以下の状況のうちのどちらかでのみ許容されます。

• 各バルブが圧力モードに設定されていて、同一

の固定コマンドの値を持っている。
• 各バルブが全開モードに設定されている。

他の組み合せを使用して、複数のバルブから同時に
ディスペンスすることを試みると、互換性のないバル
ブ設定のアラームが発生します。

5. を押して、ビード・スケール・フィールドに進

みます。50% と 150% の間のスケール値を入力しま

す。 を押して値を入力します。

6. を押して編集モードを終了します。

遅延設定値の構成

各バルブとレギュレータに対するオンとオフの遅延 
( ミリ秒単位 ) を設定します。オンおよびオフの遅延
の説明は、ページ 43 のセクション ON/OFF 遅延を参照
して下さい。

1. システムがセットアップモードの状態で、
流体プレート x、画面 3 に移動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、

変更を行います。

3. 4 つの矢印ボタンを使用して、各オンおよびオフ
フィールドに進みます。使用されるバルブとレ
ギュレータに対して使用する遅延の値 ( ミリ秒

単位 ) を入力します。 を押して各値を入力し

ます。

4. を押して編集モードを終了します。

図 24
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流量計設定値の構成

PCF ボリュームレポートの正確さは、K- 係数調整が精
密に行えるかどうかにより異なります。流体プレート
は、K- 係数を使用してディスペンス量を計算します。
設定値が不正な場合でもシステムはフローレートを繰
り返し算出しますが、レポート内の値は不正確な場合
があります。K 係数に関する詳細情報は、ページ 46
のフローメータ校正の確認を参照して下さい。

表 5、流量計 K 係数

フローメータ K- 係数の設定

注 : フローメータのないシステムでは、フローメータ
の設置値は、グレー表示になります。

1. システムがセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 4 ( 圧力ループと流量計設定 ) に移
動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

3. を押してメータの種類ドロップダウン・リス

トを開き、システムによって使用されるメータ種
類を選択します。容積式フローメータを表す容量
または質量フローメータ を表す質量を選択します。

を押して選択したものを入力します。

4. を押して、K 係数フィールドに進みます。

K 係数値を入力します。値は、表 5、流量計 K 係数

を参照して下さい。 を押して値を入力します。

5. を押して編集モードを終了します。

注 : 必要であれば、フローメータ校正を確認します。
手順については、ページ 46 のフローメータ校正の確認
を参照してください。

圧力ループ設定値の構成

流体圧力を正確かつ精密に制御するために、PCF シス
テムはソフトウェアの計算で変数 (Kp、Ki と Kd) 
を使用します。

注 : これらの値は、工場出荷時の設定である、Kp に対
して 32.00、Ki に対して 128.00、および Kd に対して 
0.00 から変更しないことが推奨されます。ただし、
値を調整する必要がある場合は、手動での制御ループ
のパラメータの調整、47 ページを参照してください。

部品 説明
K ファク
ター

246652 高解像度ヘリカルギア
メータ

7000

246340 加熱ヘリカルギアメータ 3500

16E993 超高流量メーター 33000

25D026 コリオリ流量計 1176

図 26
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圧力センサーの調整

圧力補正値および圧力限界値を設定します。

注 : 加熱流体プレートの付いたシステムの場合は、
インレットセンサー設定値は、この画面上ではグレー
表示になっています。

1. システムがセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 5（圧力センサー）動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

注 : 以下のステップに対して、  および

を押して、各フィールドを進み、 を押し

て、ドロップダウンメニューを開き、変更または選択
を入力します。

3. インレットおよびアウトレット圧力に対して、 0 と 
100 psi (0.7 MPa、7.0 バール ) の間の希望補正
値を設定します。センサー上のすべての圧力を除
去し、それから測定された読み取り値が０になる
ように補正値を調整します。

注 : 補正値は、工場出荷時の設定の０から変更されな
いことを推奨します。

4. インレットに対して、希望する最小および最大圧
力限界値を、アウトレットに対して希望する最大
圧力限界値を設定します。

5. 発せられるエラーのタイプ ( アラームまたは偏差
表示 ) を設定します：

• 最小インレット圧力が、設定値より下に下がる

場合
• 最大インレット圧力が、設定値より上に上がる

場合
• 最大アウトレット圧力が、設定値より上に上が

る場合

6. を押して編集モードを終了します。

エラーの構成

圧力、流量、量、または計算された目標値がアクティ
ブなスタイルの許容誤差設定外になった場合に発せら
れるエラータイプ ( アラーム、偏差、またはなし ) 
を設定します。アラームが発生した場合、システムは
ディスペンスを停止します。偏差が発生した場合、
システムはディスペンスを続けます。流体プレート x、
画面 6 ( エラータイプ )、 113 ページを参照してくだ
さい。

注 : 圧力が低い / 高いエラーは、流量計のないシステ
ムのみで有効になります。

1. システムがセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 6 ( エラータイプ ) に移動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

3. を押して、低圧ドロップダウンリストを開い

て、エラー種類に対して、アラームまたは偏差表

示を選択します。 を押して選択したものを入力

します。

4. を押して、次のフィールドに進みます。

各フィールドに対して手順 4 を繰り返します。

5. を押して編集モードを終了します。

図 27
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保守スケジュール / パラメータの
セットアップ

流体供給、電圧 - 圧力 (V/P) トランスデューサー、
流体レギュレータ、流量計、および全 4 個のバルブの
メンテナンス勧告をトリガーする量 ( または時間数 ) 
の限界値を設定します。

注 : フローメータの付いていない流体プレートに対し
てはボリュームの代わりに時間が示されます。

ボリューム ( または時間 ) 欄は、現在の加算機の値
を表示します。この値が設定限界値を超える場合、
値が赤色になり、保守勧告が発せられます。メン
テナンス加算機の詳細については、流体プレート x、
画面 7 ( メンテナンス勧告の限界値 )、113 ページを
参照してください。

限界値を設定するには、

1. システムがセットアップモードの状態で、流体プ
レート x、画面 7 ( メンテナンス勧告の限界値 ) 
に移動します。

2. を押してフィールドにアクセスし、

変更を行います。

3. エア供給に対する希望限界値を入力し、  を押

して選択したものを入力します。

4. を押して、次のフィールドに進みます。

各フィールドに対して手順 4 を繰り返します。

5. を押して編集モードを終了します。

加算機の値をリセットするには：

1. 限界値を設定するには、の手順 1-3 に従って、
流体プレート x、画面 7 ( メンテナンス勧告
の限界値 ) で変更を加えます。

2.   を押して、リセットするためのシステム

コンポーネントまでスクロールします。

3. を押して値をリセットします。

バルブとスワールの関連性、およ
びモーターのエラータイプの構成

どのスワール番号がどのディスペンスバルブに取り付
けられているかを定義します。

モーターの不具合が発生した場合に発せられるエラー
タイプ ( アラームまたは偏差 ) を設定します。アラー
ムが発生した場合、流体プレートはディスペンスを停
止します。偏差が発生した場合、流体プレートはディ
スペンスを続けます。

図 29
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スワール設定の構成

注 : これはスワールディスペンサーのあるシステムの
みに適用されます。

取り付けられている各スワールに対し、個別のスワー

ル設定を設定します。

ゲートウェイ設定値の構成

ゲートウェイの設定値は、各システムに対して異なり
ます。各種のゲートウェイ・インターフェースの構成
についてのガイドラインは、ページ 107 の自動化ゲー
トウェイのセットアップ画面を参照して下さい。

スタイルのセットアップ

PCF システムは、256 種類までのスタイルを保管できま
す。スタイルおよびスタイルのセットアップについて
の指示は、ページ 50 のスタイルを参照して下さい。ス
タイル 0 は必ずパージスタイルです。

高度な設定値の構成

すべての PCF 画面に対して、言語、データフォーマッ
ト、および圧力単位のようなフォーマットおよび表示
単位の設定または変更するために高度な設定値を使用
します。高度な設定値のガイドラインは、ページ 106
の設定モードを参照して下さい。

図 31
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ON/OFF 遅延

その結果、流体レギュレータは、ディスペンス装置に、
装置のオープン前にマテリアルを供給できます。ク
ローズした装置に対するマテリアル供給は、圧力ト
ラップを発生させます。クローズした装置に対するマ
テリアル供給は、圧力トラップを発生させます。

サイクルの最後に、ディスペンス装置は、圧力が消失
する前に停止できます。これにより、次のサイクルの
初めに、過剰マテリアルのディスペンスが引き起こさ
れる場合があります。

この 2 つの問題を解決するには流体レギュレータ /
ディスペンスの開放またはディスペンス装置の閉止に
関連する遅延時間を変更します。表 5、オン / オフ遅
延変数を参照のこと。オン / オフの遅延の設定の指示
は、ページ 38 の遅延設定値の構成を参照して下さい。

注 : オン / オフ遅延は、各ディスペンス装置に対して
設定できます。

一般的に、遅延は、「流れがない」間の アウトレット
圧力は、ディスペンス中のアウトレット圧力より僅か
に低くなるように調整されます。

表 5、オン / オフ遅延変数

図 32 および表 6、遅延オン / オフタイミング は、
遅延 ON および OFF のタイミングを示します。

表 6、遅延オン / オフタイミング

変数 : 総時間設定 :

バルブオン ディスペンスバルブ高からバルブ
オープンコマンドまでの時間を設定
します。

レギュレータ 
ON

ディスペンスバルブ高からレギュ
レータオンまでの時間を設定し
ます。

バルブオフ ディスペンスバルブ低からバルブク
ローズコマンドまでの時間を設定し
ます。

レギュレータ
OFF

ディスペンスバルブ低からレギュ
レータオンまでの時間を設定しま
す。

A レギュレータ ON
遅延

ユーザが流体レギュレータ
ON 遅延時間を設定します。

B バルブオンの遅
延

通常ゼロに設定しますビー
ドのスターティングポイン
トの変更に使用することが
できます

C バルブオフの遅
延

通常ゼロに設定しますより
高い値を設定するとトラッ
プ圧力が低下します

D レギュレータ OFF
遅延

レギュレータ OFF 遅延タイ
ミングはユーザ側で設定し
ますゼロまたは小さな値を
設定するとトラップ圧力が
低下します

E バルブオープン
反応時間

バルブが物理的に開く際の
遅延時間。遅延はニューマ
チックホース長さおよびバ
ルブエア量により変化しま
す。

F バルブクローズ
反応時間

バルブが物理的に閉じる際
の遅延時間です。遅延は
ニューマチックホース長さ
およびバルブエア量により
変化します。

図 32: タイミング遅延

D
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B

E F

ディスペンスバ
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レーター
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ガンの実際オー
プン
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操作

圧力の制御は、低圧の出力において劣化する場合があ
ります。500 psi (3.4 MPa、34 バール ) 以下の出口圧
力でディスペンスしないことが推奨されます。

スタートアップ

初期スタートアップ

1. PCF 制御センターが設置され、制御センターに出入
りするものとのすべての正しい接続が実施された
ことを確認します。接続金具が締まっていること
を確認します。

2. 本説明書の操作（ページ 44) および高度ディスプ
レイモジュール (ADM)( ページ 20) の章を読んで
理解して下さい。

3. 標準スタートアップの 2 の手順に従って、
スタートアップを継続します。

標準スタートアップ

1. システム全体に漏れまたは磨耗の兆候がないか注
意して点検します。システム運転前に磨耗または
漏れのあるコンポーネントを交換または修理しま
す。

2. ストップボタン (BC) を押します。図 8
(20 ページ ) を参照してください。

3. エアをオンにします。

4. システムへの電源をオンにします。

5. 主電源を ON にして PCF に電源を供給します。 

6. インターフェース信号のチェック：これが新規の
設置の場合、各システムの入力の電源を ON にし
て、各入力が受信されていることを確認します。

7. マテリアル供給システムを ON にします。

材料のロード

システムをご使用になる前に、マテリアルを供給シス
テムにロードする必要があります。

1. これが新規の設置の場合、初期スタートアップの
手順に従ってください。そうでない場合、標準ス
タートアップ手順に従って下さい。ページ 44 
を参照してください。

2. 流体プレートアセンブリへの流体供給圧力をオン
にします。

3. 廃棄用容器の上にバルブを置きます。

4. 保守画面に入ります。ページ 47 の保守画面からの
ディスペンスを参照してください。

5. 制御モードを選択します。ページ 47 の保守画面か
らのディスペンスを参照してください。

6. システム状態インジケータ LED (BB) がオレンジ色

の場合、 を押してシステムをオンにします。

7.  を押し続けます。バルブからエアを含まな

い、清潔な流体が出るまで流体をディスペンスし
ます。

8.  を押して、メンテナンス画面を閉じます。
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保守モード操作

保守モードからの操作は手動でのディスペンス( ) 

および手動でのスワールディスペンサー ( ) の始

動を可能にします。

システムは、ユーザーが  を押したときにディスペ

ンスを開始します。ディスペンスのパラメータおよび
継続時間は、選択された制御により異なります。ディ

スペンスは、  が押されている限り続きます。

システムは、ユーザーが  を押したときにスワー

ルディスペンサーを始動します。スワールディスペン

サーは、再び  が押されるまで運転が続きます。

取り付けられている各流体プレート、および取り付け
られている各スワールに対して、1 つのメンテナンス
画面があります。スワールのメンテナンス制御は、ス
ワールディスペンサーが取り付けられている場所にあ
る流体プレートのスワールメンテナンス画面と流体プ
レートメンテナンス画面の両方で表示されます。

システム操作の検証

自動制御 ( 通常操作 ) に切替える前に、保守モードを
使用して、手動で、PCF システムコンポーネントの操作
をチェックします。保守モードからの操作についての
指示は、ページ 47 の保守画面からのディスペンスを参
照してください。

注 : メンテナンスモードで、以下の手順のどれかを行
います。

インレット圧力の設定

インレット圧力表示は、ご使用の最高フロー条件下の
アウトレット圧力を超えて 300 psi (2.1 MPa、21 バー
ル ) から 500 psi (3.4 MPa、34 バール ) の範囲内であ
る必要があります。

供給システム説明書の手順に従ってインレット圧力を
設定してください。

フィードシステム圧力の降下

マテリアルのフロー中、レギュレータインレット圧力
は減少します減少圧力量は、フィードポンプおよびレ
ギュレータインレット間の喪失圧力量となります。

高粘度液、長いライン長または小径ラインサイズによ
る圧力減少は、数百 psi( 数百 bar) に上ります。これ
は、インレットでレギュレータが必要とする以上の静
ポンプ圧が設定されていることを意味しています。過
度の制御レギュレータの磨耗またはサージングを避け
るには、制御レギュレータに近接するフィードライン
にマスティック液圧力レギュレータを使用することを
推奨します。マスティックレギュレータは、制御イン
レットの静フィード圧を抑制します。

流体プレート保守画面 スワールメンテナンス画面
注

推奨範囲を超えるインレット圧力は、制御するバル
ブとポンプ供給システムに対する摩耗を早めます。
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各バルブからのディスペンス

通常の操作で使用される各バルブからディスペンスし
て、システム全体が正しく設置されていて、希望する
結果を実現できることを確認します。

ページ 47 の保守画面からのディスペンスにおいて , 
要点が述べられているステップに従って、以下の適用
可能なシステム検証チェックを行います。

注 : 各流体プレートは、それに接続されているディス
ペンスバルブのみを制御します。

• 通常の操作時に使用される各バルブに対して、通

常操作する際に使用される各圧力または流量で
ディスペンスします。この検証チェックは、シス
テムが最大の希望の運転点で材料を供給できるこ
とを確認します。

• 同時に圧力モードで複数のバルブを操作するシス

テムでは、各バルブから同時にディスペンスしま
す。この検証チェックは、システムが最大の希望
の運転点で材料を供給できることを確認します。

• ビードモードで動作する各バルブに対しては、初

期の指示プロセスを行います。重要なシステムお
よびマテリアルの特性の変更後に、この手順に
従って下さい。

a. 通常の操作中に使用される各流量に対して、

PCF が設定された流量に達するまで を押し

ます。

注 : 最初のシステム操作検証の間、システムがシステ
ム特性を学ぶには、4 ～ 5 秒かかる場合があります。

b. 希望流量に達した後、数秒間 を押し続け

て、システムが希望流量を維持できるというこ

とを確認します。

c. 流量の範囲でステップ a および b を繰り返し

て、 が押されるとシステムが迅速に設定点

に達することを確認します。

フローメータ校正の確認

殆どのシーラントおよび粘着性マテリアルは圧縮性で
す。フローメータは高圧力下でマテリアルの計測を行
うことから、この圧縮性によりディスペンスされた実
際のマテリアルボリュームは計測ボリュームと若干異
なる可能性があります。K- 係数が不正な場合、ボ
リュームは正しく表示されません。

初期設定時およびフローメータ磨耗点検のため定期的
に行うフローメータ校正の実施の際には、以下の方法
のどちらかに従って下さい。

方法その 1. グラムスケールを使用する

1. 流体プレート x、画面 4 ( 流量計設定 ) に示され
ている流量計の K 係数を記録します。ページ 39
の図 26 を参照してください。

2. 500 cc 以上のビーカーを使用します。空のビー
カーの質量を測定します。

3. ビーカーに対し手動でマテリアルをディスペンス
します。マテリアルの流れが捕捉されたマテリア
ルの中に潜る様にビーカーを持ち、容器内のエア
の閉じ込めを最小限にします。

4. ホーム画面 1 上の硫体プレートにディスペンスさ
れたボリュームを記録します。ページ 47 の図 33
を参照してください。

5. 実際にディスペンスされた量を計算します。

6. 新しい流量計 K 係数を計算します。

7. 新しい K- 係数を入力します。

8. この手順を繰り返して、新しい K- 係数を確認し
ます。

方法その 2. グラム・スケールを使用せずに、目視で測
定します。

1. 流体プレート x、画面 4 ( 流量計設定 ) に示され
ている流量計の K 係数を記録します。ページ 39
の図 26 を参照してください。

2. 500 cc 以上のビーカーを使用します。

= 
液質量 (g)

密度 (g/cc)
計測ボリューム (cc)

K- 係数 (new) = 
表示ボリューム (cc) x K- 係数 ( 旧 )

計測ボリューム (cc)



操作

3A2623R 47

3. ビーカーに対し手動でマテリアルをディスペンスし
ます。マテリアルの流れが捕捉されたマテリアルの
中に潜る様にビーカーを持ち、容器内のエアの閉じ
込めを最小限にします。

4. ホーム画面 1 上の硫体プレートにディスペンスされ
たボリュームを記録します。ページ 47 の図 33 を
参照してください。

5. マテリアルをビーカーに流し込み、実ディスペンス
ボリュームを観測します。

6. 新しい流量計 K 係数を計算します。

7. 新しい K- 係数を入力します。

8. この手順を繰り返して、新しい K- 係数を確認しま
す。

手動での制御ループのパラメータの調整

注 : これらの値は、工場出荷時の設定である、Kp に対
して 32.00、Ki に対して 128.00、および Kd に対して 
0.00 から変更しないことが推奨されます。

システムが加圧中またはビード制御モードの間に、希望
の設定点に圧力が維持していない場合、手動で Kp と 
Ki の値を変更します。

注 : 通常ビード制御モードで操作する場合でも、圧力の
パラメータを最初に調整する必要があります。

1. 材料のディスペンスを開始します。

注 : 制御パラメータが変更されるたびに、新しいディス
ペンスを開始してください。

2. レギュレータアウトレット圧力が希望の圧力に密接
に従っていない場合、Ki をゼロに設定し、適切な
圧力制御が達成されるまで Kp を上げます。

3. レギュレータアウトレット圧力がコマンド指定され
ている圧力の上下に急速に振動している場合、Kp 
を 10% 下げます。アウトレット圧力が安定するま
で、10% 刻みで Kp 値を下げます。

4. Ki 値を 2 に設定し、その次にシステムが振動する
まで Ki 値を上げます。

5. 変動が停止するまでを減少させます。

6. オプション : 圧力モードでのステップ応答を微調整
するには、徐々に Kd 値を上げます。

注 :Kd を上げる ( 圧力のみ ) ことは通常必要ありませ
んが、ステップ応答を改善する可能性があります。
ただし、Kd を高く設定し過ぎると、システムが振動す
る可能性があります。

7. ディスペンスを停止します。

保守画面からのディスペンス

1. 所望の流体プレート へは、硫体プレート x、
画面１にナビゲートして下さい。

2. を押して保守画面に入ります。

3. を押して、制御モードドロップダウン・リスト

を開き、希望する制御モードを選択します。 を

再度押してドロップダウン・フィールドを終了させ
ます。

K-係数 (new) = 
表示ボリューム (cc) x K- 係数 (旧 )

ディスペンスボリューム (cc)

図 33

図 34
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4. を押して、次のフィールドに進みます。

ターゲットの圧力、流量、または量 ( 制御モード

に依存 ) を入力し、 を押して保存します。

5.  を押して、バルブチェックボックスに進みま

す。  を押して、希望するバルブを選択します。

6. ページ 48 の流体の手動ディスペンスのステップ
2- 4 に従います。

流体の手動ディスペンス

1. 流体プレート x、画面 1 から を押して、

メンテナンス画面に入ります。

2. を押して、バルブが開くことを確認します。

3. マテリアルをロードするかまたはディスペンスす

る必要のある限り を押し続けます。

4. 再度 を押して保守画面を終了します。

メンテナンス画面からのスワールディスペン
サーの操作

1. 希望のスワールディスペンサーのスワール x 画面
に移動します。スワールディスペンサーが流体プ
レート ｘ に設置された場合は、流体プレート、
画面１、へのナビゲートも可能です。

2. を押して保守画面に入ります。

3. RPM を変更するには、矢印キーを使用して RPM 
ボックスに移動し、その次に希望の RPM を入力し
ます。

4. を押して、スワールディスペンサーが回転し

始めることを確認します。再度 を押して、

スワールディスペンサーを停止します。

5. 再度 を押して保守画面を終了します。

図 35

図 36
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自動化制御 ( 通常操作 )

自動化制御 (通常操作 ) 中、システムは自動化ユニッ
トからコマンドを受け取る際に、ディスペンス、または
ディスペンスパラメータの変更を行うことができます。

自動制御は、ジョブおよびスタイルの概念を使用して
操作します。ジョブおよび PCF システム内でのその機
能の内容の詳細な説明は、ページ 49 のジョブを参照し
て下さい。スタイル、およびそれらが PCF システム内
でどのように機能するかの詳細説明については、 スタ
イル、50 ページを参照してください。

ジョブ

注 : 自動入力および出力信号の説明は、ページ 146 の
付録 D - I/O 信号説明を参照してください。

ジョブは、材料をディスペンスすることが可能な自
動化シーケンスです。ジョブに規定される材料の量は、
用途によって変わります。用途の中には、ジョブが部
品にディスペンスされたマテリアル量である場合があ
ります。他の用途では、ジョブが多数の部品上にディ
スペンスされたマテリアルの量または一定の期間に
渡ってディスペンスされた量であると定義される場合
があります。

ジョブは、自動化によりスタイルストローブ信号が PCF
に送信されると、起動されます。ジョブが起動される
と直ぐに、PCF は自動化によって要求されたボリューム
量および実際にディスペンスされたマテリアル量の追
跡を開始します。これらのボリュームは、ジョブが完
了するまで追跡されます。ジョブの最後に、エラー計
算が行われ、量が PCF システム上 ( ジョブログ ) に
保存されます。

PCF システムは、ジョブが完了した時を判断するために
2 つの事を監視します。ディスペンス完了信号が自動化
によって送信されたのか、またはジョブ完了タイマー
が終了したのかという 2 つの事。ジョブ終了信号のタ
イプは、流体プレート、画面 1 ( 制御設定 ) で、タイ
マーまたはゲートウェイに構成されます。タイマー法
が使用される場合、タイマーはディスペンスバルブが
オフになるたびにカウントを開始します。バルブがプ
リセットのタイマー値より長くオフのままである場合、
ジョブは完了したと見なされます。

ジョブが完了すると、ジョブ情報がメモリに保存され
ます最も最近のジョブは、ジョブ画面上で見ることが
できます。各ジョブで保存される情報は以下の通りで
すジョブレポートを表示させる方法の説明はページ 
120 のジョブ報告画面を参照して下さい。

実際の ( 計測された ) ボリューム - ジョブ中にフ
ローメータにより計測されたマテリアル量。

要求ボリューム - ジョブ中にオートメーションがディ
スペンスを試行したマテリアル量ビードモードで、要
求量は要求流量とディスペンス期間の積として計算さ
れます。すべての他のモードでは、要求量は目標量と
同じです。

目標量 - ジョブが持つ必要のある材料の量。これはス
タイルで定義されています。

ビードモードのジョブ

ビードモードでは、すべての以前に記載された量が監
視されます。大量、少量、および計算された目標エ
ラーは、ジョブ終了時に評価されます。ボリュームア
ラームは、計測ボリュームと要求ボリュームを比較し、
計算アラームは要求ボリュームと対象ボリュームを比
較します。

圧力モードのジョブ

圧力モードでは、要求されたボリュームは計測されませ
ん。このモードでは、自動化コマンド電圧は、流量の代
わりに圧力に対応します。この理由で、要求されたボ
リュームは使用できません (計算された目標エラーも)。
高および低ボリュームアラームは、計測されたボリュー
ムを、圧力モードに対する目標ボリュームと比
較します。

ショットモードのジョブ

ショットモードでは、ジョブは通常ジョブ同様に開始
されますが、ガンの引き金が引かれた際に目標容量に
なるまでディスペンスされます。ショットの終了後に
処理ビット中のディスペンスが低くなる場合は、
ショットが許容範囲であったかについて容量 OK ビット
を確認出来ます。ジョブ終了モードがタイマーに設定
されている場合は、 ショットは特定の時間後にタイム
アウトとなり、目標容量が得られていない場合でも報
告が出されます。

継続動作アプリケーション

ケースの中には、ジョブに対する目標ボリュームが知
られていないものもあります。目標ボリュームが知ら
れていないケースの例は、継続動作システムです。こ
れは、ジョブを実行していないが、継続して、1 日また
は 1 シフトの期間に渡って動作しているシステムとい
うことになります。このケースでは、流量は、ジョブ
でディスペンスされたボリューム量より重要になりま
す。この状況を取り扱う方法は、目標ボリュームをゼ
ロ値に設定することです。これは、計算された目標エ
ラーを効果的に無効にします。制御は希望流量を保持
し続けて、運転中のスタイルのために設定された許容
誤差に対する故障が報告されます。
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スタイル

PCF システムは、選択されたオプションによりますが、
256 種類、までのスタイルを取り扱う能力を持ってい
ます。

注 : 使用できるスタイルの数は、システム構成により
ます。ページ 4 のモデルを参照してください。スタイ
ル 0 は、パージに対してのみ指定されます。

各スタイルに対して、独立した目標ボリュームおよび
許容誤差を構成できます。これにより、各スタイルに
対するジョブ関連のエラーとログを評価することがで
きるようになりますスタイルはジョブ開始時に読み込
まれ、次のジョブが起動するまで変更することはでき
ません

PCF は、ゲートウェイインターフェエースを介してスタ
イルを読み込みます。インターフェースの詳細情報に
ついては、付録 B - ディスクリートゲートウェイ モ
ジュール (DGM) 接続詳細、121 ページ と付録 C - 通
信ゲートウェイ モジュール (CGM) 接続詳細、128 ペー
ジが適用可能であり参照して下さい。

スタイルをセットアップするには：

1. 流体プレート x、画面 8 にナビゲートして下さい。

2.  を押してセットアップフィールドにアクセス

します。

3. スタイルフィールドにスタイル番号を入力します。

4. スタイル名を入力します。

a. スタイル名フィールドにいる間に  を押

して、キーボード画面を表示します。

b. ADM 上の矢印ボタンを使用して、各文字内をス

クロールします。  押して、スタイル名

フィールド内に文字を入力します。詳細は、

ページ 114 のキーボード画面を参照してくだ

さい。

c. を押して新しい値を受け入れます。

5. 容量フィールド内に目標量を入力し、低と高の許
容値フィールドに許容値パーセンテージを入力し
ます。

6. プレチャージモードに入り、パラメータを入力し
ます。51 ページからのプリチャージモードを参照
してください。

7. を押して編集モードを終了します。

図 37

図 38
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プリチャージモード

注 : 次のページの略図を参照してください。

静的プレチャージモード

ディスプレイ

[ プレチャージモードの表示 ] が選択されている場合、
静的プレチャージ圧力を定義できます。ジョブがアク
ティブですべてのディスペンスバルブが閉じている場
合、レギュレータは定義されているプレチャージ圧力
を維持します。

動的プレチャージモード

動的プレチャージ制御は、これから行うディスペンス
に対し、システムの準備をさらに整えることを可能に
します。圧力 /流量コマンドは、すべてのディスペン
スバルブが閉じている間に、アウトレット圧力を理想
の圧力に積極的に設定するために使用され、材料の加
速を助けるためにバルブが開く間にブーストを与え
ます。

「クローズ」のスケールはすべてのディスペンスバルブ
が閉じているときに適用され、「オープン」のスケール
はディスペンスバルブが開き始めたら直ちに適用され
て、ユーザー指定の期間 ( ミリ秒単位 ) 続きます。
プレチャージスケール値は、希望の圧力 / 流量を得る
ために必要な制御信号を変更します。プレチャージ圧
力は、圧力 / 流量のコマンド値を変化させることに
より、ジョブの全期間にわたって動的に変更できます。

バルブ 1

「バルブ 1」プレチャージモードが選択されている場
合、アウトレット圧力はバルブ 1 スケール値を使用し
て、現在の圧力 / 流量コマンドに従って設定されます。

ゲートウェイ

注 : ゲートウェイプレチャージモードは、CGM を含む
システムのみで使用可能です。

「ゲートウェイ」プレチャージモードが選択されている
場合、アウトレット圧力はゲートウェイインター
フェースを介して選択されたディスペンスバルブのス
ケールセットを使用し、現在の圧力 / 流量コマンドに
従って設定されます。
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ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向

ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向

ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向

ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向 ディスペンスの適用方向

-バルブが閉じている間に所望のコマンドにより出口圧力を制御します。
- 理想の値は、流体が流れていないときに発生するわずかなシステム内の圧力の損失のため、
通常 100% 未満です。

- バルブの解放時にブーストし素材を加速します。
- 理想値は通常 100％以上です。

- バルブオープンのスケールの期間は、コマンドがスケーリングされなくなる前の適用期間です。

- バルブ「クローズ」プレチャージからバルブ「オープン」プレチャージと通常のディスペンスに移行するタ
イミングを制御します。
- この遅延は、ディスペンスが開くのにかかる時間を概算します。

閉じた状態でのプレチャージスケール値

開いている際のプレチャージスケール値

開いている際のプレチャージ期間値

レギュレータオンの遅延値

値が高過ぎる値が低過ぎる

値が低過ぎる

値が低過ぎる

値が低過ぎる

理想の値

理想の値

理想の値

理想の値

値が高過ぎる

値が高過ぎる

値が高過ぎる
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代表的なジョブサイクル

システムがそれを実行するには、システムがアクティ

ブ状態 (ADM の隣にあるステータス LED が緑 ) で

ある必要があります。ジョブ開始前に、自動化コント
ローラ出力は以下の値が必要です。

• スタイルストローブ：0

• ディスペンス完了：0

• ディスペンス・ガン x オン：全て　0

• スタイル：すべての値が受け入れ可能

代表的なジョブサイクルは、以下のディスペンスシー
ケンスから成ります。代表的なジョブサイクル図表
ページ 54 を参照してください。

注 : 各ジョブサイクルは、1 つの流体プレートにのみ
適用できます。

1. 自動化制御装置は、ディスペンサー（流体プレー
ト）準備完了信号が 1に設定されているかを確認
します。1 に設定されている場合、ジョブは起動で
きます。

2. 自動化コントローラは、スタイルを次の希望スタ
イル値に設定します。

注 : 各流体プレートは、スタイルの固有のセットを
持っています。たとえば、流体プレート 1 のスタイル 
2 は、流体プレート 2 のスタイル 2 とは異なります。

3. 自動化コントローラは、スタイルストローブを 1 
に設定します。

4. PCF は、スタイルのビットを読んで新しいスタイル
を選択します。それから、システムは新しいジョ
ブを開始して、進行中のディスペンスを１に設定
します。

5. 自動化コントローラがディスペンスを開始します。
自動化コントローラは、ディスペンスバルブ x オ
ンのビットをジョブの過程をわたり、要求に応じ
て、設定またはクリアします。

6. ディスペンスが完了すると、自動化コントローラ
トはディスペンス完了を 1 に設定します。

7. PCF は、ジョブの結果に基づいて、以下の信号を設
定します。

• ディスペンサー (流体プレート) アラームなし

• ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

• ディスペンスボリューム OK

• エラー

• ディスペンスボリューム

注 : 自動化コントローラは、システムがディスペンス
進行中の信号をクリアするまで、 ディスペンス量 OK 
またはディスペンス量の信号を読み込まない必要があ
ります。

8. PCF は、ディスペンス処理中を 0 に設定して、
ジョブが完了したことを示します。この時点で、
手順 7 の信号が読み込まれる必要があります。

9. 自動化コントローラは、次のジョブの開始前に
ディスペンス完了とスタイルストローブをクリア
する ( どちらを先にクリアしてもよい ) 必要があ
ります。

コマンドケーブルのディスペンストリガー付
きのジョブ

ディスペンストリガーソースがコマンドケーブルまた
はコマンドケーブル 3x に構成されているので、ユー
ザーはディスペンスアプリケータの引き金を引くのみ
で、ジョブを開始可能です。この構成は、全自動のイ
ンターフェースを要求しない、厳しさの少ない用途に
役立ちます。

この構成でジョブを開始するとき、以下の制限が適用
されます。

• 選択スタイルがデフォルトでスタイル 1 にな

ります。
• PCF が新しいジョブサイクルを準備する間、

ディスペンスする前に 100 ms までの遅延が生
じる可能性があります。

• ジョブを終了させるには、ジョブエンドモード

タイマーを使用する必要があります。
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代表的なジョブサイクル図表

注 : スワールは、ジョブ内外のどの時点でもオンにで
きます。スワールが希望の RPM に達するまで待ちま
す。可能な場合、ディスペンスバルブを開く前に、自
動化インターフェースを介してスワール速度を確認し
ます。

注 : 各信号間には 50ms の遅延が推奨されます。

注 : ディスペンス完了はストローブにする必要があり、
報告を出さないうように高くします。

第 1 ジョブ 第 2 ジョブ

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンスレディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) ア
ラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) エ
ラーなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) 進行中

量 OK

自動化の出力 (PCF 入力 )

スタイルビット

スタイルストローブ

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンス完了

PCF 状態

レギュレータアクティブ
( プレチャージ = 0)

ディスペンスバルブ X オープン
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制御図表

スタイル 0 を使用するパージ

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンスレディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンス進行中

パージ処理中

量 OK

自動化の出力 (PCF 入力 )

スタイルビット

スタイルストローブ

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンス完了

PCF 状態

ディスペンスバルブ X オープン

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンスレディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンス進行中

パージ処理中

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

自動化の出力 (PCF 入力 )

PCF 状態

ディスペンスバルブ X オープン

ディスペンスバルブ X オン

遠隔起動 /パージ

パージビットを使用するパージ
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制御図表 ( 続き )

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) レディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) リモート起動 /パージ処理中

自動化の入力 (PCF 出力 )

自動化の出力 (PCF 入力 )

遠隔起動 /パージ

リモート起動

エラーリセット

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし /
ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

自動化の出力 (PCF 入力 )

エラーリセット

立ち上がりエッジのみ

ジョブのキャンセル

自動化の入力 (PCF 出力 )

自動化の出力 (PCF 入力 )

ディスペンス進行中

エラーリセット
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制御図表 ( 続き )

* プレチャージ、ジョブ開始後、およびディスペンスを開く前は、ディスペンス圧力
への適合を試みるために、液圧が上がります。これはディスペンスの一貫性を助け
ます。

 灰色の領域は、プレチャージがアクティブであることを示します。

* プレチャージ、ジョブ開始後、およびディスペンスを開く前は、ディスペンス圧力への
適合を試みるために、液圧が上がります。これはディスペンスの一貫性を助けます。

 灰色の領域は、プレチャージがアクティブであることを示します。

† 「プレチャージバルブ X オン」ビットは、フィールドバスインターフェースのみを介し
て使用可能です。プレチャージの方法は、DGM システムでは有効でありません。

‡ 「コマンドケーブル」または「ゲートウェイ」のどちらかが「コマンド値のソース」
として選択された場合にのみ適用されます。

Precharge* - 表示もード 

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンスレディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンス進行中

量 OK

自動化の出力 (PCF 入力 )

スタイルビット

スタイルストローブ

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンス完了

PCF 状態

レギュレータアクティブ

ディスペンスバルブ X オープン

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンスレディ

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンス進行中

量 OK

Precharge* - ゲートウェーモード 

自動化の出力 (PCF 入力 )

スタイルビット

スタイルストローブ

PCF 状態

レギュレータアクティブ

ディスペンスバルブ X オープン

プレチャージバルブ X オン †

コマンド信号有効 ‡

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンス完了
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制御図表 ( 続き )

* プレチャージ、ジョブ開始後、およびディスペンスを開く前は、ディスペンス圧力への適合を試
みるために、液圧が上がります。これはディスペンスの一貫性を助けます。

 灰色の領域は、プレチャージがアクティブであることを示します。

† 「コマンドケーブル」または「ゲートウェイ」のどちらかが「コマンド値のソース」として選択さ
れた場合にのみ適用されます。自動化ゲートウェイ DGM を含むシステムでは、「デジタル」が
「コマンド値タイプ」として選択された場合、「デジタル CMD 1」と「デジタル CMD 2」の入力が
コマンドを設定します。

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

ディスペンス進行中

量 OK

ディスペンスレディ

自動化の出力 (PCF 入力 )

スタイルストローブ

コマンド信号有効 †

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンス完了

PCF 状態

レギュレータアクティブ

ディスペンスバルブ X オープン

スタイルビット

プレチャージ * - バルブ 1 モード 

コマンドケーブル 3x を使用するトリガー

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンス進行中

PCF 状態

自動化の出力 (PCF ゲートウェイ入力 )

ディスペンスバルブ 1 トリガー

ディスペンスバルブ 2 トリガー

ディスペンスバルブ 3 トリガー

レギュレータアクティブ ( プレチャージ = 0)

ディスペンスバルブ 1 オープン

ディスペンスバルブ 2 オープン

ディスペンスバルブ 3 オープン
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制御図表 ( 続き )

＊ ディスペンスバルブ X オープンは、流体プレート x、画面 1 ( 制御設定 ) 
のバルブの有効化チェックボックスにより決定されます。

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンス進行中

コマンドケーブルを使用するトリガー

コマンドケーブル

ディスペンストリガー

PCF 状態

レギュレータアクティブ ( プレチャージ = 0)

ディスペンスバルブ X オープン *

ゲートウェイを使用するトリガー

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンス進行中

自動化の出力 (PCF ゲートウェイ入力 )

ディスペンスバルブ 1 オン

ディスペンスバルブ 2 オン

ディスペンスバルブ 3 オン

ディスペンスバルブ 4 オン

PCF 状態

レギュレータアクティブ ( プレチャージ = 0)

ディスペンスバルブ 1 オン

ディスペンスバルブ 2 オン

ディスペンスバルブ 3 オン

ディスペンスバルブ 4 オン

コマンドケーブルとゲートウェイを使用するトリガー ( 組み合わせ )

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンス進行中

PCF 状態

レギュレータアクティブ ( プレチャージ = 0)

自動化の出力 (PCF ゲートウェイ入力 )

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンスバルブ Y オン

コマンドケーブル

ディスペンストリガー

ディスペンスバルブ X オン

ディスペンスバルブ Y オン
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制御図表 ( 続き )

スワールディスペンサーの有効化

自動化の入力 (PCF 出力 )

ディスペンサー ( 流体プレート ) レディ

スワール X 実速度 - RPM (32 ビット )

自動化の出力 (PCF ゲートウェイ入力 )

スワール X 速度コマンド (12 ビット )

スワール X 有効

PCF 状態

スワール X オン

注 : スワールオービターは、フルスピードに達するまで数秒かかる場合があります。

実速度値有効

コマンド値設定済み

フルスピード

加速中
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圧力開放手順

1. 流体プレートアセンブリへの液供給をシャットオ
フします。

2. ディスペンスバルブの下に廃棄用容器を置きます。

3. 保守モードにおいて、全開ディスペンスペンモー
ドを選択します。これによってレギュレータおよ
びディスペンスバルブが開かれます。液流が停止

するまで手動のディスペンスボタン を押し

ます。

4. ディスペンスバルブを制御センターから作動させ
ることができない場合は、図 39 を参照して、以下
の手順を踏んでディスペンスバルブを開放し、流
体圧力を開放します。

a. 手動でソレノイドのプランジャーを作動させ

て、この流体プレートに接続されているすべて

のディスペンスバルブを開き、流体圧力を開放

します。図 39 を参照してください。

b. 次の手順に進む前に、この流体プレートに接続

されているニードルとディスペンスバルブ間の

システムから全圧力がパージされるまで、プラ

ンジャーの作動を続けます。

5. 複数の流体プレートのあるシステムでは、他の流
体プレートで前の手順を繰り返します。

6. 流体プレートへのエアをシャットオフします。

7. エアフィルタアセンブリの下に排気用容器を置い
て、その次にエアフィルタアセンブリのドレンバ
ルブを開きます。エアが開放された後、ドレンバ
ルブを閉じます。

8. 制御パネルの主電源スイッチをオフの位置にします。

9. 以上の手順を実行したにも関わらず、バルブ、
ホース、またはディスペンスノズルが詰まってい
るか、または圧力が完全に開放されていないと考
えられる場合、ディスペンスチップを慎重にゆっ
くりと取り外し、開口部を清掃し、圧力の開放を
続けます。

10. これでも詰まりが取れない場合、ホース側のカッ
プリングを雑巾で覆い、非常にゆっくりにホース
側のカップリングを緩めて、徐々に圧力を開放し、
その後にカップリングを完全に緩めます。バルブ
またはホースを清掃します詰まりが取り除かれる
までシステムを加圧しないで下さい。

本装置は、圧力が手動で開放されるまでは、加圧状
態が続きます。皮膚の貫通などの加圧状態の流体、
流体の飛散、および可動部品から生じる重大な怪我
を避けるには、ディスペンス停止後と装置を清掃、
点検、および整備する前に、圧力開放に従ってくだ
さい。

図 39: ディスペンスバルブエアソレノイド

ディスペンスバルブエアソレノイド
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シャットダウン

1. ストップボタン (BC) を押します。

2. 流体プレート / メータへのマテリアル供給を
シャットオフします。

3. ページ 61 の圧力開放手順に従って下さい。

4. PCF の圧縮エア供給をオフにします。

5. 制御パネルの主電源スイッチをオフの位置にし
ます。

図 40:ADM - ストップボタン

図 41: 制御センター主電源スイッチ

BC

TI12362a
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USB データ

注 : ADM の無いモデルでは、USB データが提供されませ
ん。モデル、4 ページ、 を参照してください。

USB からダウンロードされるすべてのファイルは、
DOWNLOAD フォルダに置かれます。
例 :“E:\GRACO\12345678\DOWNLOAD\”

8 桁の数字のフォルダ名は、8 桁の ADM シリアル番号
に一致します。複数の ADM からダウンロードする場
合、各 ADM につき 1 つのサブフォルダが使用され
ます。

USB ログ

運転中、PCF は、システムおよび性能に関連する情報を
ログファイルの形態でメモリに保存します。PCF は、
ジョブログ、イベントログおよびディスペンスデータ
ログの三つのログファイルを保持します。ログファイ
ルから情報を読み出すにはページ 65 のダウンロード手
順に従って下さい。

イベントログ

イベントログファイルの名称は 1-EVENT.CSV で、
DOWNLOAD フォルダに保存されています。

イベントログは、最新の 1,000 イベントの記録を保持
しています。ログファイルの各イベントレコードには、
イベントが発生した日時、イベントタイプ、イベント
コード、イベント説明が含まれます。

ジョブログ

ジョブログのファイル名は 2-JOB.CSV で、DOWNLOAD 
フォルダに保存されています。

ジョブログは、最新の 10,000 ジョブの記録を良好な状
態に維持します。各ジョブが完了した時点で、以下の
データがログファイルに保存されます。

• ジョブ完了データ

• ジョブ完了時刻

• ジョブ番号 ( 順次番号 )

• ディスペンサー ( 流体プレート ) 番号

• スタイル番号

• 目標量 ( 量の単位の欄で表示される単位で )

• 要求量 ( 量の単位の欄で表示される単位で )

• 実際のディスペンス量 (量の単位の欄で表示さ

れる単位で )
• ボリューム単位

• 実際のディスペンス量と要求量の間でのエラー

パーセンテージ ( 最大 100%)
• ジョブ中の最低インレット圧力 (bar 単位で測

定、加熱式システムでは常に 0 を表示 )
• ジョブ中の平均インレット圧力 (bar 単位で測

定、加熱式システムでは常に 0 を表示 )
• ジョブ中の最高インレット圧力 (bar で単位測

定、加熱式システムでは常に 0 を表示 )
• bar 単位のジョブ中の最低アウトレット圧力

• bar 単位のジョブ中の平均アウトレット圧力

• bar 単位のジョブ中の最高アウトレット圧力

• ジョブ中の最小流量 (cc/ 分 の単位で測定、

流量計のないシステムでは 0 を表示 )
• ジョブ中の平均流量 (cc/ 分 の単位で測定、

流量計のないシステムでは 0 を表示 )
• ジョブ中の最大流量 (cc/ 分 の単位で測定、

流量計のないシステムでは 0 を表示 )
• 経過時間 (mS)

ディスペンスデータログ

ディスペンスデータログファイル名は 3-DATAx.CSV 
で、DOWNLOAD フォルダに保存されています。インス
トールされている各流体プレートにつき、1 つのディ
スペンスデータログファイルがあるため、最大 4 つの
データログがある場合があります。

ディスペンスデータログは、システムインレット圧力 
( 加熱式システムでは常に 0 を表示 )、システムアウ
トレット圧力、システム流量 ( 流量計のないシステム
では常に 0 を表示 )、およびアクティブなディスペン
スバルブの記録を保持します。ジョブサイクルが進行
しているとき、データは 1 秒間隔で記録されます。
各ディスペンスデータログは、最大 2 時間までのデー
タを保存できます。

図 42:ADM USB ポート
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システム構成設定値ファイル

システム構成設定ファイルの名前は SETTINGS.TXT で、
DOWNLOAD フォルダにあります。

システム構成設定値ファイルは、USB フラッシュドライ
ブが挿入される度に、自動的にダウンロードされます。
このファイルを使用して将来のリカバリーのためにシ
ステム設定値をバックアップしたり、多重 PCF システ
ム全体に渡って、容易に設定値を複製したりします。
このファイルの使用方法についての指示は、ページ 65
のアップロード手順を参照してください。

すべてのシステム設定が希望どおりに設定した後に、
SETTINGS.TXT ファイルを取得することが推奨されてい
ます。設定が変更されて、希望のセットアップに急速
に変更して元に戻す必要がある場合のために、バック
アップとして、ファイルを将来での使用のために保管
します。

注 : システム設定は、PCF ソフトウェアの異なるバー
ジョンの間で互換性がない場合があります。

注 : このファイルの中身を変更しないで下さい。

カスタム言語ファイル

カスタム言語ファイル名は、DISPTEXT.TXT で、
DOWNLOAD フォルダに保存されます。

カスタム言語ファイルは、USB フラッシュドライブが挿
入される度に、自動的にダウンロードされます。希望
する場合、このファイルを使用して、ADM 内に表示さ
れる、カスタム言語文字列のユーザ定義セットを作成
して下さい。

PCF システムは、以下のユニコード文字を表示できま
す。このセットに含まれない文字に対しては、システ
ムは、ユニコードの代用文字を表示しますが、代用文
字は、黒ダイヤの中に入った白いクエスチョンマーク
として表示されます。

• U+0020 - U+007E ( 基本ラテン語 )

• U+00A1 - U+00FF ( ラテン語 -1 補足 )

• U+0100 - U+017F ( 拡張ラテン語 -A)

• U+0386 - U+03CE ( ギリシャ語 )

• U+0400 - U+045F ( キリル文字 )

カスタム言語文字列の作成

カスタム言語ファイルは、2 つの欄を含む、タブで区
切ったテキストファイルです。最初の欄は、ダウン
ロード時に選択された言語の文字列のリストから成り
ます。2 番目の欄は、カスタム言語文字列の入力に使用
できます。カスタム言語が以前にインストールされて
いた場合、この欄にはカスタム文字列が含まれます。
そうでなければ、2 番目の欄は空欄です。

必用に応じてカスタム言語ファイルの 2 番目の欄を変
更し、それから、ファイルをインストールするには、
ページ 65 のアップロード手順に従います。

カスタム言語ファイルのフォーマットは、非常に重要
です。インストール処理が成功するように、以下の規
則に従う必要があります。

• ファイル名は、DISPTEXT.TXT にする必要があり

ます。
• ファイルフォーマットは、ユニコード 

(UTF-16) 文字表示を使用する、タブで区切っ
たテキストファイルにする必要があります。

• ファイルは、欄が 1 つのタブ文字で分離される、

2 つの欄のみを含むようにする必要がありま
す。

• ファイルに行の追加または削除を行わないで下

さい。
• 行の順序を変更しないで下さい。

• 2 番目の欄にある各行に対し、カスタム文字列

を定義します。
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ダウンロード手順

1. USB フラッシュドライブを USB ポート (BL) に差し
込みます。図 42(63 ページ ) を参照してくだ
さい。

2. メニューバーと USB インジケータの点灯は、USB 
がファイルをダウンロード中であることを示して
います。USB アクティビティが完了するまで待ち
ます。ポップアップが確認されていない場合は、
転送が完了するまでポップアップが表示されます。

3. USB フラッシュドライブを USB ポート (BL) から取
り外します。

4. USB フラッシュドライブをコンピュータの USB 
ポートに挿入します。

5. USB フラッシュドライブは自動的に開きます。開か

ない場合は、USB フラッシュドライブを Windows® 
Explorer 内で開きます。

6. Graco フォルダを開きます。

7. システムフォルダを開きます。複数のシステムか
らデータをダウンロードする場合、複数のフォル
ダが存在します。各フォルダには、対応する ADM 
のシリアル番号の名前でラベル付けされています 

（シリアル番号は ADM の背面にあります）。

8. DOWNLOAD フォルダを開きます。

9. 最高数値のラベルの付いたログファイルのフォル
ダを開きます。最高値は、最新のデータダウン
ロードであることを示します。

10. ログファイルを開きます。ログファイルは、プロ
グラムがインストールされている限り、デフォル

ト設定で、Microsoft® Excel® で開くことがで
きます。ただし、テキストエディタまたは 

Microsoft® Word で開くこともできます。

注 : すべての USB ログは Unicode (UTF-16) 形式で保
存されます。ログファイルを Microsoft Word で開く
場合、エンコードには Unicode を選択してください。

アップロード手順

この手順を使用して、システム構成ファイルおよびカ
スタム言語ファイルをインストールして下さい。

1. 自動的に USB フラッシュドライブ上に適切なフォ
ルダ構造を作り出すには、必要であれば、ページ 
65 のダウンロード手順に従って下さい。

2. USB フラッシュドライブをコンピュータの USB 
ポートに挿入します。

3. USB フラッシュドライブは自動的に開きます。
開かない場合は、USB フラッシュドライブを 
Windows Explorer 内で開きます。

4. Graco フォルダを開きます。

5. システムフォルダを開きます。2 つ以上のシステム
で作業する場合は、Graco フォルダ内に 2 つ以上の
フォルダが作成されます。各フォルダには、対応
する ADM のシリアル番号の付いたラベルが付いて
います。( シリアル番号はモジュール裏側に表示さ
れます。)

6. システム構成設定値ファイルをインストールする
場合、UPLOAD フォルダ内に SETTINGS.TXT ファイル
を置きます。

7. カスタム言語ファイルをインストールする場合、
DISPTEXT.TXT ファイルを UPLOAD フォルダに置き
ます。

8. USB フラッシュドライブをコンピュータから取り外
します。

9. USB フラッシュドライブを PCF システム USB ポー
トに取り付けます。

10. メニューバーと USB インジケータの点灯は、USB 
がファイルをダウンロード中であることを示して
います。USB アクティビティが完了するまで待ち
ます。

11. USB フラッシュドライブを USB ポートから取り外
します。

注 : カスタム言語ファイルがインストールされていた
場合、ユーザは、詳細セットアップ画面 1 にある言語
ドロップダウンメニューから新しい言語を選択できま
す。
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トラブルシューティング

注 : システムを分解する前に、以下のチャート中にあ
るすべての可能な解決法をチェックするようにして下
さい。

個々のレギュレータと流量計のトラブルシューティン
グについては、それぞれの別冊の説明書に記載されて
います。 関連する説明書、ページ 3 を参照してくださ
い。エラーコードが通信される方法についての詳細は、
ページ 71 のイベントとエラーコード、およびトラブル
シューティングも参照して下さい。

流体プレート

問題 原因 解決法

アウトレット圧力がない エア圧力が低い エア圧力が 60 psi (410 kPa、
4.1 バール ) を超えていることを確
認します

「バルブオン」信号が自動化ユニット
から送信されていない

出力およびオートメーションユニッ
トからの配線をチェックします

エアダイヤフラムへのエア信号がない 緩くなっていたり、接続が外れてい
る電圧 - 圧力 (V/P) トランス
デューサへのコネクタがあるかどう
かを確認し、接続を締めます

制御に不正な信号が送信されている アウトレット圧力センサ出力を点検
します。出力がゼロ圧力に対応して
いることを確認します。センサまた
はアンプまたは両方を交換します

アウトレットの圧力が高い 流体レギュレータのニードル / シー
トが摩耗している

レギュレータを再構築します。 
ニードル / シートを交換します

流体プレートからのエア漏れ エア接続が緩んでいる エア接続を確認します。
必要に応じて締めます

ガスケットが磨耗している 電圧 - 圧力 (V/P) トランスデュー
サとソレノイドバルブのガスケット
を点検 / 交換します



トラブルシューティング

3A2623R 67

流量計

流体レギュレーター

問題 原因 解決法

フローが測定できない 流量計ピックアップセンサーが緩んで
いる

フローメータピックアップセンサを締
めます

フローが低過ぎる 流量が取り付けられている流量計の最
小流量値を超えていることを確認しま
す

配線が緩んでいる フローメータ から FCM への接続を確認
します

フローメータピックアップセンサが破
損している

ピックアップセンサを交換します

計測結果が正しくない フローメータが校正されていない 流量計を較正します。 46 ページを参照

システムが正しく接地されていない システムの接地を確認します

電源から雑音がする メインエンクロージャへの電源供給が
無雑音であることを確認します

フローレポートが正しくないか、
または不統一である

フローメータが校正されていない 流量計を較正します。 
46 ページを参照

フローメータが磨耗している フローメータを交換します

問題 原因 解決法

圧力調整ができない ダイヤフラムが破損している ダイヤフラムを交換します

漏れがある、
またはシートが汚れている

カートリッジを交換するか、
シートを清掃します

液フローがない バルブアクチュエータが破損している バルブアクチュエータを交換
します

圧力が設定値を超えて徐々に上昇する ボールおよびシート間に金属片が挟
まっているか、または汚染されている

カートリッジを交換するか、
またはシートエリアを清掃します

ダイヤフラムが破損している ダイヤフラムを交換します

o- リングが破損しているか、または不
適切なシールを使用している

シート下の o- リングを交換します

エアレギュレータまたはラインが破損
しているか詰まっている

ライン中の詰まりを洗浄します必要に
応じてレギュレータの保守を行います

漏れがある、
またはシートが汚れている

カートリッジを交換するか、
シートを清掃します

インレット圧力の大幅な変更 レギュレータのインレット圧力を安定
させます

圧力が設定値以下になる 供給ラインが空か、
または詰まっている

供給ラインを満たすか、
または洗浄します

エアレギュレータまたはラインが破損
しているか詰まっている

ライン中の詰まりを洗浄します必要に
応じてレギュレータの保守を行います

定格フロー限度を超えてバルブを使用
している

各スプレーバルブまたはディスペンス
バルブにバルブを取り付けます

インレットエアまたは液圧に大幅な変
化

流体レギュレータのインレット圧力を
安定させます

スプリングハウジングから液が漏れて
いる

液ハウジングの緩み 4個のキャップネジを締めます

ダイヤフラムが破損している ダイヤフラムを交換します

カタカタ音がする ポンプとバルブ間に過度の圧力差がある 必要なバルブ圧力より 2000 psi 
(14 MPa、138 バール ) 大きい数値以
下に、ポンプ圧力を減少させます

フローレートが高過ぎる レギュレータによって流量を低減しま
す。各流体レギュレータに、スプレー
ガンまたはディスペンスバルブを 1 つ
だけ接続します
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ディスペンス・バルブ

スワールディスペンサー

問題 原因 解決法

バルブが開かない 開いているポートにエアが入ってこな
い

ソレノイド用エア圧力を確認します

「バルブオン」信号が自動化ユニットか
ら送信されていない

オートメーションユニットからの入力
を点検します

バルブがシャットオフできない ポートを閉じるエアが入ってこない 
(AutoPlus バルブを除く )

ソレノイド用エア圧力を確認します

ソレノイドの動作を確認します

エアライン経路および接続を確認します

自動化ユニットからの「バルブオン」
信号がオンになっている

オートメーションユニットからの入力
を点検します

オープン / クローズ動作が遅い エア圧力が低い エア圧力が 60 psi (410 kPa、
4.1 バール ) を超えていることを
確認します

ニードル / シートが磨耗している バルブを再構成します。 
ニードル /シートを交換します

加圧されたマテリアルがバルブを通過
し、シャットオフを妨げている

動作圧力を減少させます

ノズル長さを短くします

ノズル開口部のサイズを大きくします

不良のソレノイドバルブ ソレノイドバルブを交換します

ソレノイドバルブマフラーに制限が
ある

フィルタを清掃するか交換します

バルブの背後からマテリアルが漏れる シャフトシールが磨耗している バルブを再構成します。
シールを交換します

ディスペンスバルブからエアが漏れる エア接続が緩んでいる エア接続を確認します。
必要に応じて締めます

ピストン o- リングが磨耗している バルブを再構成します。
ピストン o- リングを交換します

問題 原因 解決法

モーターが作動しない ( モーター不具
合アラームがアクティブ )

ケーブルの接続が外れている スワールボード、スワールモーター
ケーブル、スワールオービターへの
ケーブル接続を点検します

システム電源がオンの状態で、CAN 
ケーブルが再接続されました ( スワー
ルボードの琥珀色 LED がオンになり、
これは回路保護がトリガーされたこと
を示します )

システム電源を切って入れ直します

モーターケーブルの短絡 ( スワール
ボードの琥珀色 LED はオンになり、こ
れは回路保護がトリガーされたことを
示します )

スワールモーターケーブル 16.8 m 
(55 フィート ) を交換し、電源を切っ
て入れ直します

不良のスワールオービター スワールオービターを交換します

モーターが作動しない ( モーター不具
合アラームが非アクティブ )

ケーブルの接続が外れている スワールボード、スワールボード電源
ケーブル、およびスワール制御 DGM へ
のケーブル接続を点検します

自動化ユニットからの「スワール有効」
信号がない

オートメーションユニットからの入力
を点検します

スワールが取り付けられていない システムセットアップ画面で、適切な
スワールオービターが取り付けられて
いることを確認します

モーターが速度変更コマンドに応答し
てない

自動化ユニットから「スワールスピー
ドコマンド」の入力がない

オートメーションユニットからの入力
を点検します

スワール速度のソースが間違って設定
されている

スワールセットアップ画面で [ 速度コ
マンドのソース ] を確認します
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ゲートウェイモジュール

LED 診断情報

以下の LED 信号、診断、および処置は、高度ディスプレイモジュール、流体制御モジュール、およびゲートウェ
イモジュールに適用されます。

問題 原因 解決法

通信不能 誤配線 フィールドバス標準通りになっているかチェックします。
PCF ゲートウェイ LED ステータスインジケータと 、
付録 C - 通信ゲートウェイ モジュール (CGM) 接続詳細、
ページ 128 を参照してください。

フィールドバス設定値の
誤り

自動化制御装置 ( フィールドバスマスター ) および PCF 
Gateway ( フィールドバススレーブ ) におけるフィールドバ
ス設定値を確認します。PCF Gateway 構成設定値についての
情報は、ページ 104 の付録 A - 高度なディスプレーモ
ジュール (ADM) を参照して下さい。

データ誤り 自動化制御装置 ( フィー
ルドバスマスター ) への
誤ったフィールドバス構
成ファイルのインストー
ル

www.graco.com, から PCF フィールドバス構成ファイルをダ
ウンロードして、自動化制御装置 ( フィールドバスマス
ター ) にインストールします。

PCF ゲートウェイへの
誤ったマップのインス
トール

PCF データマップが PCF ゲートウェイにインストールされて
いることを確認します。インストールされたデータマップの
決定方法についての情報は、ページ 104 の付録 A - 高度な
ディスプレーモジュール (ADM) を参照して下さい。必要で
あれば、新しいゲートウェイ データマップをインストール
します。指示については、ゲートウェイ・モジュール 
フィールド・バス・マップのアップグレード、ページ 82 を
参照し、マップトークン部品番号については、制御センター
と拡張スワールエンクロージャ部品、96 ページを参照して
ください。

モジュール状態 LED 信号 診断内容 解決法

緑がオン システム　電源　入 -

黄 内部通信進行中 -

赤で点灯 ハードウェア故障 モジュールを交換します

赤の高速点滅 ソフトウェアのアップロード -

赤の低速点滅 トークンエラー トークンを取り除いて、再度ソフ
トウェアトークンをアップロードし
ます。

赤の 3 回点滅と一時停止が繰り返さ
れる

無効なロータリスイッチの位置 
(FCM と DGM のみ )

ロータリスイッチの位置を有効な位
置に変更して、システムを再起動
します。18 ページを参照してくだ
さい。
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エラー

エラーの確認

エラーが発生した場合、 を押してエラーが確認される
まで、画面全体を占めるエラーのポップアップが表示

されます。 エラーは、ゲートウェイを介して確認す

ることもできます。アクティブなエラーは、メニュー
バーで表示されます。

以前の 200 件のエラーはエラー報告画面に表示され
ます。エラー報告画面に進み検索することについての
指示は、ページ 116 の運転モードを参照して下さい。

エラーには、警告、偏差、勧告の三レベルがあります。
アラームは、システムをシャットダウンさせます。
偏差と勧告は、システムをシャットダウンしません。

注 : 

• アラームはディスペンサー (流体プレート) レディ

信号を低に設定します。

• 勧告と偏差は、ディスペンサー ( 流体プレート ) レ

ディ信号を低に設定しません。

エラーは ADM の無いモデルでは CGM 経由で確認可能で
す。付録 C、 128 ページ、 出力ビット 0x0DB 参照。エ
ラーコードは４桁の ASCII ストリングにより表されて
います。例としては、取扱説明書の第一のイベント
コードは EC0X であり、ASCII 表を使用して表現されて
います。

E = 0x45
C = 0x43
0 = 0x00
X = 0x58

エラーの診断

エラーコード、考えられる原因、および処置について
は、イベントとエラーコード、およびトラブルシュー
ティング、71 ページを参照してください。

図 43: エラーのポップアップ

エラー
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イベントとエラーコード、およびトラブルシューティング

エラーコードはイベントログに保存され、エラー報告画面に表示されます。ゲートウェイエラー番号は、
ゲートウェイインターフェースの上に報告されます。

XYZ_ として示されるエラーコードは、XYZ1、XYZ2、XYZ3、XYZ4 を意味しており、最後の桁はエラーが適用される
流体プレートの番号を表します。次の表のエラーコードは、ゲートウェイエラー番号の順、その次にイベントコー
ドの順で並べ替えられます。

注 : 次のエラーリストは www.graco.com の PCF 統合パッケージで提供しています。

システムイベントとエラー

制御センターのイベントとエラー

イベン
トコ
ード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明 イベントタイプ 原因 解決法

システムイベントとエラー

--- 0 アクティブエ
ラーなし

エラーなし --- --- 対策の必要はありま
せん

EC0X --- 設定値変更 設定変更の通知 記録のみ セットアップ値
は、ディスプレー
上で変更されまし
た

変更を希望する場合は
このままにします

EL0X --- 電源切れ 制御ボックスの電源が
切れている

記録のみ --- 対策の必要はありま
せん

EM0X --- 電源切断 制御ボックスの電源
切断

記録のみ --- ---

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明

イベントタ
イプ 原因 解決法

制御センターのイベントとエラー

EVUX --- USB 無効 USB ダウンロードが試
行されたが、USB アク
ティビティが無効。

勧告
( 自己
洗浄 )

転送が高度セットアップ
画面 2 で無効。

ドライブが取り外され
る際にクリアされる。

MMUX --- USB ログの使
用率が 90%

1 つ以上の USB ログの
使用率が 90%。

勧告 ジョブまたはイベントロ
グのデータが最近ダウン
ロードされていなくて、
ログがもう少しでいっぱ
いになる。

データをダウンロード
するか、US エラーを
無効にします。

V1G0 --- DGM に電源が
供給されてい
ない

離散ゲートウェイモ
ジュールに論理電源が
供給されていない。

勧告 24 Vdc が電源ピンに接
続されていない。

付録 B - ディスク
リートゲートウェイ 
モジュール (DGM) 接
続詳細、121 ページに
従って、電源を接続し
ます。

WSG0 --- ゲートウェイ
セットアップ
エラー

システム設定が離散
ゲートウェイモジュー
ルと互換性がない。

勧告 流体プレート 1 がイン
ストールされていない。
または、流体プレート 3 
または流体プレート 4 
が取り付けられている。

流体プレート 1 を取
り付けて、流体プレー
ト 3 と 4 を取り外し
ます。

スワール 1 が取り付け
られていない。スワール 
3 またはスワール 4 が
取り付けられている。

スワール 1 を取り付
けて、スワール 3 と 
4 を取り外します。
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流体プレートのイベントとエラー 

EAUX --- USB へダウン
ロード処理中

情報は、現在、USB に
ダウンロードされてい
る最中です。

勧告 
( 自己
洗浄 )

--- 対策の必要はありま
せん。

EBUX --- USB へのダウン
ロード完了

USB へのダウンロード
が完了しました

勧告 
( 自己
洗浄 )

--- 対策の必要はありま
せん

WSU0 --- USB 構成エラー USB 構成エラー 勧告 USB 構成は、無効または
存在しません

ディスプレー上でシス
テムソフトウェアを再
インストールします

WNC0 32 ADM キートーク
ンエラー

キートークンが無いか
または無効

アラーム システムを運転するには
ADM キートークンが必要
です

キートークンがインス
トールされているか確
認します

キートークン部品番号
が、PCF ADM に対して
正しいか確認します

WNG0 --- ゲートウェイ
マップエラー

マップが無いかまたは
無効

勧告 ゲートウェイマップが無
いかまたは無効

ゲートウェイに PCF
マップをインストール
します

CBG0 --- ゲートウェイ・
リセット

ゲートウェイ・リセ
ット

勧告 
( 自己
洗浄 )

ゲートウェイの設定値が
変わりました

自動化制御を試みる前
に、リセットが完了す
るのを待ちます

WMG0 --- ゲートウェイ
エラー検出

ゲートウェイエラー検
出。別の、より具体的
なエラーの対象になら
なかったエラーを含み
ます

アラーム --- ---

CBD_ --- 流体プレート
通信エラー

流体プレートの ADM と
の通信エラー

アラーム ADM が FCM との通信を
失った。

通信を復元します。

CCG_ --- フィールドバ
ス通信エラー

フィールドバス通信エ
ラー

アラーム 自動化ゲートウェイが自
動化コントローラとの通
信を失った。

通信を復元します。

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明

イベントタ
イプ 原因 解決法

制御センターのイベントとエラー

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明

イベント
タイプ 原因 解決法

流体プレートのイベントとエラー
CAC_ --- CGM 通信エ

ラー
CGM と ADM の間の通信
が失われた

勧告 流体プレートと CGM が
通信しなていない

CAN ケーブルを再接続す
るか交換します

CGM が機能していません 赤色の状態 LED が絶え間
無く点灯している場合、
CGM を交換します

CAD_ --- 流体プレート
通信エラー

FCM が ADM との通信を
失った

アラーム ADM が通信していない CAN ケーブルを再接続す
るか交換します

ADM が機能していない 赤色状態 LED が絶え間な
く点灯している場合、
FCM を交換します

ADM が適切なキートーク
ンを持っていない

意図された ADM キー
トークンが適切に挿入
されていることを確認し
ます

B7C_ 30 スタイル範
囲外

スタイルが範囲外です アラーム 自動化コントローラに
よって要求されるスタイ
ルが流体プレートで使用
できるスタイル数を超え
ている

範囲内にあるスタイル番
号を使用します
PCF 内のスタイル数を増
加し、アクセサリキー
トークンを購入します
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B30_
B40_

31 材料が大量 最終ディスペンスサイ
クル中にディスペンス
されたマテリアルが要
求された量に許容誤差
を加えた量より多い

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択
可能 )

PCF レギュレータが正し
く調整していません

レギュレータを点検し、
必要に応じて修理します

スタイル目標ボリューム
または許容誤差の誤り 

正しい値を入力するか、
または許容誤差を 0% に
設定して、エラーを無効
にします

B10_
B20_

32 材料が少量 最終ディスペンスサイ
クル中にディスペンス
されたマテリアルが要
求された量から許容誤
差を引いた量より少
ない

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

チップまたは供給システ
ムの一部が詰まっている

チップまたは供給システ
ムを清掃します

PCF レギュレータイン
レットへのフローが十分
でない

レギュレータインレット
への流量を増加します

PCF レギュレータが正し
く調整していません

レギュレータ点検し、必
要に応じて修理します

スタイル目標ボリューム
の誤りまたは許容
誤差の誤り

B1C_
B2C_

33 計算対象低 要求量 /質量と入力さ
れたプロセスの目標量
の差が、要求スタイル
の入力済みの許容誤差
より大きい

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

入力されたプロセスの対
象が正しくない

正しいプロセス対象を入
力します

入力された許容誤差が正
しくない

正しい許容誤差を入力し
ます

要求されたボリュームが
正しくない

オートメーションプログ
ラムを点検します

オートメーションに問題
がある

オートメーションが正し
いことを確認します

B3C_
B4C_

34 計算対象高 要求量 /質量と入力さ
れたプロセスの目標量
の差が、要求スタイル
の入力済みの許容誤差
より大きい

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

入力されたプロセスの対
象が正しくない

正しいプロセス対象を入
力します

入力された許容誤差が正
しくない

正しい許容誤差を入力し
ます

要求されたボリュームが
正しくない

オートメーションプログ
ラムを点検します

オートメーションに問題
がある

オートメーションが正し
いことを確認します

WND_ 51 流体プレート
キートークン
エラー

キートークンが無いか
または無効

アラーム FCM キートークンは、シ
ステムを運転するのに必
要です

FCM キートークンがイン
ストールされているか確
認します

FCM キートークンが正し
い部品番号であるか確認
します

P6D_ 52 アウトレット
圧力トランス
デューサー・
エラー

アウトレット圧力トラ
ンスデューサー・エ
ラー

アラーム アウトレット圧力トラン
スジューサーに問題が検
出されました

アウトレット圧力トラン
スジューサが、正しくイ
ンストールされ、接続さ
れていることを確認し
ます

必要に応じて交換し
ます

P6F_ 53 インレット圧
力トランス
デューサー・
エラー

インレット圧力トラン
スデューサー・エラー

勧告 インレット圧力トランス
ジューサーに問題が検出
されました

インレット圧力トランス
ジューサが、正しくイン
ストールされ、接続され
ていることを確認します

必要に応じて交換し
ます

F6D_ 54 フロー・メ
ータのエラ
ー発生

フロー・メータのエ
ラー発生

アラーム フロー・メータに問題が
検出されました

フロー・メータが正し
く、インストールされ、
接続されていることを確
認します

必要に応じて交換します

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明

イベント
タイプ 原因 解決法

流体プレートのイベントとエラー
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WED_ 55 V/P エラー 電圧 - 圧力トランス
デューサーエラー

アラーム V/P に問題が検出されま
した

アウトレット圧力トラン
スジューサが、正しくイ
ンストールされ、接続さ
れていることを確認し
ます

必要に応じて交換します
WJ1_ 56 ディスペン

ス・バルブ 1 
エラー

ディスペンス・バルブ
1 エラー

アラーム ディスペンスバルブ 1に
問題が検出されました

ディスペンスバルブ 1
が、正しくインストール
され、接続されているこ
とを確認します

必要に応じて交換します
WJ2_ 57 ディスペン

ス・バルブ 2 
エラー

ディスペンス・バルブ
2 エラー

アラーム ディスペンスバルブ 2に
問題が検出されました

ディスペンスバルブ 2
が、正しくインストール
され、接続されているこ
とを確認します

必要に応じて交換します
WJ3_ 58 ディスペン

ス・バルブ 3 
エラー

ディスペンス・バルブ
3 エラー

アラーム ディスペンスバルブ 3に
問題が検出されました

ディスペンスバルブ 3
が、正しくインストール
され、接続されているこ
とを確認します

必要に応じて交換します
WJ4_ 59 ディスペン

ス・バルブ 4 
エラー

ディスペンス・バルブ
4 エラー

アラーム ディスペンスバルブ 4に
問題が検出されました

ディスペンスバルブ
4 が、正しくインストー
ルされ、接続されている
ことを確認します

必要に応じて交換します
WSD_ 60 互換性のない

バルブ設定
複数のバルブ操作に対
して互換性のない設定。
ディスペンスが試行さ
れた

アラーム 同じ流体プレートにある
複数のバルブから、異な
る圧力での同時ディスペ
ンスが試行された

流体プレート x、画面 2 
( モード設定 ) に示され
ている設定を確認します

オートメーションプログ
ラミングを確認します

WSD5 60 互換性のない
バルブ設定

複数のバルブ操作に対
して互換性のない設定。
ディスペンスが試行さ
れた

アラーム 同じ流体プレートにある
複数のバルブから、異な
る圧力での同時ディスペ
ンスが試行された

離散ゲートウェイ画面
で、同時にディスペンス
するバルブの設定を同じ
圧力に設定します

オートメーションプログ
ラミングを確認します

F7D_ 61 バルブ閉じた
状態での流量

バルブが閉じた状態で、
システムが流量計のパ
ルスを測定している

アラーム ディスペンスホースの漏
れがある

ホースを点検し、必要に
応じて交換します

フローメータが不正な信
号を送信した

フローメータセンサまた
は校正メータを交換しま
す

ディスペンスバルブが正
しく動作していない

ディスペンスバルブを交
換します

V2D_ 62 低アナログ ディスペンス中にコマ
ンドケーブルのアナロ
グコマンドが最低値の 
1 V 未満に下がった

偏差 コマンドケーブル接続が
正しく行われていない
か、または緩んでいる

コマンドケーブルおよび
接続を点検します

入力したコマンドモード
が正しくない

正しいコマンドモードを
入力します

オートメーションプログ
ラムエラー

正しいオートメーション
プログラムを確認します

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明

イベント
タイプ 原因 解決法
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WFD_
WFG_

63 フローメータ
必要

操作モードでフロー
メータが要求されます。
流体プレート設定値が
フローメータを要求す
るがフローメータが無
いとき、勧告が発せら
れます。
フローメータを要求す
るモードでディスペン
スが試みられるが、フ
ローメータが無い場合、
アラームが発せられ
ます。

アラームま
たは勧告 
( 自己洗浄 )

選択されたバルブモード
の設定が流量計を要求
する

バルブモードの設定を確
認します

FCM 用のメータ使用可能
なトークンを購入してフ
ローメータにインストー
ルします

FCM キートークンが無い
かまたは無効

FCM キートークンのエ
ラーがないか点検します

EJD_ 64 ジョブ・サイ
クルがタイム
アウトする

ジョブ・サイクルがタ
イムアウトする

アラーム オートメーション信号が
ジョブサイクルを適切に
終了させませんでした

オートメーションプログ
ラム作成が、ジョブ操作
説明書通りか点検します

WXD_ 65 流体プレー
ト・エラー検
出

流体プレートエラー検
出。別の、より具体的
なエラーの対象になら
なかったエラーを含み
ます

アラーム コマンドケーブルのピン 
1 に印加されるアナログ
電圧が 10 Vdc を超えて
いる。

コマンドケーブルのピン 
1 の信号を 0-10 Vdc 
の範囲に制限します

FCM の障害 必要に応じて FCM を交
換します

P3F_
P4F_

66 最大インレッ
ト圧力

レギュレータへのイン
レット圧力が操作用に
設定された上限値を超
えています

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

設定制限値が誤り リミット設定が正しいこ
とを確認します

マテリアル供給圧力が高
過ぎる

マテリアル供給圧力を下
げます

トランスデューサが壊れ
ている

トランスデューサーを点
検し、必要であれば交換
します

P3D_
P4D_

67 最大アウト
レット圧力

レギュレータのアウト
レット圧力が操作用に
設定された上限値を超
えています

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

設定制限値が誤り リミット設定が正しいこ
とを確認します

マテリアル供給圧力が高
過ぎる

マテリアル供給圧力を下
げます

トランスデューサが壊れ
ている

トランスデューサーを点
検し、必要であれば交換
します

P1F_
P2F_

68 最小インレッ
ト圧力

レギュレータへのイン
レット圧力が操作用に
設定された下限値を超
えています

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

設定制限値が誤り リミット設定が正しいこ
とを確認します

マテリアル供給圧力が低
過ぎる

マテリアル供給圧力を上
げます

トランスデューサが壊れ
ている

トランスデューサーを点
検し、必要であれば交換
します

P1C_
P2C_

69 低圧 計測されたアウトレッ
ト圧力が希望アウト
レット圧力から許容誤
差を引いたものより
低い

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

リミット設定が正し
くない

リミット設定が正しいこ
とを確認します

マテリアルのフローがな
いか、または不十分で
ある

マテリアルフローレート
を増加させます

ディスペンスバルブニー
ドルが詰まってクローズ
している

ニードルを取り外して点
検します

ディスペンスバルブに漏
れがある

ディスペンスバルブを交
換します

レギュレータが正しく動
作していない

レギュレータを修理し
ます

保留ポンプウィンクがア
ウトレットを通過した

ポンプ圧を上げます

トランスデューサが壊れ
ている

トランスデューサーを点
検し、故障している場合
は交換します

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名 イベントの説明
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P3C_
P4C_

70 高圧 計測されたアウトレッ
ト圧力が希望アウト
レット圧力に許容誤差
を加えたものより高い

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

リミット設定が正しく
ない

リミット設定が正しいこ
とを確認します

ディスペンスホース /装
置が詰まっている

ホース /装置を清掃また
は交換します

トランスデューサが壊れ
ている

トランスデューサーを点
検し、故障している場合
は交換します

レギュレータが完全にク
ローズすべきときにク
ローズしていない

レギュレータを修理しま
す

F1D_
F2D_

71 低フロー
レート

測定されたフローレー
トが、希望のフロー
レートから許容誤差を
引いた値未満である

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

液供給が少な過ぎるため
希望のフローレートに達
しない

液供給圧力を増加する
か、またはフィルタの詰
まりを点検します

チップが詰まっている チップの交換または清掃
を行います

ソレノイドバルブへのエ
ア圧力がない

ソレノイドバルブへのエ
ア圧力を ON にします

フローメータ信号がない ケーブルおよびセンサを
点検します

マテリアルが供給され
ない

ドラムを交換するか、ま
たはポンプを ON します

流量許容誤差または流量
エラー時間が正しくない

正しい流量許容誤差また
は流量エラー時間を入力
します

F3D_
F4D_

72 高フロー
レート

測定されたフローレー
トが、希望のフロー
レートに許容誤差を加
えた値より大きい

アラームま
たは偏差表
示 ( ユーザ
選択可能 )

最小レギュレータ動作圧
力未満で運転している

液圧力を最小レギュレー
タ値以上に上げます

レギュレータが磨耗して
いるか、または正常に動
作していない

レギュレータを修理しま
す

フローメータが不正な信
号を送信した

フローメータセンサを交
換します

流量許容誤差または流量
エラー時間が正しくない

正しい流量許容誤差また
は流量エラー時間を入力
します

EKD_ 73 ジョブタイ
マーによる
ショット終了

ショットディスペンス
サイクルはジョブタイ
マーによって終了させ
られます。

勧告 ジョブ終了タイマーは、
ショットディスペンスを
停止するために使用され
ました

時間制限を設けたショッ
トを希望する場合、対策
の必要はありません

EHD_ 74 パージ・タイ
マー切れ

パージ・タイマー切れ 勧告 PCF パージタイマー ( ス
タイル 0) が切れました

自動化制御がパージを要
求します

EAC_ 75 保守モー
ド開始

保守モード開始 勧告 
( 自己洗浄 )

保守ディスペンスモード
に入りました

対策の必要はありません

EBC_ 76 保守モー
ド終了

保守モード終了 勧告 
( 自己洗浄 )

保守ディスペンスモード
を終了しました

対策の必要はありません

MHD_ 77 保守期日 -レ
ギュレータ

保守期日 -
レギュレータ

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MFD_ 78 保守期日 -フ
ローメーター

フローメータ用保守期
日

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

イベント
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MED_ 79 保守期日 -V/P 電圧 - 圧力トランス
デューサのメンテナン
ス期日に達した 

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MCD_ 80 保守期日 -供
給

供給システム用保守期
日

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MD1_ 81 メンテナンス
期日 - バルブ 
1

バルブ 1 のメンテナン
ス期日に達した

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MD2_ 82 メンテナンス
期日 - バルブ 
2

バルブ 2 のメンテナン
ス期日に達した

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MD3_ 83 メンテナンス
期日 - バルブ 
3

バルブ 3 のメンテナン
ス期日に達した

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

MD4_ 84 メンテナンス
期日 - バルブ 
4

バルブ 4 のメンテナン
ス期日に達した

勧告 加算機が限界設定値を超
えました

コンポーネントを整備し
ます

必要であれば、加算機を
リセットします

CCD_ 85 重複モジ
ュール

重複流体制御モジュー
ル検出

アラーム 2 つ以上の FCM が同じ
ロータリスイッチの設定
になっている

すべての FCM が適切な
ロータリスイッチの設定
であることを確認しま
す。ロータリスイッチの
設定の変更後は、モ
ジュールをリセットしま
す。流体プレートアセン
ブリ概要セクション、 
17 ページを参照

EAD_ 86 スワールメン
テナンスモー
ドに入った

スワールメンテナンス
モードに入った

勧告 ( 自己
洗浄 )

この流体プレートに関連
するスワールゾーンがメ
ンテナンスモードに入
った

対策の必要はありま
せん

WFC_ 87 ショットの流
量なしタイム
アウト

バルブがショットモー
ドで有効化されてから
流量が 5 秒間検出され
なかった

アラーム ディスペンスバルブが正
常に動作していない

ディスペンスが正常に動
作しているかどうか、お
よび /または詰まりがあ
るかどうかを確認します

流体の漏れ 流体の接続部を確認しま
す

CR1_ 88 バルブ 1 ス
ワール通信エ
ラー

スワールで流体プレー
ト通信エラー

アラーム 流体プレートが、このバ
ルブと流体プレートに関
連するスワールゾーンと
の通信を失った

通信を復元します

CR2_ 89 バルブ 2 ス
ワール通信エ
ラー

スワールで流体プレー
ト通信エラー

アラーム 流体プレートが、このバ
ルブと流体プレートに関
連するスワールゾーンと
の通信を失った

通信を復元します
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CR3_ 90 バルブ 3 ス
ワール通信エ
ラー

スワールで流体プレー
ト通信エラー

アラーム 流体プレートが、このバ
ルブと流体プレートに関
連するスワールゾーンと
の通信を失った

通信を復元します

CR4_ 91 バルブ 4 ス
ワール通信エ
ラー

スワールで流体プレー
ト通信エラー

アラーム 流体プレートが、このバ
ルブと流体プレートに関
連するスワールゾーンと
の通信を失った

通信を復元します

WD1_ 92 バルブ 1 ス
ワールの故障

スワールモーターの
故障

アラームま
たは偏差 
( ユーザー選
択可能 )

このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ゾーンとの通信を失った

スワールモーターの故障
を解決します ( 考えられ
る可決策については、エ
ラー WBDX を参照 )

WD2_ 93 バルブ 2 ス
ワールの故障

スワールモーターの
故障

アラームま
たは偏差 
( ユーザー選
択可能 )

このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ゾーンとの通信を失った

スワールモーターの故障
を解決します ( 考えられ
る可決策については、エ
ラー WBDX を参照 )

WD3_ 94 バルブ 3 ス
ワールの故障

スワールモーターの
故障

アラームま
たは偏差 
( ユーザー選
択可能 )

このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ゾーンとの通信を失った

スワールモーターの故障
を解決します ( 考えられ
る可決策については、エ
ラー WBDX を参照 )

WD4_ 95 バルブ 4 ス
ワールの故障

スワールモーターの
故障

アラームま
たは偏差
(ユーザー選
択可能 )

このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ゾーンとの通信を失った

スワールモーターの故障
を解決します ( 考えられ
る可決策については、エ
ラー WBDX を参照 )

MB1_ 96 メンテナンス
期日 - V1 
オービター

バルブ 1 スワールオー
ビターのメンテナンス
期日に達した

勧告 このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ディスペンサーのアク
ティブ時間の加算機が限
界値の設定を超えた

構成部品を整備します

 必要に応じて加算機を
リセットします

MB2_ 97 メンテナンス
期日 - V2 
オービター

バルブ 2 スワールオー
ビターのメンテナンス
期日に達した

勧告 このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ディスペンサーのアク
ティブ時間の加算機が限
界値の設定を超えた

構成部品

必要に応じて加算機をリ
セットします

MB3_ 98 メンテナンス
期日 - V3 
オービター

バルブ 3 スワールオー
ビターのメンテナンス
期日に達した

勧告 このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ディスペンサーのアク
ティブ時間の加算機が限
界値の設定を超えた

構成部品を整備します

 必要に応じて加算機を
リセットします

MB4_ 99 メンテナンス
期日 - V4 
オービター

バルブ 4 スワールオー
ビターのメンテナンス
期日に達した

勧告 このバルブと流体プレー
トに関連するスワール
ディスペンサーのアク
ティブ時間の加算機が限
界値の設定を超えた

構成部品

必要に応じて加算機をリ
セットします

イベント
コード
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スワールのイベントとエラー

イベント
コード

ゲート
ウェイエ
ラー番号 イベント名

イベント
説明

イベントタ
イプ 原因 解決法

スワールのイベントとエラー

CBR_ --- USB 通信エラー ADM とのスワール通信
エラー

アラーム ADM がスワール制御 
DGM との通信を失った

通信を復元します

CDR_ --- 重複モジュール 重複したスワール制御 
DGM が検出された

アラーム 2 つ以上のスワール制
御 DGM が同じロータリ
スイッチの設定になっ
ている

すべてのスワール制御 
DGM が適切なロータリ
スイッチの設定である
ことを確認します。
ロータリスイッチの設
定の変更後は、モ
ジュールをリセットし
ます。スワール制御 
DGM セクション、 22
ページを参照してくだ
さい。

EAD_ --- 保守モード開始 保守モード開始 勧告 
( 自己洗浄 )

スワールメンテナンス
モードに入った

対策の必要はありま
せん

EBD_ --- 保守モード終了 保守モード終了 勧告 
( 自己洗浄 )

メンテナンスモード終
了

対策の必要はありま
せん

MBD_ --- メンテナンス期
日 - オービター

スワールオービターの
メンテナンス期日に達
した

勧告 スワールのアクティブ
時間の加算機が限界値
の設定を超えた

構成部品を整備します 

必要に応じて加算機を
リセットします

WBD_ --- スワールモー
ターの故障

動作中に少なくとも 5 
秒間、モーター速度が 
+/- 50% の許容誤差の
範囲外

アラーム ケーブルの接続が外れ
ている

スワールボード、ス
ワールモーターケーブ
ル、スワールオービ
ターへのケーブル接続
を点検します

モーターケーブルの短
絡 ( スワールボードの
琥珀色 LED がオンに
なる )

スワールモーター
ケーブル 16.8 m 
(55 フィート ) 
を交換します

オービターのベアリン
グの故障

ベアリングを交換し
ます

モーターの欠陥 スワールオービターを
交換します
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保守

保守手順通りに進める前に、ページ 61 の圧力開放手順
に従って下さい。

保守スケジュール

以下の表には、本製品を安全に操作するための、推奨する保守手順および頻度が記載されています。保守は、
機械系統の作業と電気系統の作業に分割されます。保守は、このスケジュール通りに、熟練した人員に行わせ、
本製品の安全性および信頼性を確実にする必要があります。

機械系統

電気

   * メンテナンスに関する詳細情報については、構成部品の説明書を確認してください。

操作者 保守要員

作業 毎日 毎週 毎月行う
保守作業

3-6
ヶ月または
125,000 
サイクル

18-24
ヶ月また
は500,000 
サイクル

36-48
ヶ月または
1,000,000 
サイクル

7000 
時間

システムからの漏れの調査 

運転後の液の減圧 

運転後のシステム冷却 

フィルタ (234967) ボウルお
よびドレインの点検



ホース磨耗の点検 

液接続部の点検 / 締め 

エア接続部の点検 / 締め 

ディスペンスバルブの潤滑 * 

レギュレータの再構成 * 

ディスペンスバルブの再構成 * 

エアフィルタの交換 

ソレノイドの交換 

電圧 - 圧力 (V/P) 
トランスデューサの交換



* メンテナンスに関する詳細情報については、構成部品の説明書を確認してください。

作業 毎週

ケーブル磨耗の点検 

ケーブル接続の確認 

「システム停止」ボタンの動作確認 
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高度ディスプレイモジュール (ADM)

ソフトウェアのアップグレード

注 : ソフトウェアをアップグレードする前に、カスタ
ム言語ファイル ( インストールされている場合 ) 
をバックアップします。詳細については、ページ 63
の USB データを参照してください。

1. システムへの電源をオフにします。

2. トークンアクセスパネルを取り外し、それから
トークンキーを取り外します ( トークンを廃棄し
ないで下さい )。

3. スロットの中に、ソフトウェアトークンをしっか
り挿入して、押しこみます。

注 : トークンには推奨の方向はありません。

4. システムへの電源をオンにします。赤の表示灯 
(BL) が、新しいソフトウェアが完全にロードされ
るまで点滅します。

5. 赤の表示灯消えた後、システムへの電源をオフに
します。

6. ソフトウェアトークンを取り外します。

7. キートークンを再度取り付けて、トークンアクセ
スパネルを元に戻します。

清掃

ガラスクリーナーのようなアルコールベースの家庭用
の洗剤を使用してディスプレーを洗浄します。

ゲートウェイモジュールソフト
ウェアのアップグレード

注 : 注 : ゲートウェイモジュールのシステムへの接続
は、アップグレードトークンを使用する間、一時的に
無効になります。以下の説明は、すべてのゲートウェ
イモジュールに適用されます。

1. システムへの電源をオフにします。

2. アクセスカバーを取り外します。

3. スロットの中に、トークンをしっかり差し込んで、
押しこみます。

注 : トークンには推奨の方向はありません。

4. ～秒まで 図 47 に示されたボタンを押し続け、次
に離して下さい。赤の表示灯 (CK) が、新しいソフ

トウェアが完全にロードされるまで点滅します。

5. 赤の表示灯消えた後、システムへの電源をオフに
します。

6. トークンを取り外します。

7. アクセスカバーを元に戻します。

図 44: アクセスパネルの取り外し

図 45: トークンの挿入

r_24E451_3B9900_3a

アクセスパネル

トークン

BL

r_24E451_3B9900_4a

図 46: アクセスカバーの取り外し

図 47: トークンの挿入

TI12319A

アクセス
カバー

TI12320A

CK

トークン
ボタンを押します



保守 

82 3A2623R

ゲートウェイ・モジュール フィー
ルド・バス・マップのアップグ
レード

注 : フィールドバスの接続は、マップトークンを使用
する間、一時的に無効になります。以下の説明は、
すべてのゲートウェイモジュールに適用されます。

1. ゲートウェイモジュールソフトウェアのアップグ
レードを実行します。フィールドバスマップの
アップグレード前に、ソフトウェアをアップグ
レードする必要があります。

2. アクセスカバーを取り外します。

3. スロットの中に、マップトークンをしっかり差し
込んで、押しこみます。

注 : トークンに推奨の向きはありません。

4. プッシュボタンを押して 3 秒間押し続け、それか
ら離します。赤色の表示灯 (CK) は、2 回点滅し、
休んで、それからデータマップがアップロードさ

れた後、1 回点滅します。

5. ソフトウェアがアップロードに成功したとき、
マップトークン (CC) を取り外します。

6. アクセスカバーを元に戻します。

図 48: アクセスカバーの取り外し

TI12319A

アクセス
カバー

図 49: トークンの挿入

トークン

TI12320A

プッシュボタン

CK
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流体制御モジュール (FCM) ソフト
ウェアのアップグレード

注 : FCM の接続は、アップグレードトークンを使用す
る間、一時的に無効になります。

1. システムへの電源をオフにします。

2. トークンアクセスカバーを取り外して、キートー
クンを取り外します ( トークンを廃棄しないでく
ださい )。

3. スロットの中に、ソフトウェアトークンをしっか
り挿入して、押しこみます。

注 : トークンには推奨の方向はありません。

4. ～秒まで 図 51 に示されたボタンを押し続け、次
に離して下さい。赤の表示灯 (CK) が、新しいソフ
トウェアが完全にロードされるまで点滅します。

5. 赤の表示灯消えた後、システムへの電源をオフに
します。

6. ソフトウェアトークンを取り外します。

7. 青いキートークンを再度取り付けて、アクセスカ
バーを再設置します。

エアフィルター保守

フィルタエレメントの損傷を防ぐには、エアフィ
ルターを、2 年毎または圧力の低下が 14.5 psi 
(100 kPa、1.0 バール ) になるか、どちらか先に達し
たときに交換します。

デュアルフィルタアセンブリの交換用エアフィルタ
(234967)

スワールディスペンサー

メンテナンススケジュールについては、取扱説明書 
309403 を参照してください。

図 50: アクセスカバーの取り外し

図 51: トークンの挿入

TI12334A

アクセス
カバー

CK

トークン

TI12335A

ボタンを押しま

部品 説明

123091 5 ミクロンエアフィルター

123092 0.3 ミクロンエアフィルター
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修理

流体プレートアセンブリ

この章では、流体プレートアセンブリのコンポーネン
トの取り外しおよび交換方法を説明します。

流体プレート・アセンブリの修理の
準備

1. CAN ケーブルを流体プレートから外します。

2. ページ 61 の圧力開放手順を実行してください。

3. 流体プレートアセンブリの側板を取り外します。
流体プレートアセンブリ部品、ページ 98、
を参照してください。

フローメータの修理

完全なフローメータ (129) の修理については、取扱説
明書 309834 の保守および修理のセクションを参照して
ください。

注： コリオリス流量メーターは、現場での修理は不可
能です。

取り付けプレートからのフローメータの取り
外し

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. フローメータセンサからフローメータケーブル 
(131) を外します。図 52 を参照してください。

3. マテリアルホースを外します。

4. レギュレータからスイベル接続金具 (109) を外し
ます。

5. 4 本のネジ (127) およびワッシャー (125、126) 
を外し、ブラケット (124) およびフローメータ 
(129) を取り外します。

6. フローメータの重量は約 15 ポンドあります。
(6.75 kg)。取り付け板 (101) から慎重に持ち上げ
て離します。

図 52: 流体プレートアセンブリ

129

108

101

124

125, 126, 127

109131

103

r_pf0000_313377_18a
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フローメータの取り付けプレートへの取り付け

注： コリオリス流量メーターは流体プレートには搭載
出来ません。

1. スイベル接続金具 (109) をレギュレータのマテリ
アルインレットに通しながらフローメータ (129) 
およびブラケット (124) を流体プレートに収めま
す。図 52 を参照してください。

2. スイベル接続金具をレギュレータマテリアルイン
レットに締め付けます。

3. 4 本のネジ (127) およびワッシャー (125、126) 
を締めて、ブラケットおよびフローメータを所定
の場所に固定します。

4. フローメータ メータとレギュレータ (108) 
の位置が調整されたままであることを点検します。

5. マテリアルホースを接続します。

6. フローメータケ－ブル (131) を接続します。

ソレノイドの交換

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備、
84 ページを参照してください。

2. FCM ケーブルおよび 3 本のエアチューブをすべて外
します。

3. 両方のネジ (137) をトランスデューサブラケット
(118) から取り外します。

4. ディスペンスバルブ ソレノイド (132) を取り
外して、新しいソレノイドと交換します。

5. 新しいソレノイドをネジでブラケットに固定し
ます。

6. FCM ケーブルおよび 3 本のエアチューブをすべて再
接続します。

電圧 - 圧力 (V/P) トランスデューサの交換

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. FCM ケーブルおよび両方のエアチューブを外し
ます。

3. 両方のトランスデューサネジ (122) をトランス
デューサブラケット (118) から取り外します。

4. V/P トランスデューサ (121) を取り外して、
新しい V/P トランスデューサと交換します。図 53

r_pf0000_313377_34a
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図 54

図 55
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5. 新しい V/P トランスデューサをネジでブラケット
に固定します。

6. FCM ケーブルおよび両方のエアチューブを再接続し
ます。

流体制御モジュールの交換

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. 4 本のネジ (128) をトランスデューサブラケット 
(118) から取り外し、ブラケットを取り外します。
( トランスデューサブラケットに接続されている、
ディスペンスバルブソレノイド (132) と V/P トラ
ンスデューサ (121) はそのままにしておきます。)

3. 以下のケーブルを FCM から外します：

• ディスペンスバルブ ソレノイドケーブル

• メータセンサーケーブル

• 両方の V/P ケーブル

• I/O ケ - ブル

• インレット圧力トランスジューサケーブル 

( 環境モデルのみ )
• アウトレット圧力トランスデューサケーブル

4. 2 本のネジを FCM (103) から外し、新しい FCM と交
換します。

5. 新しい FCM をネジでブラケット (102) に固定し
ます。

6. ステップ 3 に記載されているケーブルを接続し
ます。

7. ネジを使用して、トランスデューサブラケットを
再度取り付けます。

流体制御モジュールベースの交換

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. FCM (103) を取り外します。流体制御モジュールの
交換に従って下さい。( ケーブルは、FCM に取り付
けたままにして下さい )

3. 電源ケーブルをベース (102) から外してください。

4. ベースから 4 本のネジ (105) および接地ネジ 
(106) を外し、新しいベースと交換します。

5. ベースをネジで流体プレート (101) に固定します。

6. 電源ケーブルを再接続します。

7. FCM を再度取り付けます。流体制御モジュールの交
換に従って下さい。

図 56
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トランスジューサ Oリングの交換

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. 流体アウトレット圧力センサー (117) をレギュ
レータ (108) から取り外します。

3. トランスジューサ (CG) を固定ナット (CH) から押
し出します。

4. 不具合のある Oリング (120) を取り外して新しい
ものと交換します。

5. トランスジューサを固定ナット内に押し戻します。

6. 流体アウトレット圧力センサをレギュレータに再
接続します。

図 58

図 59

117
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流体レギュレータの修理

カートリッジ流体レギュレータ全体の修理については、
取扱説明書 308647 を参照してください。マスティック
流体レギュレータ全体の修理については、取扱説明書
307517 を参照してください。

図 60 を参照して、以下の手順を実行します。

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備、 84 ペー
ジを参照してください。

2. 6 mm の六角レンチでバルブハウジング (CE) を緩
め、ベースハウジング (CD) からカートリッジアセ
ンブリを引き出して、取り外します。

注 : 固定ナット (CC) は、ベースハウジングからカー
トリッジアセンブリを取り外すときによく緩みます。
必ず手順 4 に記載されている通りに再度トルクを与え
ます。

3. ベースハウジング (CD) の内部壁を点検、清掃し
ます。

注 : ベースハウジングの内部壁を擦ったり、引っ掻い
たりしないように注意します内部壁表面はシール処理
されいます。

4. 固定ナット (CD) に 140 から 160 in-lb 
(16 から 18 N•m) のトルクを再度与えます。

注 : 手順 5 でベースハウジングに取り付ける前に固定
ナットに再度トルクを与える必要があります。

5. ベースハウジング (CD) に新しいカートリッジを取
り付け、バルブハウジング (CE) に 30 から
35 ft-lb (41 から 48 N•m) のトルクを与えます。

注 : バルブシートは両面性であり、裏面を使用して寿
命を延ばすことができます。o- リングおよびボールは
交換する必要があります。308647 取扱説明書を参照の
こと。

注

ハードカーバイドボール、バルブアクチュエータ、
およびバルブシートは、破損をさけるために、慎重
に取り扱ってください。

図 60: カートリッジ・アセンブリの交換
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レギュレータ・ベース・ハウジング・
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ダイヤフラムお
よびバルブアク
チュエータサブ
アセンブリ

図示はカートリッジレギュレータ 244734 です
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増幅器の交換

( 加熱流体プレートのみ )

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. 圧力センサ・ケーブル (117) および電源出力ケー
ブルを外します。

3. 増幅器 (116) カバー上の 4 本ネジを緩めて、
それからカバーを取り外します。

4. 増幅器をブラケットに固定しているネジ (105) 
を取り外します。

5. 増幅器を取り外して新しい増幅器と交換します。

6. 4 本のネジで新しい増幅器をブラケットに固定し
ます。

7. 増幅器カバーを元に戻してネジを締めます。

8. 圧力センサケーブル (117) および電源出力ケーブ
ルを再接続します。

増幅器の校正

( 加熱流体プレートのみ )

1. 流体プレート・アセンブリの修理の 準備 , 
ページ 84。

2. アウトレット圧力センサをアウトレット接続金具
から取り外して、センサに圧力が掛からないこと
を確実にします。

ディスプレー設定値の調整

3. システムがセットアップモードの状態で、高度画
面に移動します。

4.   を押して、高度画面 2 にスクロールし

ます。

5.  を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

6.  を押して、圧力ユニット・フィールドに進み

ます。  を押して、ドロップダウンリストを開

き、psi を選択します。  を押して新しい単位を

入力します。

7.  を押して編集モードを終了します。

8. システムがセットアップモードのままで、流体プ
レート x、画面 5 ( 圧力センサー ) に移動します。

9.  を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。

10.  を押して、アウトレット・オフセット・

フィールドに進みます。psi を 0 に設定して下さ

い。  を押して新しい設定を入力します。

11.  を押して編集モードを終了します。

図 61: 増幅器の交換
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増幅器設定値の調整

12. 増幅器 (116) からカバーを取り外します。ページ 
89 の増幅器の交換を参照してください。

13. EXCITATION SELECTOR ジャンパーが中央の位置
(5 Vdc) にあることを確実にします。
図 62(90 ページ ) を参照してください。

14. COARSE GAIN ディップスイッチ 1 が ON に設定され
ていることを確実にします。他のすべては OFF に
設定して下さい。

15. FINE ZERO ポテンショメータをディスプレーのアウ
トレット圧力の表示が 0 になるまで調整します。

16. ジャンパーワイヤーの小片またはペーパークリッ
プを使用して、SHUNT CAL 端子と ENABLE 端子を接
続します。

17. 圧力センサーの較正証明書からのデータ (PCF 文書
または交換用圧力センサーに付属 ) を使用し、以
下の公式を使用してシャント較正圧力を計算しま
す。

18. FINE GAIN ポテンショメーターを、流体プレート
ｘ、画面５（圧力センサー）の出口圧力が計算さ
れたシャントキャリブレーション圧力に適合する
まで調整して下さい。

19. SHUNT CAL 端子および ENABLE 端子からジャンパー
ワイヤまたはペーパークリップを取り外します。

20. 適切な較正を保証するために、手順 15 - 19 を少な

くとも 1 回追加して繰り返します。

21. 増幅器のカバーを交換します。ページ 89 の増幅器
の交換を参照してください。

22. アウトレット圧力センサが外されている場合、
再接続します。

23. 希望に応じて、高度セットアップ画面 2 で、
圧力単位を希望設定に変更します。

シャント構成圧力 = ( シャント較正因数 / 較正
因数 ) * 5000 psi (345 bar)

図 62: 増幅器設定値
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制御センターアセンブリ

制御センターの修理の準備

1. ディスプレーの電源をオフにします。

2. 制御センターアセンブリへの主電源を切り離し
ます。

3. 制御センターアセンブリ前面カバー (20) を取り外
します。

ゲートウェイモジュールの交換

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. 自動化通信ケーブル (AE) を外します。

3. ゲートウェイモジュール (5) をベース (3) に固定
する 2 本のネジを外して、モジュールを取り外し
ます。

4. 2 本のネジを使用して、新しいゲートウェイモ
ジュールを取り付けます。

5. 自動化インターフェースケーブルを再接続します。

6. 81 ページを参照してソフトウェアをアップグレー
ドし、その次にフィールドバスマップをアップグ
レードしてください、82 ページ参照。

ゲートウェイモジュールベースの交換

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. ゲートウェイモジュール (5) を取り外します。
ゲートウェイモジュールの交換に従って下さい。
( 自動化通信ケーブル (AE) は、ゲートウェイモ
ジュールに取り付けられたままにしておきます。)

3. CAN ケーブル (19) および電源ケーブル (6) を
ベース (3) から切り離します。

4. ベースから 4 本のネジ (16) および接地ネジ (12) 
を外し、新しいベースと交換します。

5. 5本のネジを使用して新しいベースを裏カバー (1) 
に固定します。

6. ゲートウェイ・モジュール を再度取り付けます。
ゲートウェイモジュールの交換に従って下さい。

図 63
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図 64
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スワールボード 16K570 の交換 :

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. ネジ (a) をスワールボードカバーから取り外しま
す。スワールボードカバーを開けます。

3. ケーブルコネクタ (b) をスワールボードから取り
外します。

4. スワールボードから 4 本のネジ (c) を取り外しま
す。新しいボードと取り替えて、4 本のネジ (c) 
で固定します。

5. ケーブルコネクタ (b) を新しいボードに挿入し
ます。

6. ネジ (a) を使用して、スワールボードを再度組み
立てます。

高度なディスプレー・モジュールの交換

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. CAN ケーブル (18) の接続を ADM (2) から外し
ます。

3. ADM を取り付けブラケットからパチンと音を立てて
抜いて取り外します。

4. 古い ADM では、トークンアクセスパネルを取り外
してから、キートークンを取り外します。トーク
ンを廃棄しないでください。

5. CAN ケーブルを新しい ADM に接続します。

6. 新しい ADM ソフトウェアにアップグレードします。 
81 ページを参照してください。

7. 新しい ADM にキートークンを挿入して下さい。
トークンアクセスパネルを取り替えます。

8. ADM を取り付けブラケットの留め金に挿入して取り
付けます。

図 65

a

b

c

図 66
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高度なディスプレーモジュールブラケットの交換

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. ADM (2) を取り外します。高度なディスプレー・モ
ジュールの交換に従って下さい。(CAN ケーブルは、
ADM に取り付けたままにしてください )

3. スピードクリップ (25) およびリベット (26) を取

り付けブラケット (21) から取り外します。

4. 取り付けブラケットを前面カバー (20) から取り外
して、新しいブラケットと交換します。

5. 新しいブラケットをスピードクリップおよびリ
ベットで前面カバーに固定します。

6. ADM を再度取り付けます。

DIN レールアセンブリの交換

1. 制御センターの修理の準備 , ページ 91。

2. ネジ (22) およびワッシャ (28) の両方をライン電
圧アセンブリカバー (7) から外します。カバーを
外します。

3. DIN レールモジュールおよびフィルタからすべての
配線を外します。

4. 4 本のネジ (40) を DIN レールおよびフィルタから
外します。

5. ワイヤをロッカー / ロータリースイッチから外し
ます。手順 7 において、容易に接続するためにワ
イヤの位置に注意します。

図 67
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図 68
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6. DIN レール、フィルタおよびロッカースイッチ (所
定の場所にはめ込む ) を取り外します。新しいコン
ポーネントと交換します。4 本のネジ (40) を使用
して、DIN レールとフィルタを背面制御センターア
センブリのカバー (1) に固定します。ロッカー /
ロータリースイッチを所定の位置にはめ込み

ます。

7. すべての配線を DIN レールモジュール、フィルタ
およびロッカー / ロータリスイッチに再接続しま
す。

8. ネジおよびワッシャを使用して、ライン電圧アセ
ンブリカバーを再度組み立てます。

ヒューズの交換

DIN レールアセンブリ上のヒューズを交換します。

• 24 Vdc の制御センター：148 ページの

技術データのフューズ仕様参照。
• 100-240 Vac 制御センターの場合 :

ヒューズ 115805 を注文します。

図 69:24 Vdc Din レールアセンブリ

図 70: ヒューズの配置

40

40 40
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部品

制御センター

ソフトウェアアップグレードトークン

ソフトウェアアップグレードトークン 表を参照して下
さい、 10 ページ。

制御センターキートークン部品番号

キートークンの詳細については、キートークン、
23 ページ を参照してください。

ゲートウェイモジュール部品番号

 24 Vdc モジュールキット 24B929 に付属する部品

* フィールド・バス・ゲートウェイ・モジュールには、
PCF 特有のマップはインストールされていません。マッ
プトークン (16N601) を使用して、マップをインス
トールします。

部品 説明

16M217 ADM キートークン、標準 PCF

PCF モデル
ユーザーインター
フェースの説明

注文するゲート
ウェイ部品番号

PFxx0x ディスクリート 24B681

PFxx1x DeviceNet™ 15V759

PFxx2x イーサネット / 

IP™
15V760

PFxx3x PROFIBUS™ 15V761

PFxx4x PROFINET™ 15V762
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制御センターと拡張スワールエンクロージャ部品

50 13
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加します。ケーブルコネクタに
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御センターと拡張スワールエン
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制御センターアセンブリ部品

 交換用の危険と警告ラベル、タグ、およびカードは

無料で入手できます。

‡ 100-240 Vac モジュール・キット 24B928 に付属す
る部品。

 24 Vdc モジュール・キット 24B929 に付属する部品。

 ディスプレー取り付けブラケット・キット 24B930

に付属する部品。

 基本の電子コンポーネントには、PCF 特有のソフト

ウェアはインストールされていません。ソフトウェ
アアップグレードトークン (16K743) を使用して、
ソフトウェアをインストールします。

* フィールド・バス・ゲートウェイ・モジュールに
は、PCF 特有のマップはインストールされていませ
ん。マップトークン (16N601) を使用して、マップ
をインストールします。

参照 部品 説明 個数

1 --- カバー、背部 1
2 24E451 表示、USB にて 1
3 289697 ベース、キューブ 1
4 277674 エンクロージャー、キューブドア 1
5 --- モジュール、ゲートウェー；部品

番号については 95 ページの表参
照。 

1

6‡ --- 供給、電源 1
7‡ --- カバー、線間電圧 1
8‡ --- グロメット 1
9‡ 196548 ラベル、警告、電気ショック 1
10‡ --- ネジ、キャップ、

ソッケットヘッド、ｍ4 x 6
4

11 --- ワッシャ、ロック 1
12 121820 ネジ、機械、鍋 ; m4 x 35 1
13 121807 コネクター、分配器 1
14 110755 ワッシャー、プレーン 1
15‡ --- モジュール、線間電圧 1
16 195875 ネジ、機械、パンヘッド 4
18 121001 ケーブル、CAN、メス / メス 1.0m 1
19 121000 ケーブル、CAN、メス / メス 0.5 m 1
20 --- カバー、前面 1
21 --- ブラケット、取り付け 1
22‡ --- ネジ、機械、パンヘッド 2
23 120143 ガイド、張力リリーフ 2
24 121253 ノブ、表示 2
25 --- クリップ、スピード、チューブ状 2
26 --- リベット、アルミニウム 1
27 112925 ネジ、キャップ 2
28 100020 ワッシャ、ロック 2
36 121901 サプレッサー、ボックススナップ、

フェライト
2

37 124654 コネクター、分配器 1
38 --- ラベル 1
40 --- ネジ、機械、パンヘッド 4
43 24B681 モジュール、DGM 1
44 --- ガード、エッジング 1
45 16K570 ボード、回路、スワール 1
46 --- ブラケット、表示ピボット 1
47 --- カバー、スワール、蝶番側 1
48 --- カバー、スワール、ラッチ側 1
49 --- カバー、スワール、蓋 1
50 24K455 ケーブル、スワール板、

パネル搭載具
1

51 24K458 ケーブル、スワール板 -DGM 1
52 121597 ケーブル、CAN、 90 メス /90 メス 1

参照 部品 説明 個数
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流体プレートアセンブリ部品

100 ページを
参照してくだ
さい。

99 ページを参照し
てください。

101

143

142

152

131

153

151

99 ページを参照
してください。

135, 136

199

117, 120
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流体プレートアセンブリ部品 ( 続き )

105

103

106

105

102

104

141

141

118

122

141

122

141

128

133

128

137

141

132

128

121

137

125

126

129 124

127

126

125

109

110

126

130

155
127

128
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流体プレートアセンブリ部品 ( 続き )

111

141

113

112

113

112

127

127

114

108

115

117

108

105, 116

149

140, 141, 150

158

139

107

148

145

159
160

199

ti19262a

119

流体プレート 24B962 表示
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液体プレートアセンブリ部品 ( 続き )

162

129

161

マスーフローメーター表示
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流体プレートアセンブリ部品

 交換用の危険と警告ラベル、タグ、およびカードは

無料で入手できます。

 部品番号と個数については、 表アセンブリによって

変わる部品、 103 ページを参照してください。

 加熱式マスティックレギュレータを使用する流体プ

レートにのみ付属。

 基本の電子コンポーネントには、PCF 特有のソフト

ウェアはインストールされていません。したがっ
て、本製品を使用する前にソフトウェアアップグ
レードトークン (16K743) を使用して、ソフトウェ
アをインストールします。

 非表示。

---非売品。

* CAN スプリッターは、PFxxxx アセンブリ付属の
流体プレートアセンブリに付属されていません。
追加の流体プレートキットとともにのみ付属されて
います。

# コリオリス流量メーターを使用する流体板にのみ含
まれています。

流体プレートのキートークンの部品番号

キートークンの詳細については、キートークン、
23 ページ を参照してください。

参照 部品 説明 個数

101 --- プレート、流体 1
102 289697 ベース、キューブ 1
103 289696 FCM、キューブ 1
104 277674 エンクロージャー、キューブドア 1
105 --- ネジ、機械、パンヘッド
106 121820 ネジ、機械、鍋 ; m4 x 35 1
107 121228 ケーブル、CAN、

メス / メス 15.0 m
1

108 --- レギュレーター、assy
109 --- ユニオン、アダプタ
110 --- ニップル、径違い、六角；

1/2 npt(f) x 3/4 npt(f)
111 198269 ブラケット、流量計、下部 1
112 110580 ネジ、キャップ、ソケットヘッド 2
113 --- スペーサー
114 198268 ブラケット、流量計 1
115 624545 取り付け金具、ティー；

3/4(m) x 1/4(f)
1

116 258530 増幅器、信号コンディショナー 1
117 --- センサー、圧力、流体出口 2
118 --- ブラケット、バルブ 1
119 16P819 ブラケット、

信号コンディショナー
1

120 --- O リング
121 120010 レギュレーター , I/P 1
122 111119 ネジ , バルブ 2
124 --- ブラケット、

ヘリカルギアメーター
125 --- ワッシャー、プレーン
126 --- ワッシャー、ロック、

スプリング ; m6
127 --- ネジ、キャップ、ソケットヘッド
128 --- ネジ、キャップ、

ソケットヘッド、六角
129 --- メーター、assy
130 --- ケーブル、m12-5p
131 15X756 ラベル、警告、主 1
132 258334 バルブ、ディスペンス、

流体プレート
1

133 121806 ケーブル、ソレノイド 1
135 189285 ラベル、警告、高温の表面 1
136 --- ラベル 1
137 117820 ネジ、キャップ、ソケットhd; m3 2
139 198179 取り付け金具、バルクヘッド、

ユニオン
1

140 198175 取り付け金具、押し込み 1
141 --- チューブ、ナイロン、丸、黒; 5.5
142 --- ラベル 1
143 --- シュラウド、流体プレート 1
145 121226 ケーブル、CAN、雄 / 雌 ; 0.5 m 1
146 234967 キット、二重フィルター 1
147 --- トークン、キー
148 121612 コネクター、貫通型；m12, m x f 1
149 121818 バルクヘッド、チューブ；5/32 2
150 --- タグ、設置 1
151 114391 ネジ、接地 1

152 194337 ワイヤー、接地、ドア 1
153 186620 ラベル、接地 1
155 --- サプレッサー、ボックススナ

ップ、フェライト
158 122610 エルボ 1
159 290228 ラベル、警告、高温の表面 1
160 189930 ラベル、警告、電気ショック 1
161# --- ホース、1/2 x 44 ss 1
162# --- 取り付け金具、アダプタ 1
199* 124654 分配器、CAN 1

部品 説明

16M100 FCM キートークン、２スタイル、流量計、
ADM 必要

16M101 FCM キートークン、２スタイル、
流量計無し、ADM 必要

16M102 FCM キートークン、16 スタイル、
流量計、ADM 不要

16M103 FCM キートークン、16 スタイル、
流量計無し、ADM 不要

16M104 FCM キートークン、256 スタイル、
流量計、ADM 不要

16M105 FCM キートークン、256 スタイル、
流量計無し、ADM 不要

参照 部品 説明 個数
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アセンブリによって変わる部品

以下の表には、流体プレートアセンブリによって変わる部品番号、および各アセンブリに対する個数が記載されて
います。

---非売品。

参照 部品 説明

流体プレートアセンブリ

 高分解能メー
タ付きカート
リッジレギュ

レータ

カートリッ
ジレギュ
レータ

メータなし

高分解能メー
タ付きマス
ティックレ
ギュレータ

のマスティックレ
ギュレータ
メータなし

加熱高分解能メー
タ付き加熱マス
ティックレギュ

レータ

加熱マス
ティック・レ
ギュレータ、
流量計なし

コリオリス流
量メーター付
きカートリッ
ジレギュレー

ター

105 195875 ネジ、機械、
パンヘッド

4 4 4 4 8 8 4

108 244734 レギュレーター、
assy

1 1 1

246642 1 1

246643 1 1

109 156684 ユニオン、アダ
プタ

1 1

157785 1

110 C20461 ニップル、径違
い、
六角；
1/2 npt(f) x 3/4 
npt(f)

1

C20487 1 1

113 C34045 スペーサー 2 2 2

117 15M669 センサー、圧力、
流体出口

2 2 2 2 2

117764 1 1

120 111457 O リング 2 2 2 2 2

124 117670 ブラケット、ヘ
リカルギアメー
ター

1 1 1

125 C19197 ワッシャー、プ
レーン

4 4 4

126 --- ワッシャー、
ロック、スプリ
ング ; m6

6 6 6

127 108328 ネジ、キャップ、
ソケットヘッド

6 2 6 2 6 2

128 107530 ネジ、キャップ、
ソケットヘッド、
六角

6 4 6 4 6 4

129 246652 METER、assy. 1 1

246340 1

25D026 1

130 122030 ケーブル、
m12-5p

1 1 1 1

147 16M100 トークン、キー、
2 スタイル、メー
ター有効

1 1 1 1

16M101 トークン、キー、
2 スタイル、メー
ター無効

1 1 1

16M102 トークン、キー、
16 スタイル、
メーター有効

1 1 1 1

16M103 トークン、キー、
16 スタイル、
メーター無効

1 1 1

16M104 トークン、キー、
256 スタイル、
メーター有効

1 1 1 1

16M105 トークン、キー、
256 スタイル、
メーター無効

1 1 1

155 121901 サプレッサー、
ボックススナッ
プ、フェライト

1 1 1 1
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付録 A - 高度なディスプレーモジュール (ADM)

PCF は完全に統合されている場合で、全ての信号が自
動化制御装置から送信される場合にのみ ADM 無しで操
作可能です。

ディスプレーの概要

ADM ディスプレーは、2 つのメイン機能に分割されま
す。セットアップモードおよび実行モードです。

セットアップモード機能

セットアップモード機能によりユーザーは以下の行為
ができます：

• インストールされているシステム構成部品の構

成
• 各構成部品の単位の設定、形式の設定、

およびソフトウェア情報の表示
• ゲートウェイモジュールに関する情報の設定ま

たは変更
• 使用された特定のゲートウェイモジュールに関

する情報の表示
• 制御とバルブコマンドの設定

• バルブとレギュレータのオン / オフ遅延の設定

• Ｋ 係数、圧力およびフローレート変数の設定

• インレットおよびアウトレット圧力に対する補

正値の設定
• エラータイプの設定

• メンテナンス勧告の変数の設定

• CGM 付きモデルでは最大 256 スタイルまで、

DGM 付きモデルでは最大 16 スタイルの設定

実行モード機能

実行モード機能によりユーザーは以下の行為ができま
す：

• ビードスケールの調整

• 手動ディスペンスの実行

• システムエラーの発生順のリストの表示

• システム内に保存 / 実行されたジョブの発生順

のリストの表示
• 供給システム、置換ポンプ、およびエアモー

ターの予防メンテナンススケジュールの使用

ディスプレー詳細

画面の電源投入

ＡＤＭ に電源が投入されると、以下の画面が表示され
ます。ADM の初期化を実行中、およびシステムの他の
モジュールと通信を確立している間は、電源はオンの
ままです。

メニューバー

メニューバーは各画面の上端に表示されます。

日付と時刻

日付および時刻は、必ず以下のフォーマットのうちの 1
つで表示されます。時刻は、必ず 24 時間時計として表
示されます。

• 日 / 月 / 年 時 : 分

• 月 / 日 / 年 時 : 分

• 年 / 月 / 日 時 : 分

矢印

左右の矢印は、画面のナビゲーションを示します。

画面メニュー

画面のメニューは、現在、アクティブな画面を示し、
ハイライトで強調されています。画面メニューは、左
右にスクロールすることによって使用できる関連画面
をも示します。
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システムモード

5 つのモード ( アクティブ、サイクル中のジョブ、
ディスプレイ制御、スワールセットアップ、およびシ
ステムオフ ) があります。現在のシステムモードは、
メニューバーの左側に表示されます。

アラーム / 偏差表示

アクティブなシステムエラーがある場合、以下のアイ
コンのうちの 1 つがメニューバーの中心に表示されま
す。4 つの可能性があります。

ステータス

現在のシステム状態は、メニューバーの右側に表示さ
れます。

ソフトキー

ソフトキーの隣のアイコンは、どのモードまたは行動
が各ソフトキーに関連しているかを示します。隣にア
イコンのないソフトキーは、現在の画面ではアクティ
ブではありません。

ジャンプイン / ジャンプアウト

編集可能フィールドのある画面において、  を押し

て、フィールドにアクセスして変更を行います。変更

が完了したときは、 を再度押して、編集モードを終

了します。

画面内のナビゲーション

セットアップ画面上で、 を押してドロップダウン・

メニューを開きます。また、 を押して、変更に入っ

たり選択を行ったりもします。

  を押して新しい画面にナビゲートしたり、

画面内で左右にナビゲートします。

  を押して新しい画面にナビゲートしたり、

画面内で左右にナビゲートします。また、   を押

して、ドロップダウンメニュー内のフィールド間を移
動したり、フィールド内の数字をインクリメントした
りデクリメントしたりすることもあります。

 アイコン 機能 説明

アイコ
ンなし

情報が無いかま
たはエラーが発
生していない

---

勧告 情報

偏差

重要だが、影響
を受けている流
体プレートは
シャットダウン

されない

アラーム

非常に重要で、
影響を受けてい
る流体プレート
は直ちにシャッ
トダウンされる

注

ソフトキーボタンへの損傷を防ぐには、ボタンを、
ペン、プラスチックカード、または指の爪などの鋭
利なもので押さないでください。
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設定モード

セットアップモード画面は、次の 5 つのセクション (
システムセットアップ、高度セットアップ、ゲート
ウェイセットアップ、流体プレートセットアップ、お
よびスワールセットアップ ) に分かれています。実行

モードにいるときに、 を押してセットアップ・

モードに入ります。   を押してセットアップ・

モード画面全体をナビゲートします。

セットアップ画面がパスワードで保護されている場合、 
を押した後にパスワード入力画面が表示されます

。パスワードは高度セットアップ画面で定義さ

れます。パスワードが 0000 に設定されている場合、
パスワードは無効です。

高度なセットアップスクリーン

高度セットアップ画面は 4 つあり、これらはユーザー
が各構成部品の単位を設定、値を調整、形式を設定、
USB 設定を定義、およびソフトウェア情報を表示する

ことを可能にします。   を押して高度なセット

アップ画面全体をスクロールします。希望する高度な

セットアップ画面が表示されたときに、  を押して

変更を行うフィールドにアクセスします。 を押して

編集モードを終了します。

注 : ユーザは、高度なセットアップ画面全体をスク
ロールするには、編集モードから出る必要があります。

高度な設定画面 1

この画面によってユーザは、言語、データフォーマッ
ト、現在の日付および時刻、パスワードおよびスク
リーンセーバーが起動するまでの分の数を設定でき
ます。時間は、サマータイムのために自動的に更新さ
れることはありません。

高度な設定画面 2

この画面は、ユーザーがメンテナンスの量、メンテナ
ンスの質量、圧力、および流量の測定値の単位を設定
することを可能にします。

高度な設定画面 3

この画面は、ユーザーが USB 関連の設定をセットアッ
プすることを可能にします。USB ログエラーを無効に
するオプションは、ログが少なくとも 90% の使用率に
達したら、イベントの記録を無効にします。

高度な設定画面 4

この画面は、ADM のソフトウェア部品番号とバージョ
ン、USB の構成、ゲートウェイモジュール、および流
体プレートを表示します。
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自動化ゲートウェイのセットアップ画面

最大 3 つまでのゲートウェイセットアップ画面があり 
( フィールドバスに依存 )、これらはユーザーが PCF 
システムで使用される自動化ゲートウェイモジュール
に関する情報を設定または変更することを可能にしま
す。また、これらの画面は、ユーザーが使用されてい
る特定のゲートウェイモジュールに関する情報を表示
させることを可能にします。

  を押してゲートウェイ・セットアップ画面全

体をスクロールします。希望する高度なセットアップ

画面が表示されたときに、  を押して変更を行う

フィールドにアクセスします。 を押して編集モード

を終了します。

注 : ユーザは、ゲートウェイセットアップ画面全体を
スクロールするには、編集モードから出る必要があり
ます。

ゲートウェイセットアップ画面 1 - デバイスネット

この画面によってユーザは、デバイスアドレスおよび
ボーレートを設定できます。デバイスネット画面には、
ハードウェア改訂番号、システムシリアル番号、マッ
プ ＩＤ、名前、改訂番号およびインストール日付が表
示されます。

ゲートウェイ・セットアップ画面 1 - イーサネット /IP

この画面によって、ユーザは、ＩＰ アドレス、サブ
ネットマスク、ゲートウェイ、DNS 1、DNS 2、および

DHCP が使用されていれば、DHCP の設定ができます。

ゲートウェイ・セットアップ画面 2 - イーサネ
ット /IP

この画面は、イーサネット /IP および PROFIBUS に対す
るものと同様です。これによりユーザは、PCF システム
上で使用されるゲートウェイモジュールに関する以下
の情報を表示させることができます。

• ハードウェア改訂番号

• システムシリアル番号

• マップ ID 番号

• マップ名

• マップ改訂番号

• マップが作成された日付
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ゲートウェイセットアップ画面 1 - PROFIBUS

この画面によって、ユーザは、デバイスアドレス、イ
ンストール日付、ロケーションタグ、ファンクション
タグ、およびシステム説明を設定できます。

ゲートウェイセットアップ画面 2 - PROFIBUS

この画面は、イーサネット /IP および PROFIBUS に対す
るものと同様です。詳細はページ 107 のゲートウェ
イ・セットアップ画面 2 - イーサネ ット /IP を参照し
て下さい。

ゲートウェイセットアップ画面 1 - PROFINET

この画面によって、ユーザは、ＩＰ アドレス、サブ
ネットマスク、ゲートウェイ、DNS 1、DNS 2、および
DHCP が使用されていれば、DHCP の設定ができます。

ゲートウェイセットアップ画面 2 - PROFINET

この画面によって、ユーザは、デバイスアドレス、イ
ンストール日付、ロケーションタグ、ファンクション
タグ、およびシステム説明を設定できます。

ゲートウェイセットアップ画面 3 - PROFINET

この画面によって、ユーザは、PCF システム上で使用さ
れるゲートウェイモジュールに関する以下の情報を表
示させることができます。

• ハードウェア改訂番号

• システムシリアル番号

• マップ ID 番号

• マップ名

• マップ改訂番号

• マップが作成された日付
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離散ゲートウェイ ( 自動化 ) のセットアップ画面

注 : 離散ゲートウェイのセットアップ画面は、離散
ゲートウェイモジュール (DGM) がシステムに接続され
ていない場合、使用できません。

注 : スワールディスペンサーが取り付けられている場
合、スワール離散ゲートウェイモジュールが取り付け
られます。このセクションは、そのモジュールに関係
していません。ゲートウェイの特定については、制御
センターアセンブリ概要、19 ページ を参照してくだ
さい。

注 : このシステムはディスクリートゲートウェーモ
ジュール付きの ADM 無しでは統合や稼働は出来ません。

この画面では、ユーザーはアクティブエラーを正論理 
( デフォルト ) または負論理に設定できます。正論理
が選択された場合、アラームおよびエラーの信号は通
常の操作時に負論理になり、アラームまたはエラーが
存在する場合に正論理になります。負論理が選択され
た場合、アラームおよびエラーの信号は通常の操作時
に正論理になり、アラームまたはエラーが存在する場
合に負論理になります。

この画面は、ユーザーが自動化システムが PCF に提供
するコマンド値タイプの信号 ( アナログまたはデジタ
ル ) を選択することを可能にします。アナログ制御が
選択された場合、ユーザーは DGM の適切な入力にアナ
ログ電圧を提供する必要があります。接続の詳細につ
いては、ページ 121 の付録 B - ディスクリートゲート
ウェイ モジュール (DGM) 接続詳細を参照してくだ
さい。

デジタル制御が選択されていて、1 つの流体プレート
が取り付けられている場合、ユーザーは各ディスペン
スバルブにつき、3 つのデジタルの設定を定義できま
す。デジタル制御が選択されていて、2 つの流体プ
レートが取り付けられている場合、ユーザーは各ディ
スペンスバルブにつき、2 つのデジタルの設定を定義
できます。ユーザーは、DGM の適切な入力に 2 つのデ
ジタル信号を提供する必要があります。接続の詳細に
ついては、ページ 121 の付録 B - ディスクリートゲー
トウェイ モジュール (DGM) 接続詳細、およびデジタ
ル・コマンドの論理表を参照してください。

注 : 各ディスペンスバルブの制御モードは、流体プ
レート x、画面 2 ( モード設定 )、 ページ 111 で設定
されます。たとえば、バルブ 1 が 流体プレート x、
画面 2 ( モード設定 ) で圧力モードに設定されている
場合、バルブ 1 のデジタルコマンドは圧力の値になり
ます。

デジタルコマンドの論理表は、特定の設定を選択する
ために、各入力をどの値に設定する必要があるかを示
します。

デジタルコマンドの論理表
( 単一流体プレートシステム )

デジタルコマ
ンドの入力 1

デジタルコマ
ンドの入力 2

結果のデジタルコマン
ドの選択

低 低 設定 #1

高 低 設定 #2

--- 高 設定 #3
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デジタルコマンドの論理表
(2 流体プレートシステム )

 を押してフィールドにアクセスし、変更を行

います。  を押して編集モードを終了します。

デジタルコ
マンドの
入力 1

デジタルコ
マンドの
入力 2

結果のデジタルコマ
ンドの選択

低
--- 流体プレート 1、

設定 #1

高
--- 流体プレート 1、

設定 #2

--- 低
流体プレート 2、
設定 #1

--- 高
流体プレート 2、
設定 #2

単一流体プレートシステム

2 流体プレートシステム
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流体プレート・セットアップ画面

9 つの流体プレートのセットアップ画面があり、これ
らはユーザーが以下のことを実行することを可能にし
ます。

• 制御とバルブコマンドの設定

• バルブとレギュレータのオン / オフ遅延の設定

• Ｋ 係数、圧力およびフローレート変数の設定

• インレットおよびアウトレット圧力に対する補

正値の設定
• エラータイプの設定

• メンテナンス勧告の変数の設定

• スタイルの定義

• スワールディスペンサーと流体プレートの関連

付け

  を押して流体プレート・セットアップ画面全

体をスクロールします。希望する画面が表示されたと

きに直ぐに、 を押して変更を行うフィールドにアク

セスします。 を押して編集モードを終了します。

注 : ユーザは、流体プレートセットアップ画面全体を
スクロールするには、編集モードから出る必要があり
ます。

流体プレート x、画面 1 ( 制御設定 )

この画面によってユーザは以下のことができます：

• ディスペンストリガーのソースをゲートウェイ、

コマンドケーブル、コマンドケーブル 3x、または
組み合せに設定。コマンドケーブルに設定されて
いる場合、ユーザーはバルブを有効にできます。

• コマンドバリュー ソースをゲートウェイ、コマン

ドケーブルまたは組合せに設定する。
• ジョブ終了タイマーをタイマーまたはゲートウェ

イに設定します。このフィールドがタイマーに設
定されると、ユーザはジョブ終了遅延を設定でき
ます。

• ディスプレイ制御パスワードを [ 有効 ] または 

[ 無効 ] に設定します。メンテナンスモードに移る
とき、ディスプレイ制御パスワードが [ 有効 ] に
されていて、高度セットアップ画面でパスワード
が設定されている場合、パスワードを求めるプロ
ンプトが表示されます。

• 実行モードビード調整を有効または無効に設定し

ます。

注 : 運転モードのビード調整は、ユーザーが運転画面
から素早く流量または圧力を調整することを可能にし
ます。

流体プレート x、画面 2 ( モード設定 )

この画面は、ユーザーがバルブコマンドを設定するこ
とを可能にします。この画面を使用して、各バルブに
対するモード ( 圧力、ビード、ショットまたは全開 ) 
を選択します。ユーザーは、各バルブの流量または圧
力を設定して、ビードのスケールを調整することもで
きます。

注 : 複数のバルブから同時にディスペンスする能力は、
以下の状況のうちのどちらかでのみ許容されます。

• 各バルブが圧力モードに設定されていて、

同一のコマンド値を持ちます。
• 各バルブが全開モードに設定されている。

他の組み合せを使用して、複数のバルブから同時に
ディスペンスすることを試みると、互換性のないバル

ブ設定のアラームが発生します。
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流体プレート x、画面 3 ( 遅延設定 )

この画面は、ユーザーが各バルブとレギュレータのオ
ン / オフの遅延 ( ミリ秒単位 ) を設定することを可能

にします。オンおよびオフの遅延の説明は、ページ 43

のセクション ON/OFF 遅延を参照して下さい。

流体プレート x、画面 4 ( 圧力ループと流量計設定 )

この画面によってユーザは、メータの種類 ( ボリュー
ムまたは質量 ) およびフローメータに対する K 係数を
設定できます。また、ユーザーは圧力制御ループの 
Kp、Ki、および Kd に加え、ビード制御ループの Kp 
と Ki も設定することも可能にします。

注 : フローメータのないシステムでは、フローメータ
の設置値は、グレー表示になります。

注 : これらの値は、工場出荷時の設定である、Kp に対
して 32.00、Ki に対して 128.00、および Kd に対して 
0.00 から変更しないことが推奨されます。

流体プレート x、画面 5 ( 圧力センサー )

注 : 加熱流体プレートの付いたシステムの場合は、イ
ンレットセンサー設定値は、この画面上ではグレー表
示になっています。

この画面によってユーザは以下のことができます：

• インレットおよびアウトレットの圧力に対する補

正値を設定します。
注 : 補正値は、+/- ドロップダウンメニューから

「-」が選択できる前に、0でない値に設定する必
要があります。

• インレットに対して、最小および最大圧力限界値

を、アウトレットに対して最大圧力限界値を設定
します。

• インレットおよびアウトレットまたはその一方が

設定された限界値の外に出る場合に発せられるエ
ラーのタイプ ( アラームまたは偏差表示 ) を設定
します。
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流体プレート x、画面 6 ( エラータイプ )

この画面は、ユーザーが圧力、流量、量、または計算
された目標値がアクティブなスタイルの許容誤差設定
の外に出た場合発せられるエラータイプ ( なし、ア
ラーム、偏差 ) を設定することを可能にします。
エラーの構成 (40 ページ ) を参照してください。

注 : 圧力が低い / 高いエラーは、流量計のないシステ
ムのみで有効になります。

• 圧力と流量のエラーは、( コマンドケーブル、ゲー

トウェイ、またはディスプレイを通じて ) コマン
ド指定された値に関連しています

• 量が要求量に関連していて、計算された目標量が

スタイルで定義されている目標量に関連している

流体プレート x、画面 7 (メンテナンス勧告の限界値 )

この画面は、ユーザーが給気装置、電圧 - 圧力 (V/P) 
トランスデューサ、流体レギュレータ、流量計、およ
び全 4 個のバルブのメンテナンス勧告をトリガーする
量 ( または時間数 ) の限界値を設定することを可能に
します。

注 : フローメータの付いていない流体プレートに対し
てはボリュームの代わりに時間が示されます。

ボリューム ( または時間 ) 欄は、現在の加算機の値を
表示します。この値が設定限界値を超える場合、値が
赤色になり、保守勧告が発せられます。保守用加算機
についての詳細は、ページ 119 の流体プレート x、画
面 3 ( メンテナンス加算機 ) を参照して下さい。
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流体プレート x、画面 8 ( スタイル )

この画面は、システム構成によって、ユーザーが最大 
256 までのスタイルをセットアップすることを可能に

します。 を押してセットアップフィールドにアクセ

スします。スタイルフィールドにスタイル番号、ボ
リュームフィールドに目標ボリューム、および許容誤
差フィールドに許容誤差パーセンテージを入力します。

注 : 実行できるスタイルの番号はモデルタイプにより
ます。

スタイル名を入力するには、スタイル名フィールド内

で、 を押します。スタイル名を入力するキーボード

画面の使用についての指示は、ページ 114 のキーボー
ド画面を参照して下さい。

流体プレート x、画面 9 ( スワールの関連付け )

この画面は、ユーザーがスワールと流体プレートの関
連付けを設定することを可能にします。これは、ス
ワールエラー発生時にシステムが正しい流体プレート
にエラーを適用すること、および特定のスワールエ
ラーが発生した際に正しい流体プレートのディスペン
スを停止することを可能にします。

キーボード画面

テキストが編集される際に、キーボード画面が表示さ
れます。4 つのすべての矢印ボタンを使用して各文字を

選択します。 を押して文字を入力します。後退する

には、 を押します。入力したスタイル名全体を削除

するには、 を押します。スタイル名を入力するに

は、 を押します。入力を取り消してキーボード画面

を終了するには、 を押します。



付録 A - 高度なディスプレーモジュール (ADM)

3A2623R 115

スワールのセットアップ画面

この画面によってユーザは以下のことができます：

• 速度コマンドのソースをディスプレイまたはゲー

トウェイに設定する。ディスプレイに設定されて
いる場合、ユーザーは固定速度を設定できます

• 運転モードの速度調節を有効または無効に設定す

る
• 速度のスケールを 50-150% に設定する

• スワールオービターのメンテナンス勧告の限界値

を設定する
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運転モード

稼働モード画面は、ホーム、流体プレート、スワール、
イベント、エラーおよびジョブの６セクションに分割
されています。セットアップ・モードにいる間に、

を押して実行モードに入ります。   

を押して実行モード画面全体をナビゲートします。

流体プレートのホーム画面

注 : この画面は、2 つ以上の流体プレートが取り付け
られている場合にのみ表示されます。

流体プレートのホーム画面では、個々の流体プレート
のそれぞれの概要が表示されます。画面では以下の項
目が表示されます。

• 開いているディスペンスバルブ

• アクティブなスタイル番号と名前

• 流量

• インレットとアウトレットの圧力

• 実際にディスペンスされた量 ( 青の陰影部分 )、

要求量 ( 上下の矢印 )、および目標量 ( 白いバー
の端 ) を示す進行バー。

スワールのホーム画面

注 : この画面は、2 つ以上のスワールディスペンサー
が取り付けられている場合にのみ表示されます。

スワールのホーム画面にアクセスするには、流体プ
レートのホーム画面で下矢印キーを押します。スワー
ルのホーム画面では、個々のスワールディスペンサー
のそれぞれの概要が表示されます。画面では以下の項
目が表示されます。

• 要求モーター速度

• 実際のモーター速度

• 要求および実際のモーター速度を示す進行バー
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流体プレート x、画面 1

この画面によって、使用されている現在の制御モード、
現在の圧力、およびディスペンスされている現在のス
タイルが表示されます。目標ディスペンスボリューム、
実際のディスペンスボリュームおよび要求されている
ディスペンスボリュームも表示されます。

この画面から、ユーザは、ビードスケールを調整し、

保守モードに入ることができます。 およびを

押してビード・スケールを変更します。 を押

して保守モードに入ります。

PCF システムには 2 つの操作モードがあります：

• ディスペンス・モード – モジュールが自動化ユニッ

トからコマンドを受信すると、モジュールがディス
ペンスを開始できるようにします。

• 保守モード – ユーザが手動ディスペンス・ボタン

を押すと、モジュールがディスペンスを開始できる
ようにします。ディスペンスのパラメータおよび継
続時間は、選択された制御により異なります。

ディスペンスは、手動ディスペンス・ボタン

が押されている限り続きます。

現在のディスペンス制
御モード

アウトレット圧力

現在のコマンド値

流量 
( 流量計のあ
るシステム )

インレット圧力
 ( 非加熱システム )

コマンド電圧
 (コマンドケーブルまた

はゲートウェイがコマン

ド値ソースとして選択さ

れたときにのみ表示され

ますページ 111 の流体プ

レート・セットアップ画

面を参照して下さい。)

アクティブ
なスタイル

進行バー 量

アクティブなディ
スペンスバルブ

関連スワールディス
ペンサー

ビードスケール
この画面から圧力／
流量を素早く調整し

て下さい
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メンテナンスモード

流体プレート x、画面 1 ( 制御センター ) の  を

押して、メンテナンスモードに入ります。保守モード
によって、ユーザは、制御モード、ディスペンスする
ボリューム、目標圧力およびシステムで使用される
ディスペンスバルブの数を変更できます。

注 : ボリューム、圧力およびディスペンスバルブのオ
プションは、モードに応じて変わります。

制御モード、目標圧力および使用されるディスペンス
バルブの数の変更についての指示は、ページ 45 の保守
モード操作を参照して下さい。

ディスペンス制御モード

PCF システムには 4 種類の流体ディスペンス制御モード
があります。

• ビード制御 – システムがディスペンス中の材料の

流量を制御します。レギュレータアウトレット圧力
を変化させて、流体フローレートをリクエスト値に
制御します。均一なビードサイズを要求される場合
は、このビード制御を使用します。

• ショット制御 – レギュレータ・アウトレット出力

は、リクエスト値に制御されます。目標ボリューム
到達時または自動化制御装置の信号送信時に、ディ
スペンスバルブはクローズします。

• 圧力制御 – レギュレータ出力圧をリクエスト値に

制御します。

• 全開制御 – PCF システムは、液圧またはフローを

制御しません。その代わり、レギュレータは、開放
して、再循環適用を可能にします。
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流体プレート x、画面 2 ( 制御センター )

注 : この画面にスクロールするには、ユーザーが流体
プレート x、画面 1 のメンテナンスモード外である必
要があります。

注 : この画面での「ロボット」の用語は、自動化コン
トローラのことを意味します。

この画面によって、ユーザは、ロボットの入出力の現
在の状態を、表示させ監視することができます。適用
されるチェックボックスに X が表示されるとき :

• スタイルストローブ使用時

• ディスペンス完了時

• ディスペンストリガーの発生時

• ディスペンサー ( 流体プレート ) の準備完了時

• ディスペンスの処理中

• アラームとエラーがないとき

• ディスペンス量が正しい

この画面には、現在のディスペンススタイル、コマン
ド電圧、ゲートウェイエラー番号 / コード、および
ディスペンスされた量も表示されます。

流体プレート x、画面 3 ( メンテナンス加算機 )

この画面によって、ユーザは、各システムコンポーネ
ント用の保守加算機および保守勧告の引き金となる設
置限界値を表示させることができます。

保守加算機は、各システムコンポーネントが実行して
いる合計ボリューム ( または時間 ) の経過を追いま
す。加算機の値が設定限界値を超える場合、加算機の
値が赤色になり、保守勧告が発せられます。

給気装置、電圧 - 圧力 (V/P) トランスデューサ、流
体レギュレータ、流量計、および全 4 バルブの限界値
は、流体プレート x、画面 7 ( メンテナンス勧告の限
界値 )、ページ 113 で設定されます。

注 : フローメータがシステムの中に含まれていない場
合、画面にはボリュームの代わりに時間が示され、フ
ローメータ入力は、グレー表示になっています。
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スワール X 画面

取り付けられた各スワールディスペンサーのそれぞれ
に対し、1 つのスワール X 画面があります。この画面
では、以下の項目が表示されます。

• 自動化インターフェースからのスワールを有効に

する信号
• 自動化インターフェースからの電圧を有効にする

信号
• 実際と要求の速度

• アクティブな時間とメンテナンス勧告の限界値

ジョブ報告画面

ジョブ報告画面では、システムによって実行された 
180 ジョブの発生順のリストし、保存および表示でき
ます。各ジョブ記録には、ジョブが完了した日付およ
び時刻、ディスペンスのスタイル、エラーパーセン
テージ、および目標、要求および実際のディスペンス
ボリュームが含まれます。

  を押して各ジョブ報告画面全体をスクロール

します。

イベント報告画面

イベント報告画面では、システムイベントの発生順の
リストが表示されます。これらの画面には、最新の 
200 件のエラーが表示されます。各イベント報告画面
に、各エラーの日付、時刻、エラーコード、および説
明が表示されます。

  を押して、各イベント報告画面をスクロール

します。

エラー報告画面

エラー報告画面では、システムエラーの発生順のリス
トが表示されます。これらのスクリーンに最新の 200
件のエラーが表示されます。各エラー報告画面に、各
エラーの日付、時刻、エラーコードおよび説明が表示
されます。エラーの詳細、エラーコードのリスト、
およびエラーのトラブルシューティングは、
ページ 70 のエラーを参照して下さい。

  を押して各エラー報告画面全体をスクロール

します。



付録 B - ディスクリートゲートウェイ モジュール (DGM) 接続詳細

3A2623R 121

付録 B - ディスクリートゲートウェイ モジュール (DGM) 接続詳細

D サブケーブル 123793

D サブケーブル 123793 のみが単一流体プレートシステムと互換性があります。2 つの流体プレートのあるシステ
ムでは、ケーブル 123792 とブレイクアウトボート 123783 を使用する必要があります。

インターフェースケーブルアセンブリ 123793 のケーブル長は、15.2 m (50 フィート ) です。以下のテーブルに
よってケーブルインターフェース信号が識別されます。

注 :I/O 信号の説明は、ページ 146 の付録 D - I/O 信号説明を参照してください。

 スワール関連の入力は、スワールディスペンサーのあるシステムのみに適用されます。

* ゲートウェイセットアップ画面での設定によって、 ディスペンスエラーは正論理または負論理になります。
離散ゲートウェイ ( 自動 ) セットアップ画面、ページ 109 を参照してください。

ワイヤの色 説明 ピンタイプ
D サブ
ピン番号

緑 /黄色 単独ロジック電源 供給 51 と 27

グレー 単独ロジック GND 供給 70

青色 /緑色 ディスペンスレディ デジタル出力 9

茶 /緑 ディスペンスエラー * デジタル出力 11

青色 /オレンジ ディスペンス進行中 デジタル出力 12

白 ディスペンスパージ デジタル出力 15

青 ディスペンス遠隔起動 デジタル出力 16

白色 /黄色 スタイル・ビット 1 デジタルインプット 52

青色 /黄色 スタイル・ビット 2 デジタルインプット 53

茶色 /黄色 スタイル・ビット 3 デジタルインプット 54

黒 /赤 スタイル・ビット 4 デジタルインプット 55

白 / 赤 スタイルストローブ デジタルインプット 56

青 / 赤 ディスペンス完了 デジタルインプット 57

茶色 /赤色 エラーリセット デジタルインプット 58

黒 遠隔起動 / パージ デジタルインプット 59

黒色 /灰色 ディスペンスバルブ 1 デジタルインプット 73

茶色 /オレンジ ディスペンスバルブ 2 デジタルインプット 74

茶 コマンド値 アナログ入力 1

黒色 /黄色 アナログ接地 アナログ入力 2

白 /灰 --- 3

青色 /灰色 スワール 1 速度コマンド  アナログ入力 21

茶色 /灰色 スワール 2 速度コマンド  アナログ入力 23

白色 /オレンジ
ディスペンスバルブ 3/
スワール 1 有効 

デジタルインプット 75

黒色 /オレンジ
ディスペンスバルブ 4/
スワール 2 有効 

デジタルインプット 76

黒色 /緑色 デジタルコマンド 1 デジタルインプット 77

白色 /緑色 デジタルコマンド 2 デジタルインプット 78

オレンジ --- N/C
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D サブ・ケーブル123792 およびブレークアウト・ボード123783

インターフェースケーブルアセンブリ 123792 のケーブル長は、50 フィート (15.2 m) です。以下の表によって、
78 ピンブレークアウトボードに対するピンの割り当てが確認されます。

注 : 付録 D - I/O 信号説明、146 ページ、 を参照してください。

D サブピ
ン番号 説明 ピンタイプ 電圧 (Vdc)
1 コマンド値 ( 流体プレート 1) アナログ入力 0 - 10
2 コマンド値接地 ( 流体プレート 1) アナログ入力接地 0
3 コマンド値 ( 流体プレート 2) アナログ入力 0 - 10
4 コマンド値接地 ( 流体プレート 2) アナログ入力接地 0
5
6
7
8
9  ディスペンス準備完了 デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

10 †データ上のディスペンスアラーム / エラー デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

11 †ディスペンスエラー デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

12  ディスペンス進行中 デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

13  ディスペンスボリューム OK デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

14 選択された流体プレート 選択された流体プレート 選択された流体プレート
15  ディスペンスパージ デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

16  ディスペンス遠隔起動 デジタル出力 - バンク 1 0 - ピン 27 に接続される電圧

17 * データ 1 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

18 * データ 2 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

19 * データ 4 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

20 * データ 8 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

21 スワール 1 速度コマンド アナログ入力 0 - 10
22 スワール 1 速度コマンド接地 アナログ入力接地 0 
23 スワール 2 速度コマンド アナログ入力 0 - 10
24 スワール 2 速度コマンド接地 アナログ入力接地 0 
25
26
27 デジタル出力 - バンク 1 単独ロジック供給 V+ 10-30
28 * データ 16 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

29 * データ 32 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

30 * データ 64 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

31 * データ 128 デジタル出力 - バンク 2 0 - ピン 68 に接続される電圧

32 * データ 256 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

33 * データ 512 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

34 * データ 1024 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

35 * データ 2048 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

36 * データ 4096 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

37 * データ 8192 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

38 * データ 16384 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

39 * データ 32768 デジタル出力 - バンク 3 0 - ピン 69 に接続される電圧

40 スワール 1 実速度 アナログ出力 0 - 10
41 スワール 1 実速度接地 アナログ出力接地 0
42 スワール 2 実速度 アナログ出力 0 - 10
43 スワール 2 実速度接地 アナログ出力接地 0 
44 - 50
51 単独ロジック電源 単独ロジック供給 V+ 10-30
52 スタイル・ビット 1 ディジタル入力 0-30
53 スタイル・ビット 2 ディジタル入力 0-30
54 スタイル・ビット 3 ディジタル入力 0-30
55 スタイル・ビット 4 ディジタル入力 0-30
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* 16 ビットデータ出力は、データ上のディスペンスのアラーム / エラーの状態による、ボリュームまたはエラー
の情報を含みます。

 流体プレートセレクタ入力 ( ピン 72) は、これらの入出力が適用されるプレートを切り替えます：

ピン 72 = 0: 入出力は流体プレート 1 に適用される。
ピン 72 = 1: 入出力は流体プレート 2 に適用される。

† ゲートウェイセットアップ画面での設定によって、アラームおよびエラー信号は正論理または負論理に
なります。離散ゲートウェイ ( 自動 ) セットアップ画面、ページ 109 を参照してください。

56 スタイルストローブ流体プレート 1 ディジタル入力 0-30
57  ディスペンス完了 ディジタル入力 0-30

58  エラーリセット ディジタル入力 0-30

59  遠隔起動 /パージ ディジタル入力 0-30

60 -67
68 デジタル　アウト供給 - バンク 2 単独ロジック供給 V+ 10-30
69 デジタル　アウト供給 - バンク 3 単独ロジック供給 V+ 10-30
70 単独ロジック GND 単独接地 0
71 スタイルストローブ流体プレート 2 ディジタル入力 0-30
72  流体プレートセレクタ ディジタル入力 0-30

73 １　設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ１
２設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ１
1 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
流体プレート１、ディスペンスバルブ１
2 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
流体プレート１、ディスペンスバルブ１

ディジタル入力 0-30

74 １　設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ 2
２設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ 2
1 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
流体プレート１、ディスペンスバルブ 2
2 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
流体プレート 2、ディスペンスバルブ１

ディジタル入力 0-30

75 １　設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ 3
２設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート 2、ディスペンスバルブ１
1 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
スワール 1有効
2 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
スワール 1 有効

ディジタル入力 0-30

76 １　設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート１、ディスペンスバルブ 4
２設置済み流体プレート、スワール無し：
流体プレート 2、ディスペンスバルブ 2
1 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
スワール 2有効
2 設置済み流体プレート、１以上のスワール：
スワール 2 有効

ディジタル入力 0-30

77 デジタルコマンド 1 ディジタル入力 0-30
78 デジタルコマンド 2 ディジタル入力 0-30

D サブピ
ン番号 説明 ピンタイプ 電圧 (Vdc)
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ピン参考

注 : 注 : 接地ループおよびノイズ耐性の問題を避けるためには、D 超小型コネクタケーブルのシールドを接地しな

いで下さい。DGM のベース上の取り付けネジによって既に接地されています。

図 71:D 超小型コネクタ - ピン参考

1
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40

60
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39
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DGM デジタル入力

デジタル入力は、電源がピン 27、51 および 69 に供給され、ピン 70 に接地接続がある場合にのみ機能します。
詳細は、124 のピン参考を参照して下さい。デジタル入力は、0-30 Vdc の定格で、NEC クラス 2 の電源をピン 51
に接続することが必要です。DGM は、以下の説明図に示される通り光アイソレータを備えています。

• ピン：52 – 59, 71-78

• タイプ：シンキング

• 最大消費電流：3.6 mA

Microcontroller

Discrete Gateway Customer Automation

Optical

Isolator

Digital Input

Isolated Logic ICs

24VDC

D-Sub Pin 51 (Isolated 
Logic Supply)

D-Sub Pin 70 
(Isolated Ground)

Microcontroller

Discrete Gateway Customer Automation

Optical

Isolator

Isolated Logic ICs

24VDC

D-Sub Pin 51 (Isolated 
Logic Supply), 10-30 VDC

D-Sub Pin 70 
(Isolated Ground)

ディスクリート・ゲートウェイ カスタマ-自動
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DGM デジタル出力

デジタル出力は、電源がピン 27、68 および 69 に供給され、ピン 70 に接地接続がある場合にのみ機能します。詳
細は、124 のピン参考を参照して下さい。デジタル出力は、0-30 Vdc の定格で、NEC クラス 2 の電源を、供給バン
ク 1 に対してピン 27 に、供給バンク 2 に対してピン 69 に、供給バンク 3 に対してピン 68 に接続することが必要
です。DGM は、以下の説明図に示される通り光アイソレータを備えています。

• ピン：9-20, 28-39

• タイプ：ソーシング

• 最大連続電流出力：350 mA ( 顧客電源から供給 )

• 推奨連続電流：100 mA

Microcontroller

Discrete Gateway

Optical

Isolator

Isolated Logic ICs

24VDC24VDC

D-Sub Pin 51 (Isolated 
Logic Supply)

D-Sub Pin 70 
(Isolated Ground)

Customer Automation

24VDC24VDC

LOADLOAD

LOADLOAD

LOADLOAD

Digital Output 
Supply Bank 1

Digital Output 
Supply Bank 2

Digital Output 
Supply Bank 3

D-Sub 
Pin 27

D-Sub 
Pin 69

D-Sub 
Pin 68

Digital 
Output 1-8

Digital 
Output 9-16

Digital 
Output 17-24

ディスクリート・ゲートウェイ カスタマ-自動
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DGM アナログ入力

アナログ入力は、DGM が CAN 接続によって電源に接続されたときにのみ機能します。各アナログ入力には、
対応する参考 ( 接地 ) ピンがあります。詳細は、124 のピン参考を参照して下さい。

• タイプ：シンキング

• 電圧定格：0-10 Vdc

• 入力インピーダンス：20 k

DGM アナログ出力

アナログ出力は、DGM が CAN 接続によって電源に接続されたときにのみ機能します。各アナログ出力には、
対応する参考 ( 接地 ) ピンがあります。詳細は、124 のピン参考を参照して下さい。

• タイプ：ソーシング • 電圧定格：0-10 Vdc、10 Vdc で 10 mA



+

-
20kΩ

Discrete Gateway

Microcontroller Analog Input +

Analog Input -

ディスクリート・ゲートウェイ

+

-

Discrete Gateway

Microcontroller

Analog Output +

Analog Output -

0-10VDC @10mA

ディスクリート・ゲートウェイ
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付録 C - 通信ゲートウェイ モジュール (CGM) 接続詳細

フィールドバス接続のインス
トール

フィールドバス標準通りにケーブルをフィールドバス
に接続します。

PROFINET

PROFINET の要件に従って、イーサネットインタフェー
スは 100Mbit、フルデュープレックスで稼働します。
イーサネットインタフェースは自動極性感知能力が
あり、自動クロスオーバー機能も兼備しています。

ネットワーク状態 (NS)

モジュール状態 (MS)

リンク / 活動 ( リンク )

図 72:PROFINET フィールドバス接続

状態 説明 コメント

オフ オフライン • 電源なし

• IO コントローラとの

接続なし

緑 オンライン、
(実行 )

• IO コントローラとの接続

が確立されました
• 実行状態の IO コン

トローラ

点滅して
いる緑

オンライン、
(停止 )

• IO コントローラとの接続

が確立されました
• 停止状態の IO コン

トローラ

TI11814A

NS

MS

リンク

状態 説明 コメント

オフ 初期化され
ていません

「セットアップ」又は
「NW_INIT」状態の電源又はモ
ジュールはありません

緑 通常の操作 診断のイベント進行中

点滅して
いる緑

初期化され
ました　診
断イベント
進行中

エンジニアリング工具によっ
て、ネットワーク上のノード
を特定するために使われてい
ます

赤 例外的なエ
ラー

「例外」状態のモジュール

赤
(フラッ
シュ1回 )

設定エラー 予想される個人情報は実際の
それとは違います

赤
(フラッ
シュ2回 )

IP アドレス
がセットさ
れていませ
ん

システムモニター又は DNS
サーバーを経由して、IP アド
レスを設定します

赤
(フラッ
シュ3回 )

ステーショ
ン名が設定
されていま
せん

システムモニターを経由して
ステーション名を設定します

赤
(フラッ
シュ4回 )

重大な内部
エラー

サイクルシステムパワー；
モジュールを交換します

状態 説明

オフ リンク、進行中の通信がありません

緑 リンクが確立されました、進行中の通信は
ありません

緑　点滅 リンクが確立されました、通信進行中
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イーサネット / IP

PROFINET の要件に従って、イーサネットインタフェー
スは 100Mbit、フルデュープレックスで稼働します。
イーサネットインタフェースは自動極性感知能力があ
り、自動クロスオーバー機能も兼備しています。

ネットワーク状態 (NS)

モジュール状態 (MS)

リンク / 活動 ( リンク )

DeviceNet

ネットワーク状態 (NS)

モジュール状態 (MS)

DeviceNet コネクタ (DC)

PROFIBUS

図 73: イーサネット / IP フィールドバス接続

状態 説明

オフ 電源又は IP アドレスがありません

緑 オンライン、1 つ以上の接続が確立されました
(CIP クラス 1 又は 3)

点滅して
いる緑

オンライン、接続が確立されていません

赤 重複 IP アドレス、重大なエラー

点滅して
いる赤

1 つ以上の接続がタイムアウトしました
(CIP クラス 1 又は 3)

状態 説明

オフ 電源なし

緑 実行状態でスキャナによって制御されます

点滅して
いる緑

設定されていないか、スキャナーが待機状態

赤 重大な不具合 (例外状態、重大なエラーなど )

点滅して
いる赤

修復可能な不具合

状態 説明

オフ リンク、活動がありません

緑 リンクが確立されました

点滅して
いる緑

活動

TI11814A

NS

MS
リンク

図 74:DeviceNet フィールドバス接続

状態 説明

オフ オンラインになっていません / 電源が
ありません

緑 オンライン、1 つ以上の接続が確立さ
れました

点滅している緑
(1 ヘルツ )

オンライン、接続が確立されていません

赤 重大なリンク不具合

点滅している赤
(1 ヘルツ )

1つ以上の接続がタイムアウトしました

赤 / 緑 が交互
に点灯

自己テスト

状態 説明

オフ 電源がないか、又は初期化されていま
せん

緑 初期化されました

点滅している緑
(1 ヘルツ )

不足しているか、不完全な設定、
装置は試運転が必要です

赤 修復不能な不具合

点滅している赤
(1 ヘルツ )

修復可能な不具合

赤 / 緑 が交互
に点灯

自己テスト

ピン 信号 説明

1 V- ネガティブバス電源電圧

2 CAN_L CAN 最低バスライン

3 SHIELD ケーブル・シールド

4 CAN_H CAN 最高バスライン

5 V+ ポジティブバス電源電圧

TI11815A

NS MS

DC

2 3 4 51
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運転モード (OP)

ステータスモード (ST)

PROFIBUS コネクタ (DC)

図 75:PROFIBUS フィールドバス接続

状態 説明

オフ オンラインになっていません / 電源
がありません

緑 オンライン、データ交換

点滅している緑 オンライン、クリア

赤の点滅
(点滅 1 回 )

パラメーター表示エラー

赤の点滅
(点滅 2 回 )

PROFIBUS 設定エラー

状態 説明

オフ 電源がないか、又は初期化されていま
せん

緑 初期化されました

点滅している緑 初期化されました　診断イベント進行
中

赤 例外的なエラー

TI11816A

STOP

DC
12345

9 8 7 6

ピン 信号 説明

1 - -

2 - -

3 B ライン ポジティブ RxD / TxD 、
RS485 レベル

4 RTS 送信要請

5 GND バス (隔離された )グランド

6 +5V バス出
力

+5V 末端出力 ( 隔離型 )

7 - -

8 A ライン ネガティブ RxD / TxD 、
RS485 レベル

9 - -

ハウジ
ング

ケーブル・
シールド

PROFIBUS 基準に従って、ケーブル
シールドフィルタによって Anybus 
保護アースに内部的に接続されてい
る。
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CGM I/O データマップ

付録 D - I/O 信号説明、146 ページ、 を参照してくだ
さい。

自動化入力 (PCF からの信号 )

バイト 入力
ビット 説明 ゾーン

0 I00 ディスペンサー ( 流体プレート ) レ
ディ

流体プレー
ト 1

I01 ディスペンサー ( 流体プレート ) ア
ラームなし

I02 ディスペンスエラーなし

I03 ディスペンス進行中

I04 ディスペンスボリューム OK

I05 ---

I06 ディスペンサー ( 流体プレート ) 
パージ要求

I07 ディスペンサー ( 流体プレート ) リ
モート起動 / パージ進行中

1 I08 圧力単位 - ビット 0

流体プレー
ト 1

I09 圧力単位 - ビット 1

I10 ハートビート

I11 ---

I12 ---

I13 ---

I14 ---

I15 ---

2 I16 ---

流体プレー
ト 1

I17 ---

I18 ---

I19 ---

I20 ---

I21 ---

I22 ---

I23 ---

3 I24 エラー - 1

流体プレー
ト 1

I25 エラー - 2

I26 エラー - 4

I27 エラー - 8

I28 エラー - 16

I29 エラー - 32

I30 エラー - 64

I31 エラー - 128

4 I32 ディスペンサー ( 流体プレート ) レ
ディ

流体プレー
ト 2

I33 ディスペンサー ( 流体プレート ) ア
ラームなし

I34 ディスペンスエラーなし

I35 ディスペンス進行中

I36 ディスペンスボリューム OK

I37 ---

I38 ディスペンサー ( 流体プレート ) 
パージ要求

I39 ディスペンサー ( 流体プレート ) リ
モート起動 / パージ進行中

5 I40 圧力単位 - ビット 0

流体プレー
ト 2

I41 圧力単位 - ビット 1

I42 ハートビート

I43 ---

I44 ---

I45 ---

I46 ---

I47 ---

6 I48 ---

流体プレー
ト 2

I49 ---

I50 ---

I51 ---

I52 ---

I53 ---

I54 ---

I55 ---

7 I56 エラー - 1

流体プレー
ト 2

I57 エラー - 2

I58 エラー - 4

I59 エラー - 8

I60 エラー - 16

I61 エラー - 32

I62 エラー - 64

I63 エラー - 128

8 I64 ディスペンサー ( 流体プレート ) レ
ディ

流体プレー
ト 3

I65 ディスペンサー ( 流体プレート ) ア
ラームなし

I66 ディスペンスエラーなし

I67 ディスペンス進行中

I68 ディスペンスボリューム OK

I69 ---

I70 ディスペンサー ( 流体プレート ) 
パージ要求

I71 ディスペンサー ( 流体プレート ) リ
モート起動 / パージ進行中

9 I72 圧力単位 - ビット 0

流体プレー
ト 3

I73 圧力単位 - ビット 1

I74 ハートビート

I75 ---

I76 ---

I77 ---

I78 ---

I79 ---

10 I80 ---

流体プレー
ト 3

I81 ---

I82 ---

I83 ---

I84 ---

I85 ---

I86 ---

I87 ---

バイト 入力
ビット 説明 ゾーン
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11 I88 エラー - 1

流体プレー
ト 3

I89 エラー - 2

I90 エラー - 4

I91 エラー - 8

I92 エラー - 16

I93 エラー - 32

I94 エラー - 64

I95 エラー - 128

12 I96 ディスペンサー ( 流体プレート ) レ
ディ

流体プレー
ト 4

I97 ディスペンサー ( 流体プレート ) ア
ラームなし

I98 ディスペンスエラーなし

I99 ディスペンス進行中

I100 ディスペンスボリューム OK

I101 ---

I102 ディスペンサー ( 流体プレート ) 
パージ要求

I103 ディスペンサー ( 流体プレート ) リ
モート起動 / パージ進行中

13 I104 圧力単位 - ビット 0

流体プレー
ト 4

I105 圧力単位 - ビット 1

I106 ハートビート

I107 ---

I108 ---

I109 ---

I110 ---

I111 ---

14 I112 ---

流体プレー
ト 4

I113 ---

I114 ---

I115 ---

I116 ---

I117 ---

I118 ---

I119 ---

15 I120 エラー - 1

流体プレー
ト 4

I121 エラー - 2

I122 エラー - 4

I123 エラー - 8

I124 エラー - 16

I125 エラー - 32

I126 エラー - 64

I127 エラー - 128

16 I128 コマンドインターフェース-値ビット0
コマンドインターフェースの詳細につ
いては CGM コマンドインターフェー
ス、138 ページ参照。

すべての流
体プレート
/ スワール

I129 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 1

I130 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 2

I131 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 3

I132 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 4

I133 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 5

I134 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 6

I135 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 7

バイト 入力
ビット 説明 ゾーン

17 I136 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 8

すべての流
体プレート
/ スワール

I137 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 9

I138 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 10

I139 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 11

I140 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 12

I141 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 13

I142 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 14

I143 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 15

18 I144 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 16

すべての流
体プレート
/ スワール

I145 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 17

I146 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 18

I147 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 19

I148 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 20

I149 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 21

I150 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 22

I151 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 23

19 I152 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 24

すべての流
体プレート
/ スワール

I153 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 25

I154 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 26

I155 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 27

I156 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 28

I157 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 29

I158 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 30

I159 コマンドインターフェース - 
値 - ビット 31

20 I160 コマンドインターフェースステータス 
- コマンドアクティブ

すべての流
体プレート
/ スワール

I161 コマンドインターフェースステータス 
- コマンド成功

I162 コマンドインターフェースステータス 
- コマンド失敗

I163 コマンドインターフェースステータス 
- 値強制

I164 ---

I165 ---

I166 ---

I167 ---

21- 25 I168- 
I207

--- ---

バイト 入力
ビット 説明 ゾーン
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自動化出力 (PCF からの信号 ) 

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン

0 O00 スタイルストローブ

流体プ
レート 1

O01 ディスペンス完了

O02 ディスペンスバルブ 1 オン

O03 ディスペンスバルブ 2 オン

O04 ディスペンスバルブ 3 オン

O05 ディスペンスバルブ 4 オン

O06 エラーリセット / ジョブのキャンセル

O07 遠隔起動 / パージ

1 O08 スワール有効

スワ
ール 1

O09 ---

O10 ---

O11 ---

O12 ---

O13 ---

O14 ---

O15 ---

2 O16 スタイル - 1

流体プ
レート 1

O17 スタイル - 2

O18 スタイル - 4

O19 スタイル - 8

O20 スタイル - 16

O21 スタイル - 32

O22 スタイル - 64

O23 スタイル - 128

3 O24 ディスペンスバルブ 1 プレチャージオ
ン

流体プ
レート 1

O25 ディスペンスバルブ 2 プレチャージオ
ン

O26 ディスペンスバルブ 3 プレチャージオ
ン

O27 ディスペンスバルブ 4 プレチャージオ
ン

O28 ---

O29 ---

O30 ---

O31 ---

4 O32 コマンド値 - 1

流体プ
レート 1

O33 コマンド値 - 2

O34 コマンド値 - 4

O35 コマンド値 - 8

O36 コマンド値 - 16

O37 コマンド値 - 32

O38 コマンド値 - 64

O39 コマンド値 - 128

5 O40 コマンド値 - 256

流体プ
レート 1

O41 コマンド値 - 512

O42 コマンド値 - 1024

O43 コマンド値 - 2048

O44 ---

O45 ---

O46 ---

O47 ---

6 O48 スワールコマンド値 - 1

スワ
ール 1

O49 スワールコマンド値 - 2

O50 スワールコマンド値 - 4

O51 スワールコマンド値 - 8

O52 スワールコマンド値 - 16

O53 スワールコマンド値 - 32

O54 スワールコマンド値 - 64

O55 スワールコマンド値 - 128

7 O56 スワールコマンド値 - 256

スワ
ール 1

O57 スワールコマンド値 - 512

O58 スワールコマンド値 - 1024

O59 スワールコマンド値 - 2048

O60 ---

O61 ---

O62 ---

O63 ---

8 O64 スタイルストローブ

流体プ
レート 2

O65 ディスペンス完了

O66 ディスペンスバルブ 1 オン

O67 ディスペンスバルブ 2 オン

O68 ディスペンスバルブ 3 オン

O69 ディスペンスバルブ 4 オン

O70 エラーリセット / ジョブのキャンセル

O71 遠隔起動 / パージ

9 O72 スワール有効

スワ
ール 2

O73 ---

O74 ---

O75 ---

O76 ---

O77 ---

O78 ---

O79 ---

10 O80 スタイル - 1

流体プ
レート 2

O81 スタイル - 2

O82 スタイル - 4

O83 スタイル - 8

O84 スタイル - 16

O85 スタイル - 32

O86 スタイル - 64

O87 スタイル - 128

11 O88 ディスペンスバルブ 1 プレチャージオ
ン

流体プ
レート 2

O89 ディスペンスバルブ 2 プレチャージオ
ン

O90 ディスペンスバルブ 3 プレチャージオ
ン

O91 ディスペンスバルブ 4 プレチャージオ
ン

O92 ---

O93 ---

O94 ---

O95 ---

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン
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12 O96 コマンド値 - 1

流体プ
レート 2

O97 コマンド値 - 2

O98 コマンド値 - 4

O99 コマンド値 - 8

O100 コマンド値 - 16

O101 コマンド値 - 32

O102 コマンド値 - 64

O103 コマンド値 - 128

13 O104 コマンド値 - 256

流体プ
レート 2

O105 コマンド値 - 512

O106 コマンド値 - 1024

O107 コマンド値 - 2048

O108 ---

O109 ---

O110 ---

O111 ---

14 O112 スワールコマンド値 - 1

スワ
ール 2

O113 スワールコマンド値 - 2

O114 スワールコマンド値 - 4

O115 スワールコマンド値 - 8

O116 スワールコマンド値 - 16

O117 スワールコマンド値 - 32

O118 スワールコマンド値 - 64

O119 スワールコマンド値 - 128

15 O120 スワールコマンド値 - 256

スワ
ール 2

O121 スワールコマンド値 - 512

O122 スワールコマンド値 - 1024

O123 スワールコマンド値 - 2048

O124 ---

O125 ---

O126 ---

O127 ---

16 O128 スタイルストローブ

流体プ
レート 3

O129 ディスペンス完了

O130 ディスペンスバルブ 1 オン

O131 ディスペンスバルブ 2 オン

O132 ディスペンスバルブ 3 オン

O133 ディスペンスバルブ 4 オン

O134 エラーリセット / ジョブのキャンセル

O135 遠隔起動 / パージ

17 O136 スワール有効

スワ
ール 3

O137 ---

O138 ---

O139 ---

O140 ---

O141 ---

O142 ---

O143 ---

18 O144 スタイル - 1

流体プ
レート 3

O145 スタイル - 2

O146 スタイル - 4

O147 スタイル - 8

O148 スタイル - 16

O149 スタイル - 32

O150 スタイル - 64

O151 スタイル - 128

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン

19 O152 ディスペンスバルブ 1 プレチャージオ
ン

流体プ
レート 3

O153 ディスペンスバルブ 2 プレチャージオ
ン

O154 ディスペンスバルブ 3 プレチャージオ
ン

O155 ディスペンスバルブ 4 プレチャージオ
ン

O156 ---

O157 ---

O158 ---

O159 ---

20 O160 コマンド値 - 1

流体プ
レート 3

O161 コマンド値 - 2

O162 コマンド値 - 4

O163 コマンド値 - 8

O164 コマンド値 - 16

O165 コマンド値 - 32

O166 コマンド値 - 64

O167 コマンド値 - 128

21 O168 コマンド値 - 256

流体プ
レート 3

O169 コマンド値 - 512

O170 コマンド値 - 1024

O171 コマンド値 - 2048

O172 ---

O173 ---

O174 ---

O175 ---

22 O176 スワールコマンド値 - 1

スワ
ール 3

O177 スワールコマンド値 - 2

O178 スワールコマンド値 - 4

O179 スワールコマンド値 - 8

O180 スワールコマンド値 - 16

O181 スワールコマンド値 - 32

O182 スワールコマンド値 - 64

O183 スワールコマンド値 - 128

23 O184 スワールコマンド値 - 256

スワ
ール 3

O185 スワールコマンド値 - 512

O186 スワールコマンド値 - 1024

O187 スワールコマンド値 - 2048

O188 ---

O189 ---

O190 ---

O191 ---

24 O192 スタイルストローブ

流体プ
レート 4

O193 ディスペンス完了

O194 ディスペンスバルブ 1 オン

O195 ディスペンスバルブ 2 オン

O196 ディスペンスバルブ 3 オン

O197 ディスペンスバルブ 4 オン

O198 エラーリセット / ジョブのキャンセル

O199 遠隔起動 / パージ

25 O200 スワール有効

スワ
ール 4

O201 ---

O202 ---

O203 ---

O204 ---

O205 ---

O206 ---

O207 ---

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン
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26 O208 スタイル - 1

流体プ
レート 4

O209 スタイル - 2

O210 スタイル - 4

O211 スタイル - 8

O212 スタイル - 16

O213 スタイル - 32

O214 スタイル - 64

O215 スタイル - 128

27 O216 ディスペンスバルブ 1 プレチャージオ
ン

流体プ
レート 4

O217 ディスペンスバルブ 2 プレチャージオ
ン

O218 ディスペンスバルブ 3 プレチャージオ
ン

O219 ディスペンスバルブ 4 プレチャージオ
ン

O220 ---

O221 ---

O222 ---

O223 ---

28 O224 コマンド値 - 1

流体プ
レート 4

O225 コマンド値 - 2

O226 コマンド値 - 4

O227 コマンド値 - 8

O228 コマンド値 - 16

O229 コマンド値 - 32

O230 コマンド値 - 64

O231 コマンド値 - 128

29 O232 コマンド値 - 256

流体プ
レート 4

O233 コマンド値 - 512

O234 コマンド値 - 1024

O235 コマンド値 - 2048

O236 ---

O237 ---

O238 ---

O239 ---

30 O240 スワールコマンド値 - 1

スワ
ール 4

O241 スワールコマンド値 - 2

O242 スワールコマンド値 - 4

O243 スワールコマンド値 - 8

O244 スワールコマンド値 - 16

O245 スワールコマンド値 - 32

O246 スワールコマンド値 - 64

O247 スワールコマンド値 - 128

31 O248 スワールコマンド値 - 256

スワ
ール 4

O249 スワールコマンド値 - 512

O250 スワールコマンド値 - 1024

O251 スワールコマンド値 - 2048

O252 ---

O253 ---

O254 ---

O255 ---

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン

32

O256

コマンドインターフェース-コマンド
ビット 0
コマンドインターフェースの詳細につ
いては CGM コマンドインターフェース、
138 ページ参照。

すべての
流体プ
レート /
スワール

O257 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 1

O258 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 2

O259 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 3

O260 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 4

O261 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 5

O262 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 6

O263 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 7

33 O264 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 8

すべての
流体プ
レート /
スワール

O265 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 9

O266 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 10

O267 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 11

O268 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 12

O269 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 13

O270 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 14

O271 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 15

34 O272 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 16

すべての
流体プ
レート /
スワール

O273 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 17

O274 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 18

O275 コマンドインターフェース - コマンド 
- ビット 19

O276 ---

O277 ---

O278 ---

O279 ---

35 O280- 
O287 --- ---

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン
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36

O288

コマンドインターフェース-値ビット 0
コマンドインターフェースの詳細につ
いては CGM コマンドインターフェース、
138 ページ参照。

すべての
流体プ
レート /
スワール

O289 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 1

O290 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 2

O291 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 3

O292 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 4

O293 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 5

O294 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 6

O295 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 7

37 O296 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 8

すべての
流体プ
レート /
スワール

O297 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 9

O298 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 10

O299 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 11

O300 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 12

O301 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 13

O302 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 14

O303 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 15

38 O304 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 16

すべての
流体プ
レート /
スワール

O305 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 17

O306 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 18

O307 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 19

O308 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 20

O309 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 21

O310 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 22

O311 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 23

39 O312 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 24

すべての
流体プ
レート /
スワール

O313 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 25

O314 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 26

O315 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 27

O316 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 28

O317 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 29

O318 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 30

O319 コマンドインターフェース - 値 - 
ビット 31

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン

40 O320 コマンドインターフェース - 制御ビッ
ト - 読み込み

すべての
流体プ
レート /
スワール

O321 コマンドインターフェース - 制御ビッ
ト - 書き込み

O322 ---

O323 ---

O324 ---

O325 ---

O326 ---

O327 ---

41 O328- 
O335 --- ---

バイト 出力
ビット 説明 ゾーン
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PLC への入力；グラコ PLC からの出力

基本ゲートウェイマップ用 16T061

PLC からの出力 ; Graco PCF への入力

基本ゲートウェイマップ用 16T061

信号 データタイプ ビット バイト

FP1 - ディスペンサー準備完了 ブール 0 0
FP1 - ディスペンサーアラーム
無し

ブール 1

FP1 - ディスペンスエラー無し ブール 2
FP1 - ディスペンス中 ブール 3
FP1 - ディスペンス容量 OK ブール 4
( スペア ) ブール 5
FP1 - ディスペンサーパー
ジ要求

ブール 6

FP1 - ディスペンサーリモート
スタート / パージ中

ブール 7

FP1 - 圧力ユニット - ビット 0 ブール 0 1
FP1 - 圧力ユニット - ビット 1 ブール 1
FP1 - 心拍 ブール 2
FP1 - エラー 整数 0-7 2

FP2 - ディスペンサー準備完了 ブール 0 3
FP2 - ディスペンサーアラーム
無し

ブール 1

FP2 - ディスペンスエラー無し ブール 2
FP2 - ディスペンス中 ブール 3
FP2 - ディスペンス容量 OK ブール 4
( スペア ) ブール 5
FP2 - ディスペンサーパージ要
求

ブール 6

FP2 - ディスペンサーリモート
スタート / パージ中

ブール 7

FP2 - 圧力ユニット - ビット 0 ブール 0 4
FP2 - 圧力ユニット - ビット 1 ブール 1
FP2 - 心拍 ブール 2
( スペア ) ブール 3-7
FP2 - エラー 整数 0-7 5

信号 データタイプ ビット バイト

FP1 - スタイルストローブ ブール 0 0
FP1 - ディスペンサー準備完了 ブール 1
FP1 - ディスペンスガン 1 オン ブール 2
FP1 - ディスペンスガン 2 オン ブール 3
FP1 - ディスペンスガン 3 オン ブール 4
FP1 - ディスペンスガン 4 オン ブール 5
FP1 - エラーリセット ブール 6
FP1 - リモートスタート / パー
ジ

ブール 7

FP1 - スタイル 整数 0-7 1
FP1 - ディスペンスバルブ 1 
プリチャージオン

ブール 0 2

FP1 - ディスペンスバルブ 2
プリチャージオン

ブール 1

FP1 - ディスペンスバルブ 3
プリチャージオン

ブール 2

FP1 - ディスペンスバルブ 4
プリチャージオン

ブール 3

( スペア ) ブール 4-7
FP1 - フローコマンド
電圧

整数 0-11 3-4

( スペア ) ブール 12-15

FP2 - スタイルストローブ ブール 0 5
FP2 - ディスペンス完了 ブール 1
FP2 - ディスペンスバルブ 1　
オン

ブール 2

FP2 - ディスペンスバルブ 2　
オン

ブール 3

FP2 - ディスペンスバルブ 3　
オン

ブール 4

FP2 - ディスペンスバルブ 4　
オン

ブール 5

FP2 - エラーリセット ブール 6
FP2 - リモートスタート / パー
ジ

ブール 7

FP2 - スタイル 整数 0-7
FP1 - ディスペンスバルブ 1　
プレチャージオン

ブール 0 7

FP1 - ディスペンスバルブ 2　
プレチャージオン

ブール 1

FP1 - ディスペンスバルブ 3　
プレチャージオン

ブール 2

FP1 - ディスペンスバルブ 4　
プレチャージオン

ブール 3

( スペア ) ブール 4-7
FP2 コマンド電圧 整数 0-11 8-9
( スペア ) ブール 12-15
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CGM コマンドインターフェース

注 :CGM コマンドインターフェースは、16 または 256 
スタイルのある流体プレートでのみ使用可能です。

注 : 一部のデータインスタンスはマップに直接またコ
マンドインターフェース経由で提供されています。通
信スピードの改善のために提供されたデータの直接の
使用を推奨します。

CGM コマンドインターフェースは、CGM I/O データ
マップ、131 ページのビットを使用して、他の CGM 
I/O ビットで利用できない多くの追加機能をサポート
します。

注 : コマンドインターフェースで変更を行った場合、
ADM 画面はすぐに更新されない可能性があります。画
面外に移動してから戻る必要がある場合があります。

CGMコマンドインターフェースは自動化出力ビット256 
から 327 を使用します。これ等のビットは現状のシス
テム設定の値の要求（読み込み）あるいはシステム設
定の変更（書き込み）に使用可能です。

• 出力ビット 256-267 は、個々のコマンドを識別す

るために使用されます。各ビットは単一のバイナ
リ値を持ち、それらはコマンド表にリストされて
いる 16 進コードを作り上げます。

• 出力ビット 268-275 は、コマンドが適用される

個々の流体プレートまたはスワールディスペン
サー識別するために使用されます。

• 出力ビット 288-319 は、ビット 256-267 と 

268-275 によって指定されたコマンドの値を識別す
るために使用されます。

• 出力ビット 321 はコマンドを書き込みコマンドと

して識別します。
• 出力ビット 320 はコマンドを読み込みコマンドと

して識別します。

CGM コマンドインターフェースは、自動化の入力ビッ
ト 128-159 を使用して、現在のシステムの値を読み込
みます。また、入力ビット 160-163 も使用して、コマ
ンドのステータスを識別します。

• ビット 160: コマンドアクティブ

• ビット 161: コマンド成功

• ビット 162: コマンド失敗

• ビット 163: 値の強制

注 : コマンド中に出力ビット 320 ( 読み込み ) と 321 
( 書き込み ) が両方とも高である場合、結果は入力
ビット 162 が高になることによってコマンド失敗とし
て識別されることになります。

例

注 : 入力ビットと出力ビットの詳細説明については、
139 ページの始めにあるタイミング略図と表を参照し
てください。

例１：出力ビット 256-275 が 0xB0203 である場合、
出力ビット 288-319 は 0x0004、出力ビット 321 は高
になります。これは、以下を意味します：

• コマンドはパージ期間に分単位で関連 (0x__203)

• コマンドは流体プレート 1 に関連 (0xB0___)

• コマンドは書き込みコマンド ( ビット 321 が高 )

• コマンドの値は 4 (0x0004)

これらの個々の部分を組み合わせて、コマンドを全体
的に理解してください。流体プレートのパージ期間を
を 1 から 4 分に変更して下さい。

例２：出力ビット 256-275 が 0xB3212、入力ビット 
288-319 が 0x0000、および出力ビット 320 が高の場
合は、以下を意味します：

• コマンドはバルブ１が有効であるかに関連

(0x__212)
• こ ｍ ンドは流体プレート 4 に関連 (0xB3___)

• コマンドは読み込みコマンド ( ビット 320 が高 )

• コマンドの値は 0 (0x0000)

組み合わせると、これは：流体プレート 4 のバルブ 1 
が無効であることを意味します。
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コマンドインターフェースのタイミング略図 

コマンドインターフェースの書き込み処理

1. コマンド識別ビットと流体プレート / スワール識
別ビットを所望の値に設定します。

2. 値ビット ( 出力 ) を書き込む値に設定します。

3. 書き込みビットを設定します。

4. コマンドアクティブビットが設定されるまで待ち
ます。これは、処理が進行中であることを示し
ます。

5. コマンド成功ビット、コマンド失敗ビット、また
はコマンドの値強制ビットが設定されるまで待ち
ます。

注 : 値ビット ( 入力 ) は、これで実際に書き込まれた
値を持ちます。

6. 書き込みビットをクリアして、書き込みコマンド
の処理を終了させます。

コマンドインターフェースの読み込み処理

1. コマンド識別ビットと流体プレート / スワール識
別ビットを所望の値に設定します。

2. 読み込みビットを設定します。

3. コマンドアクティブビットが設定されるまで待ち
ます。これは、処理が進行中であることを示しま
す。

4. コマンド成功ビットまたはコマンド失敗ビットが
設定されるまで待ちます。

注 : コマンド成功ビットが設定された場合、有効な
データが値ビット ( 入力 ) にあります。

5. 読み込みビットをクリアして、読み込みコマンド
の処理を終了させます。

流体プレート / スワール識別コマンド 

流体プレートコマンド

図 76:CGM コマンドインターフェースタイミング略図

自動化の入力 (PCF 出力 )

自動化の出力 (PCF 入力 )

コマンドビット 256-275

値ビット 288-319

書き込みビット 321

読み込みビット 320

値ビット 128-159

コマンドアクティブビット 160

コマンド成功ビット 161

コマンド失敗ビット 162

コマンドの値強制ビット 163

設定ビット 設定ビット

設定ビット

設定ビット 設定ビット

書き込みコマンド 読み込みコマンド

出力ビット 268-275 説明

0xB0 流体プレート 1

0xB1 流体プレート 2

0xB2 流体プレート 3

0xB3 流体プレート 4

0xE1 スワール 1

0xE2 スワール 2

0xE3 スワール 3

0xE4 スワール 4

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み

0x004 ソフトウェア
部品番号

STR_3_0 読み込み専用

0x005 ソフトウェア
部品番号

STR_7_4 読み込み専用

0x006 ソフトウェア
部品番号

STR_11_8 読み込み専用
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0x007 ソフトウェア
部品番号

STR_15_12 読み込み専用

0x008 ソフトウェア
バージョン

バージョン 読み込み専用

0x0DD メンテナンス
単位のタイプ

メンテナンス単位の列挙 読み込み専用

0x0DF 有効なスタイ
ル

### 読み込み専用

0x203 パージ期間 #### ( 分 ) 読み込み / 
書き込み

0x204 ディスペンス
トリガーの
ソース

ディスペンストリガーの
ソースの列挙

読み込み / 
書き込み

0x208 コマンド値の
ソース

コマンド値のソースの列
挙

読み込み / 
書き込み

0x20F ビードスケー
ル

### ( パーセント ) 読み込み / 
書き込み

0x210 ジョブ終了
モード

ジョブ終了モードの列挙 読み込み / 
書き込み

0x211 ジョブ終了遅
延時間

整数 ( 秒 ) 読み込み / 
書き込み

0x2B5 アラーム時に
ジョブ終了

ブール

0x212 値 1 有効 ブール 読み込み / 
書き込み

0x213 値 2 有効 ブール 読み込み / 
書き込み

0x214 値 3 有効 ブール 読み込み / 
書き込み

0x215 値 4 有効 ブール 読み込み / 
書き込み

0x216 レギュレータ
ON 遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x217 レギュレータ
オフ遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x218 バルブ 1 オン
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x219 バルブ 2 オン
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21A バルブ 3 オン
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21B バルブ 4 オン
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21C バルブ 1 オフ
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21D バルブ 2 オフ
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21E バルブ 3 オフ
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x21F バルブ 4 オフ
遅延

### (mS) 読み込み / 
書き込み

0x230 流量計タイプ 流量計タイプの列挙 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み

0x231 流量計 K 係数 ##### ( パルス / リット
ル、パルス /kg)

読み込み / 
書き込み

0x23C アウトレット
圧力センサー
のユーザーオ
フセット

sint32; #### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x23D インレット圧
力センサーの
ユーザーオフ
セット

sint32; #### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x241 最大アウト
レット圧力

unit32; #### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x244 最小インレッ
ト圧力

unit32; #### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x245 最大インレッ
ト圧力

unit32; #### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x248 圧力 Kp ####.## 読み込み / 
書き込み

0x249 圧力 Ki ####.## 読み込み / 
書き込み

0x247 圧力 Kd ####.## 読み込み / 
書き込み

0x254 ビード Kp ####.## 読み込み / 
書き込み

0x255 ビード Ki ####.## 読み込み / 
書き込み

0x260 レギュレータ
の時間の勧告
限界値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x262 レギュレータ
の量 / 質量の
勧告限界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量 : 
###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x264 流量計の時間
の勧告限界値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x266 流量計の量 /
質量の勧告限
界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、######
( リットル )、質量 : 
###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x268 供給の時間の
勧告限界値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x26A 供給の量 / 質
量の勧告限界
値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量 : 
###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x26C V/P の時間の
勧告限界値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み
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0x26E V/P の量 / 質
量の勧告限界
値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量 : 
###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x270 バルブ 1 の時
間の勧告限界
値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x271 バルブ 2 の時
間の勧告限界
値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x272 バルブ 3 の時
間の勧告限界
値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x273 バルブ 4 の時
間の勧告限界
値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x278 バルブ 
1 の量 / 質量
の勧告限界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### (
リットル )、質量
:###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x279 バルブ
2 の量 / 質量
の勧告限界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### (
リットル )、質量
:###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x27A バルブ 
3 の量 / 質量
の勧告限界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### (
リットル )、質量
:###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x27B バルブ 
4 の量 / 質量
の勧告限界値

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### (
リットル )、質量
:###### 
( ポンド )、###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x283 スワール
不具合エラー
タイプ

エラータイプの列挙 2

0x284 低流量エラー
タイプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x285 高流量エラー
タイプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x286 低圧エラータ
イプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x287 高圧エラータ
イプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x289 高いアウト
レット圧力エ
ラータイプ

エラータイプの列挙 2 読み込み / 
書き込み

0x28A 少量エラータ
イプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x28B 大量エラータ
イプ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x28C 低い計算目標
量エラータイ
プ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み

0x28D 高い計算目標
量エラータイ
プ

エラータイプの列挙 1 読み込み / 
書き込み

0x28E 低いインレッ
ト圧力エラー
タイプ

エラータイプの列挙 2 読み込み / 
書き込み

0x28F 高いインレッ
ト圧力エラー
タイプ

エラータイプの列挙 2 読み込み / 
書き込み

0x292 バルブ 1 モー
ド

バルブモードの列挙 読み込み / 
書き込み

0x293 バルブ 2 モー
ド

バルブモードの列挙 読み込み / 
書き込み

0x294 バルブ 3 モー
ド

バルブモードの列挙 読み込み / 
書き込み

0x295 バルブ 4 モー
ド

バルブモードの列挙 読み込み / 
書き込み

0x296 バルブ 1 10 
VDC アナログ
スケール流量

量 :##### (cc/ 秒 )、
##### (cc/ 秒 )、質量 :
##### (g/ 秒 )、##### 
(g/ 粉 )

読み込み / 
書き込み

0x297 バルブ 2 10 
VDC アナログ
スケール流量

量 :##### (cc/ 秒 )、
##### (cc/ 秒 )、質量 :
##### (g/ 秒 )、##### 
(g/ 粉 )

読み込み / 
書き込み

0x298 バルブ 3 10 
VDC アナログ
スケール流量

量 :##### (cc/ 秒 )、
##### (cc/ 秒 )、質量 :
##### (g/ 秒 )、##### 
(g/ 粉 )

読み込み / 
書き込み

0x299 バルブ 4 10 
VDC アナログ
スケール流量

量 :##### (cc/ 秒 )、
##### (cc/ 秒 )、質量 :
##### (g/ 秒 )、##### 
(g/ 粉 )

読み込み / 
書き込み

0x29A バルブ 1 10 
VDC アナログ
スケール圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x29B バルブ 2 10 
VDC アナログ
スケール圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x29C バルブ 3 10 
VDC アナログ
スケール圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x29D バルブ 4 10 
VDC アナログ
スケール圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x302 レギュレータ
メンテナンス 
- ディスペン
ス量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、######
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み
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0x303 流量計メンテ
ナンス - ディ
スペンス量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x304 電源メンテナ
ンス - ディス
ペンス量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x305 V/P メンテナ
ンス - ディス
ペンス量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x308 バルブ 1 メン
テナンス - 
ディスペンス
量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、###### 
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x309 バルブ 2 メン
テナンス - 
ディスペンス
量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、######
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x30A バルブ 3 メン
テナンス - 
ディスペンス
量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、######
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x30B バルブ 4 メン
テナンス - 
ディスペンス
量 *

量 :###### ( ガロン ( 米
国 ))、###### ( ガロン
( 英国 ))、######
( リットル )、質量
:###### ( ポンド )、
###### (kg)

読み込み / 
書き込み

0x312 レギュレータ
メンテナンス 
- ディスペン
ス時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x313 流量計メンテ
ナンス - ディ
スペンス時間
*

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x314 電源メンテナ
ンス - ディス
ペンス時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x315 V/P メンテナ
ンス - ディス
ペンス時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x318 バルブ 1 メン
テナンス - 
ディスペンス
時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x319 バルブ 2 メン
テナンス - 
ディスペンス
時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み

0x31A バルブ 3 メン
テナンス - 
ディスペンス
時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x31B バルブ 4 メン
テナンス - 
ディスペンス
時間 *

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x800 パージ定義 - 
量

#####.#(cc) 読み込み / 
書き込み

0x801 パージ定義 - 
圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x802 パージ定義 - 
許容誤差

許容誤差タイプ 読み込み / 
書き込み

0x803 パージ定義 - 
期間

#### ( 秒 ) 読み込み / 
書き込み

0x804 スタイル 1 定
義 - 量

#####.#(cc) 読み込み / 
書き込み

0x805 スタイル 1 定
義 - 圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0x806 スタイル 1 定
義 - 許容誤差

許容誤差タイプ 読み込み / 
書き込み

0x807 スタイル 1 定
義 - プレ
チャージ設定

プレチャージ設定タイプ 読み込み / 
書き込み

0xBFC スタイル 255 
定義 - 量

#####.#(cc) 読み込み / 
書き込み

0xBFD スタイル 255 
定義 - 圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み / 
書き込み

0xBFE スタイル 255 
定義 - 許容誤
差

許容誤差タイプ 読み込み / 
書き込み

0xBFF スタイル 255 
定義 - プレ
チャージ設定

プレチャージ設定タイプ ---

0xC04 スタイル 1 定
義 - 名前

STR_3_0 読み込み / 
書き込み

0xC05 スタイル 1 定
義 - 名前

STR_7_4 読み込み / 
書き込み

0xC06 スタイル 1 定
義 - 名前

STR_11_8 読み込み / 
書き込み

0xC07 スタイル 1 定
義 - 名前

STR_15_12 読み込み / 
書き込み

0xC3C スタイル 15 
定義 - 名前

STR_3_0 読み込み / 
書き込み

0xC3D スタイル 15 
定義 - 名前

STR_7_4 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み
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＊ メンテナンスのディスペンス容量 / 時間は、
0 にしか設定できません。

0xC3E スタイル 15 
定義 - 名前

STR_11_8 読み込み / 
書き込み

0xC3F スタイル 15 
定義 - 名前

STR_15_12 読み込み / 
書き込み

0x29E 圧力単位 圧力単位の列挙 読み込み / 
書き込み

0x29F 速度単位 レート単位の列挙 読み込み / 
書き込み

0x2A0 メンテナンス
の量単位 :

量単位の列挙 読み込み / 
書き込み

0x2A1 メンテナンス
の質量単位

質量単位の列挙 読み込み / 
書き込み

0x2A2 メンテナンス
の時間単位

質量単位の列挙 読み込み / 
書き込み

0x2AD バルブ 1 ス
ワール関連 
( スワール
ゾーン )

スワールの列挙 読み込み / 
書き込み

0x2AE バルブ 2 ス
ワール関連 
( スワール
ゾーン )

スワールの列挙 読み込み / 
書き込み

0x2AF バルブ 3 ス
ワール関連 
( スワール
ゾーン )

スワールの列挙 読み込み / 
書き込み

0x2B0 バルブ 4 ス
ワール関連 
( スワール
ゾーン )

スワールの列挙 読み込み / 
書き込み

0x2B5 アラーム時に
ジョブ終了

ブール 読み込み / 
書き込み

0x3FB スタイルビッ
ト

### 読み込み / 
書き込み

0x115 コマンド値 uint12 読み込み / 
書き込み

0x116 エラーリセッ
ト / リモート
起動

ディスペンス制御 2 
ビットフィールド

読み込み / 
書き込み

0x118 分注使用不可 ブール 読み込み / 
書き込み

0x3FF ディスペンス
制御

ディスペンス制御 1 
ビットフィールド

読み込み / 
書き込み

0x0FB 入口圧力 圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み専用

0x0FC アウトレット
圧力

圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み専用

0x0DC 圧力コマンド 圧力：#### (psi); 
###.#(bar); ##.##(Mpa)

読み込み専用

0x403 流量コマンド ##### cc/ 分 読み込み専用

0x404 流量実際 ##### cc/ 分 読み込み専用

0x406 流体プレート
ステータス 0

流体プレートステータス 
0 ビットフィールド

読み込み専用

0x409 流体プレート
不具合

ゲートウェイエラー番号 読み込み専用

0x0FF 流体プレート
のディスペン
ス量

#####.#(cc) 読み込み専用

0x0DB アクティブな
不具合エラー
コード

不具合エラーコード 読み込み専用

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み

0x0F8 流体プレート
ステータス
ビット

流体プレートのステータ
スビットフィールド

読み込み専用

0x0FE 要求量 #####.#(cc) 読み込み専用

0X0D5 ジョブパーセ
ントエラー

#####.# 読み込み専用

0x0D6 選択されたス
タイル

### 読み込み専用

0x0D7 目標の量 #####.# 読み込み / 
書き込み

0x100 流体プレート
有効

xx 読み込み / 
書き込み

出力ビット 
256-267 説明

単位
* ページ 145 の 
単位の定義を参照してく
ださい。

読み込みまた
は書き込み
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スワールコマンド

出力
ビット 
264-275 説明

ゲートウェイの
単位

読み込み
または書
き込み

0x004 ソフトウェア部品
番号

STR_3_0 読み込み
専用

0x005 ソフトウェア部品
番号

STR_7_4 読み込み
専用

0x006 ソフトウェア部品
番号

STR_11_8 読み込み
専用

0x007 ソフトウェア部品
番号

STR_15_12 読み込み
専用

0x00B ソフトウェアバー
ジョン

バージョン 読み込み
専用

0x400 スワール速度の
ソース

速度のソースの
列挙

読み込み / 
書き込み

0x401 スワール固定速度 ##### (RPM) 読み込み / 
書き込み

0x403 スワール速度ス
ケール

### 
( パーセント )

読み込み / 
書き込み

0x404 スワールメンテナ
ンスの時間の勧告
限界値

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x3FF スワール - 実際の
運転時間

###### ( 時間 ) 読み込み / 
書き込み

0x2FC スワールステータ
スビット 1

スワールステー
タスビット
フィールド 1

読み込み
専用

0x4FE スワール実速度 ##### (RPM) 読み込み
専用

0x500 スワール制御 スワール制御の
列挙

読み込み / 
書き込み

0x501 スワール要求速度 uint12 読み込み / 
書き込み
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単位の定義

単位の文字列 定義

コマンド値のソースの列挙 0 - ディスプレイ、1 - コマンドケーブル、2 - ゲートウェイ

ディスペンス制御 1 ビット
フィールド

ディスペンス制御 2 ビット
フィールド

ビット 14 - エラーリセット、ビット 15 - リモート起動

ディスペンストリガーのソースの
列挙

0 - コマンドケーブル、1 - ゲートウェイ、2 - 組み合わせ、3 - コマンドケーブル 3x

エラータイプの列挙 1 0 - なし、1 - アラーム、2 - 偏差

不具合エラーコード 0xDDCCBBAA の形式の 32 ビットの文字列、ここで 0xAA は最上位 ASCｌｌ 文字列、0xDD は最下位
文字列を表す。

流量計タイプの列挙 1 - 量、2 - 質量

流体プレートステータス 0 ビッ
トフィールド

流体プレートステータス 3 ビッ
トフィールド

ジョブ終了モードの列挙 0 - タイマー、1 - ゲートウェイ

メンテナンス単位の列挙 0 - 量、1 - 質量、2 - 時間

質量単位の列挙 0 - ポンド、1 - kg

プレチャージ設定タイプ 0xDDCCBBA のフォーマットにおける 32 ビット値 :

0xA .... プレチャージもード一覧 :0 - ディスプレイ、 1 - ゲートウェー、 2 - バルブ 1
0xBBB .. プレチャージバルブ開口時間 (ms)
0xCC ... プレチャージスケール - バルブ閉鎖 (%)
0xDD ... プレチャージスケール - バルブ開口部 (%)

圧力単位の列挙 0 - psi、1 - バール、2 - MPa

レート単位の列挙 0 - x/ 分、1 - x/ 秒

sint32 32 ビットの正または負の値

速度のソースの列挙 0 - ディスプレイ、1 - ゲートウェイ

STR_X_Y 32 ビット値 (X は文字列内でどの文字が最上位バイトであるかを示し、Y は文字列内でどの文字が
再開バイトであるかを示す )。

スワール制御の列挙 0 - スワール有効

スワールの列挙 0 - なし、1 - スワール 1、2 - スワール 2、3 - スワール 3、4 - スワール 4

スワールステータスビットフィー
ルド 1

0 - スワールアクティブ、1 - スワールレディ、2 - スワール有効

許容誤差タイプ 0x0000BBAA の形式の 32 ビット値 (0xAA は許容誤差 (%) の下限を示し、0xBB は許容誤差 (%) の
上限を示す )0 の値は、許容誤差が無効であることを意味します。

バルブモードの列挙 ０-圧力、１-ビード、２-ショット、３-完全開口、５-無し

uint12 12 ビットの正の値

uint32 32 ビットの正の値

バージョン 0x00CCBBAA の形式の 32 ビット値 (0xAA はメジャーバージョンを示し、0xBB はマイナーバージョ
ンを示し、0xCC はビルドバージョンを示す )。

量単位の列挙 0 - ガロン ( 米国 )、1 - ガロン ( 英国 )、2 - リットル

ビット機能
0...... スタイルストローブ
1...... ディスペンス完了
2...... バルブ 1 オン

3.......バルブ 2 オン
4.......バルブ 3 オン
5.......バルブ 4 オン

6 ......エラーリセット
7 ......リモートスタート /パージ

ビット機能
0...... ディスペンサー準備完了
1...... ディスペンス警告無し
2...... ディスペンス　エラー無し

3.......処理中のディスペンス
4.......ディスペンス容量 OK
5.......---
6.......ディスペンサーパージ要求

7 ......処理中のパージ /処理中の
リモートスタート

ビット機能
0-2 .... 操作モード （バルブモード
一覧参照）
3...... プリチャージアクティブ
4...... バルブ 1 状態
5...... バルブ 2 状態
6...... バルブ 3 状態 
7...... バルブ 4 状態
8...... ディスペンス準備完了
9...... ジョブ中サイクル
10..... ジョブサイクル完了

11......警告有効
12......偏差有効
13......勧告有効
14......ディスペンス不能化
15......流体プレート有効
16......流量計有効
17......入口センサー有効
18......加熱プレート
19......統合有効
22......バルブ 1 スワール設置
23......バルブ 2 スワール設置

24......バルブ 3 スワール設置
25......バルブ 4 スワール設置
26......バルブ 1 スワール稼働
27......バルブ 2 スワール稼働
28......バルブ 3 スワール稼働
29......バルブ 4 スワール稼働
30......故障リセット
31......リモートスタート / パージ
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付録 D - I/O 信号説明

このセクションでは、CGM と DGM 自動化の入出力信号
の詳細について説明します。

自動入力

ディスペンサー ( 流体プレート ) レディ

この信号は電源が入ったときは 0 です。この信号は、
以下の条件下で 1 になります。

• システムがアクティブ状態にある

• ディスペンサー (流体プレート) にアクティブ

なアラームがない ( 偏差は効果ありません )

ディスペンサー ( 流体プレート ) アラームなし

CGM のシステムでは、この信号は以下の条件で 1 にな
ります。

• システムにアラームが発生していない

• DGM のシステムでは、この信号正論理または負

論理に構成できます。離散ゲートウェイ ( 自
動 ) セットアップ画面、ページ 109 を参照し
てください。

ディスペンサー ( 流体プレート ) エラーなし

CGM のシステムでは、この信号は以下の条件で 1 にな
ります。

• システムにエラー ( アラーム、偏差、または勧

告 ) がない

• DGM のシステムでは、この信号正論理または負

論理に構成できます。離散ゲートウェイ ( 自
動 ) セットアップ画面、ページ 109 を参照し
てください。

ディスペンス進行中

この信号は電源が入ったときは 0 です。この信号は、
以下の条件下で 1 になります：

• システムがジョブの途中にある

ディスペンスボリューム OK

この信号は、以下の条件下で 1 になります：

• システムはジョブを完了

• ジョブのボリュームは、規定の許容誤差内にあ

る
• スタイルストローブは１

ディスペンサー ( 流体プレート ) パージ要求

パージ期間が定義されている場合、この信号は電源投
入時で 1 で、そうでない場合は電源投入時で 0 です。
いかなるディスペンスは、このビットをオフにし、
パージタイマーをリセットします。この信号は、以下
の条件下で 1 になります：

• システムパージ間隔タイマーが切れている

ディスペンサー ( 流体プレート ) リモート起動 / 
パージ進行中

この信号は電源が入ったときは 0 です。この信号は、
以下の条件下で 1 になります：

• 遠隔起動シーケンスが進行中。この信号は、

ディスペンス機器がディスペンス準備完了状態
に達するまでアクティブな状態のままである必
要があります。

• パージシーケンスが進行中。この信号は、

パージシーケンスが完了するまで、アクティブ
な状態のままである必要があります。

単位

すべての単位設定値は、高度なディスプレーモジュー
ルにおいて設定されます。以下の信号は、この情報を
自動化コントローラに通信するために使用されます。

圧力単位

エラー

エラー番号は、8 ビットで形成されます。
これは、システム内のエラー番号です。

値 単位

0 psi

1 bar

2 MPa

3 予備
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自動出力

スタイル

次のジョブの希望スタイル。これらの 8 ビットは、
ジョブの開始時に表示され、選択されたスタイルを決
定します。

スタイルストローブ

このビットは、新しいジョブを開始するのに使用され
ます。新しいジョブは、スタイルストローブが 0 から 1
に変わるときに開始されます。

ディスペンス完了

このビットは、ジョブの終了を信号で伝えるのに使用
されます。ジョブは、この信号が 0 から 1に変わると
きに終了します。

ディスペンスバルブ X オン

これらの 4 ビットは、適用される流体プレートにある 
4 つのディスペンスバルブそれぞれのオン / オフを信
号で伝えるために使用されます。

コマンド値

この 12 ビットの値は、アナログコマンド値を、0-10 ボ
ルト (0x000-0xFFF) で示します。このアナログ値は、
設定されたスケール係数に基づいて、フローレート 
( ビードモードにおいて ) または圧力 ( 圧力または
ショットモードにおいて ) コマンドに拡大または縮小
されます。

エラーリセット / ジョブのキャンセル

「アラーム時にジョブ終了」設定が有効な場合 :

• ジョブ途中の場合、このビットをセットすると現

在のジョブがキャンセルされます。
• ジョブ途中でない場合、この設定はエラーをリ

セットします。

「アラーム時にジョブ終了」設定が無効な場合 :

• このビットをセットすると、ジョブステータスに

関わらずエラーがリセットされます。

遠隔起動 / パージ

このビットは、ディスペンス・システムをどのような
「準備完了でない」状態からも再スタートするのに使用
されます。システムが既にディスペンス準備完了状態
にある場合、この信号は、設定されたパージパラメー
タに基づいて、パージを開始します。

スワール X 有効

このビットは、スワールディスペンサーモーターそれ
ぞれのオン / オフステータスを信号で伝えるために使
用されます。

スワールコマンド値

この 12 ビット値は、スワール速度コマンドを 0-10 
ボルトの範囲で示します。0 ボルト (0x000) は 
6,600 rpm のスピードを表し 10 ボルト (0xFFF) は 
24,000 rpm を表します。

ディスペンスバルブ X プレチャージオン

これらの 4 ビットは、プレチャージモードがゲート
ウェイに設定されている際に、4 つのディスペンスバ
ルブそれぞれのプレチャージをオンにするために使用
されます。
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技術データ

* フローレートおよび粘度は概算値です粘度が増加するとフローレートは低下します液は圧力下でのシヤーが予想
されます適切なラインおよび装置の選択のため、新しいアプリケーションまたは液を使用する場合には必ずテスト
する必要がありますその他の性能については、グラコ認定販売代理店にお問い合わせください。

制御センターアセンブリ技術データ

* 最小フローレート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 超高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使用で 6 cc/ 分
高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使用で 25 cc/ 分
加熱ヘリカルフローメータ使用で 50 cc/ 分
フローメータ使用で 661 cc/ 分

* 最大フローレート  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 超高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使用で 4000 cc/ 分
高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使用で 7500 cc/ 分
加熱ヘリカルフローメータ使用で 22,500 cc/ 分
フローメータ使用で 65,535 cc/ 分

最高作業圧力
電子加熱式構成部品付きレギュレータアウト
レットの . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
レギュレータアウトレットにて、流体プレー
トへの供給圧力 ( カートリッジレギュレータ ) . . . . . . 
流体プレートへの供給圧力 
( マスティック式レギュレータ ). . . . . . . . . . . . . 
流体プレートに圧力を供給（コリオリス流量メーター／カート
リッジレギュレーター）. . . . . . . . . . . . . . . . . 

6000 psi (41 MPa、414 バール )

5000 psi (35 MPa、345 バール )
4500 psi (31 MPa、310 バール )
3500 psi (24 MPa、241 バール )

5000 psi (35 MPa, 310 バール）
最低使用流体圧力 ( レギュレータアウトレットで ) . . . . . . 100 psi (0.7 MPa、7.0 バール )
エア供給圧力範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 60-120 psi (0.4 - 0.8 MPa、4.1- 8.3 バール ) - 

10 ミクロンのろ過が必要です
液の濾過が必要です . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 最小 30 メッシュ (500 ミクロン )
* 流体の粘度範囲  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ヘリカル・フローメータ使用で 10,000 から

1,000,000 cps
* 最小ディスペンスショットサイズ  . . . . . . . . . . . . . 超高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使

用で 1 cc
高分解能 ( 自然放熱式 ) ヘリカルフローメータ使
用で 3 cc
加熱ヘリカルフローメータ使用で 6 cc

接液部品 ( メータおよび流体プレート ) . . . . . . . . . . . 303、304、321、17- 4 ステンレス鋼。タングステンカーバイド、
PTFE、鋼、フルオロエラストマー

電源要件
100-240 Vac. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
24 Vdc . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

全負荷 -1.4A、フューズ定格 -2.5A
全負荷 -4A、フューズ定格 -4A

電源電圧範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 100-240 Vac、50-60 Hz、単相
動作温度範囲

制御装置
加熱流体プレート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
アンビエント流体プレート . . . . . . . . . . . . . . . 

40°F (4°C) - 120°F (49°C)
40°F (4°C) - 400°F (204°C)
40°F (4°C) - 120°F (49°C)

運転湿度範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0 - 90% 非凝縮

100 - 240 Vac アセンブリ 24 Vdc アセンブリ

電圧 100/-240VAC 24 Vdc

位相 1 ---

周波数 50-60 Hz ---

全負荷電流 1.4 A 4.0 A

ヒューズ定格 250 Vac、2.5A T 125 Vac、4A F
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流体プレートアセンブリ技術データ

流体プレートアセンブリに対する取り付け寸法および部品の明細は、本取扱説明書の「設置」の章に記載されてい
ます。

* 最大圧力はディスペンスバルブにより異なります。

スワールディスペンサー
技術データ

取扱説明書 309403 を参照してください。

カートリッジレギュレータ マスティックレギュレータ

レギュレータ説明書 308647 307517

重量 – フローメータなし 11.6 kg (25.5 lb) 15 kg (33 lb)

重量 - ヘリカル 18 kg (40 lb) 22 kg (48 lb)

重量ｰコリオリス流量メーター 20 lb (9 kg) 適用なし

液ポートインレット ヘリカル :3/4 インチ npt(f) 3/4 インチ npt(f)

液口出口 1/2 インチ npt(f) 3/4 インチ npt(f) 

最高使用流体圧力 * ページ 4 のモデルを参照してくだ
さい。

ページ 4 のモデルを参照してくだ
さい。

エア供給 1/4 インチ npt(f) 1/4 インチ npt(f)

最大エア作業圧力 100 psi (0.7 MPa、7.0 バール ) 100 psi (0.7 MPa、7.0 バール )

最小エア動作圧 60 psi (410 kPa、4.1 バール ) 60 psi (410 kPa、4.1 バール )

流体運転温度 周辺温度 40° - 
120° F (4° - 50° C)

加熱温度 40° - 
400° F (°4 - 204° C)
周辺温度 40° - 
120° F (4° - 50° C)

最小フローレート – ヘリカル アンビエント 190 cc/min 加熱 190 cc/min
アンビエント 190 cc/min

対ディスペンスバルブ開閉エアアウトレット 5/32 インチ (4 mm) チューブ接続金具

電源の条件 24 Vdc または 100-240 Vac

ディスペンスバルブソレノイドへの電源 24 Vdc

流体の仕様 ディスペンスに使用する場合、燃焼防止のため液は以下
のいずれかの条件を満たす必要があります :

• 液の発火点は 140° F (60° C) 以上であり、

ASTM 標準 D93 により最大有機溶剤濃度は重量の 20%
であること。

• ASTM 標準 D4206 継続燃焼テストにおいて、

液の継続燃焼のないこと。

周辺エア温度範囲 40° から 120°(4° から 50 °C)
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Graco 社標準保証
Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載された、Graco が製造し、かつ Graco の社名

を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないことを保証します。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除

き、販売日時から起算して 12 ヶ月間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換致します。この保証は装置が Graco が明

記した推奨に従って設置、操作、保守された場合にのみ適用します。

誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、または Graco 製でない構成部品の代用が原因で発生した

一般的な消耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本保証の範囲外であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の

装置と Graco によって提供されていない構成、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供されていない構成、付属

品、装置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作または保守が原因で発生した誤動作、損傷、または摩耗については、Graco は一

切責任を負わないものとします。

本保証は、Graco 認定販売代理店に、主張された欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置が支払済みで返却された時点で、条件が

適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco はすべての欠陥部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接

お買い上げ頂けたお客様に返却されます。装置の検査により材質または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理は妥当な料金で行

われます。 料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。

本保証は唯一の保証であり、ある特定の目的に対する商品性または適合性に関する保証を含むが それのみに限定されない、明示的なまたは黙

示的な他のすべての保証の代りになるものです。

保証契約不履行の場合の Graco 社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りです。購入者は、他の補償 ( 利益の損失、

売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定

されるものではない ) は得られないものであることに同意します。補償違反に関連するいかなる行為は、販売日時から起算して 2 年以内に提

起する必要があります。

Graco によって販売されているが、製造されていない付属品、装置、材料、または部品に関しては、Graco は保証を負わず、特定目的に対する

商用性および適合性のすべての黙示保証は免責されるものとします。Graco により販売されているが 当社製品でないアイテム ( 電気モータ、

スイッチ、ホース等 ) は、上記アイテムの製造元の保証に従います。Graco は、これらの保証違反に関する何らかの主張を行う際は、合理的な

支援を購入者に提供いたします。

いかなる場合でも、Graco は Graco の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその他の販売される商品から生じる間接的、

偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、補償違反、Graco の不注意、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わない

ものとします。

Graco の情報

Graco 製品についての最新情報については、 www.graco.com をご覧ください。
特許の情報については、www.graco.com/patents. を参照してください。

発注におきましては、Graco 販売代理店にご連絡いただくか、お近くの販売店にお電話でお尋
ねください。
電話 :612-623-6921 または無料通話 :1-800-328-0211、 ファックス：612-378-3505

http://www.graco.com
www.graco.com/patents
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